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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　鉄の装そう甲こうに身を固めたアークドラゴン、その編隊が遥はるかな空を飛ひ翔しようしている。

　風を裂さき、雲を蹴け散ちらして、雄お々おしき竜りゆうたちは空を往ゆく。

　向かう先に見えてくるのは、雲海を割るようにして飛行している巨きよ大だいな島──『天空の大だい監かん獄ごく』。

　アークドラゴンたちは物資の輸送、そして囚しゆう人じんの収しゆう監かんのために飛んでいる。地上と監獄を往復するその行き来が今、かつてないほど頻ひん繁ぱんになっていた。監獄上空には絶えず何十体という群れが飛び交かっている。物資が不足しているわけではない。囚人たちが史上類を見ない程ほどの勢いで続々と収監されているのだ。

『天空の大監獄』送りとなる囚人たちは皆みな、その身に『魔ま王おうの絵画』を宿している。

　つまり。

　──魔王の残した魔術のすべてが今、『天空の大監獄』へ集められつつある。

　そこにどんな意図があるのか、看破している者は少ない。

　地上の人々はもちろん、看守たちでさえ意味も分からず収監作業に追われている。

　一つだけ確かなのは、すべてが『塔とうの住人』の命令によるものだということ。

　知に長たけた者たち──たとえば二級看守リオン・ハイレイン、脱だつ獄ごく王ヴァレリア・ガレク・ワイズシャット、アルカマリア監獄署長や特一級看守、そして地上にいる歴史の裏を知る一部の者たち──彼らは皆、『塔の住人』の動向を注視している。

　では、その『塔の住人』本人は何をしているのかというと、白はく亜あの階段の上で満足げな表情を浮うかべていた。

「ふふー、順調順調♪　もうすぐ６６６枚すべてがここに揃そろうよ。これなら間に合いそうだね。絵え描かきの少年が変なところで甘くて助かったよ」

「スピカ様。スピカ様。順調。甘かったから。ですか？」

「うん。１２９番だっけ？　それの怪け我がが治るまで脱獄を延期してたみたいでさ。おかげでこっちもだいぶ準備を進められたよ」

『塔の住人』──スピカは陶とう磁じのような白い階段の上で、足を投げ出して座っている。

　長い銀ぎん髪ぱつは空中を浮ふ遊ゆうし、懐かい中ちゆう時計が首の下で揺ゆれている。腰こしに二本の長ちよう剣けんを差しているが、座っているせいで切っ先が天てん井じようを向いていた。

　辺りは夜の闇やみをこぼしたように薄うす暗ぐらい。先ほどスピカに質問をした管理端たん末まつのミタマがぼんやりと光っているのが唯ゆい一いつの光源である。

　スピカはふよふよと浮いているミタマの横でぐっと伸のびをすると、階段の下に目を向けた。

「それで、だ。君をここに呼んだのはもちろん用があるからなんだよ」

　視線の先には一人の少年が立っていた。

　イエローブロンドの髪かみ。階級章のついた制服を着込み、左手に血の乾かわいたまだらな手て袋ぶくろを嵌はめている。

　ハイネ・ロットアイン。

　監獄の副署長補ほ佐さにして、左手に『魔王の絵画』の贋がん作さくを受け継ついだヴェルゼ教の修道騎き士しである。

「どんな用かは知りませんが、僕の望みはリオンと戦うことだけだ。あなたが何を企たくらんでいようが関係ない。彼が万ばん全ぜんの状態になったのなら僕はすぐにでも戦いを挑いどみます」

　平へい坦たんな口調だった。無表情なハイネの顔、その左半分には仮面がついていた。

　道どう化け師しのような仮面だ。

　表情の消えた顔と不気味な仮面、その二つが異様な雰ふん囲い気きを生み出している。以前は少年らしいあどけなさを持っていたハイネだが、今やその面おも影かげはどこにもない。

　スピカはそんなハイネを愉ゆ快かいそうに見下ろし、言った。

「だいじょーぶ、そのつもりで呼んだんだよ、贋作の少年。君にはこれからガンガン戦ってほしいのさ。まもなく絵描きの少年が脱獄に向けて動き出す。それを全力で邪じや魔ましちゃって。何もかも壊こわしちゃうぐらい本気でやっていいよ？」

　ハイネはゆっくりとスピカを見上げた。

「言われるまでもない。リオンを相手に容よう赦しやなんて一いつ切さいする気はありません。……ね、セシルさん。それでいいですよね？」

　そう言い、ハイネは視線を隣となりに向けた。そこには一人の少女が立っていた。

　扇せん情じよう的できらびやかな舞ぶ台たい衣装を着た、元・舞台女優のセシル。ハイネの受け持ちの囚人である。感情の薄うすいハイネの視線を受け止め、セシルは一いつ瞬しゆん辛つらそうな顔をした。だがすぐに弱々しく笑えみを浮かべる。

「……ん、ハイネ君がそれでいいのならお姉さんは構わないよ。ぜんぶ君の好きなようにしていいからね」

　すると、二人の会話などまるで聞いていない様子でスピカが言葉を投げかけた。

「ま、実際、君が絵描きの少年に勝てるなんてコレは思ってないからさ、気楽にやっていいよ。実はね、神しん槍そうの少女がこっち側につきそうなんだ。彼女が援えん軍ぐんにいくまで頑がん張ばってくれればいいからさ」

　その言葉を聞いた途と端たん、セシルの表情が変わった。探さぐるような目でスピカを見上げる。

「神槍の少女って、暴動のきっかけを作った脱獄王のこと……？」

「？　そうだけど？」

　事も無げに頷うなずかれ、セシルの顔が強こわ張ばった。

　先日、監獄内で囚人たちの暴動が起こった。その暴動に巻き込まれる形でハイネたちの仲間──クレアという囚人が死んでいる。セシルは咎とがめるように叫さけんだ。

「クレアちゃんがあんなことになったのは脱獄王のせいでしょ!?　わたしたちはそんな人の味方になんてならないわ！　ハイネ君だって──」

　と、ハイネが左手を挙げ、「いいんです」と呟つぶやいた。血でまだらになった手袋が目前にきて、セシルは思わず言葉を止める。ハイネは淡たん々たんと言った。

「……クレアの死は、彼女を守れなかった僕の責任です。脱獄王なんて関係ない。この罪は僕だけのものだ。誰だれにも譲ゆずるつもりはありません」

　無表情だったハイネの顔に感情が浮かんでいた。煮にえたぎるような怒いかりだ。

　血に染まった手袋が自らの顔に向かい、道化師の仮面へギリギリと爪つめを立てる。

「今、僕が望むのは一つだけ。もう一度リオンと戦い、彼をこの手で打ち斃たおすこと。それだけがクレアの死に報むくいられる。それさえ叶かなうのならもう他ほかに何もいらない……っ」

　スピカが哄こう笑しようを上げた。

「あはっ、本当に君はコレの思い通りになってくれるなぁ！　よーし、そんな愚おろかで楽しい君にサービスだ」

　ふいに立ち上がると、スピカは二本の長剣を抜ぬいた。

　刀身が交差して音が鳴り響ひびく。すると星ほし屑くずのような光が瞬またたいた。光は連れん鎖さし、閃せん光こうに変わり、幾き何か学がく的な図形を描えがいて空中で弾はじける。

「な、なに？　今の光は一体……？」

　反射的に目を瞑つぶっていたセシルは恐おそる恐る瞼まぶたを開き、そして、

「ひ……っ!?」

　か細く悲鳴を上げた。スピカの背後に巨大な獣けものたちが現れていたからだ。

　全部で五体。白い鬣たてがみをなびかせる一いつ角かく獣じゆうや炎ほのおの翼つばさを広げる不死鳥など、いずれも恐るべき威い容ようでセシルたちを見下ろしている。スピカがニィと笑って背後を振ふり向く。

「地上の五大魔導監獄を司つかさどる神しん獣じゆうたちさ。端末、彼らを紹しよう介かいしてやって」

「はい。はい。紹介を。します」

　ふよふよと浮くミタマが五体の神獣たちの名を告げる。

　鱗うろこ持つ巨人のような怪かい魚ぎよ、酸の海『絶海の監獄』を守護する、リヴァイアタンズ。

　白き鬣の一角獣、永久凍とう土ど『氷ひよう壁へきの監獄』を守る、リブラ・ユニコーン。

　腐ふ敗はいした獣の集合体、魔王の城じよう跡せき『死葬兵の監獄』に潜ひそむ、アンデッド・オーガ。

　炎の不死鳥、増ぞう殖しよくする『黄金迷めい宮きゆうの監獄』に君臨する、ロード・フェニックス。

　白銀の巨きよ狼ろう、天空に次ぐといわれた『バベルの監獄』を統すべる、ネオフェンリル。

　スピカも空中に浮かび、それら巨大な獣たちの顔の高さまでくる。そしてオークさえ丸飲みにしそうなネオフェンリルの口元を一ひと撫なでし、

「五大魔導監獄はかつて神槍の少女が脱獄したところなんだけどね。でもあの神槍の少女でさえ、この神獣たちとの直接対決は徹てつ底ていして避さけたんだ。そんな折り紙つきの守護神たちだよ。贋作の少年、この神獣たちを君に預けよう。好きに使っていいよ」

　ハイネは神獣たちを見上げる。その目に怯おびえはなかった。

「リオンを戦いの場へ引きずり出すのには使えそうだ」

「使いどころは君の好きにすればいいさ。あ、でもやるなら早い方がいいかもね。地上になんか変な動きがあってさ。横やりが入るのは君も嫌いやでしょ？」

　ハイネは無言を以もって肯こう定ていとした。満足げにスピカは頷く。

「じゃあ、あとは君の通り名が必要なんだよね。それを神獣たち──ガーディアンへの個体識別コードにするから。んー、そうだな……」

　スピカは思案顔でくるくると空中を回り、やおらポンッと手を叩たたいた。

「こんなのどう？　絵描きの少年に対たい抗こうして。──『贋作の魔王ロットアイン』」

　ハイネは反射的に道化師の仮面へガリッと爪を立てた。だが口にした言葉は否定ではなかった。

「好きにすればいい」

「よろしい。じゃあ、個体識別コード承しよう認にんっと」

　スピカが軽かろやかに剣けんを振ると、きらきらと星屑の光が瞬いた。

　神獣たちの瞳ひとみが赤く輝かがやき、耳をつんざくほどの咆ほう哮こうが上がる。

　セシルが身を竦すくませ、ハイネが無感動に神獣たちを見つめるなか、スピカは高く剣を掲かかげた。

「さあ、戦力は整った！　まずは贋作の魔王ロットアイン、五大魔導監獄の神獣たちを率いて、絵描きの少年の脱獄を潰つぶしちゃえ！」







　一章




『天空の大だい監かん獄ごく』地下第一層のとある独どく房ぼう。

　二級看守のリオン・ハイレインは今、自前のイーゼル前に座っていた。

　リオンが管理するこの独房では五人の少女たちが囚しゆう人じんとして暮らしており、リオンと共に脱獄を目もく論ろんでいる。その準備はすでに整っていた。

　決行は、今日。

　数時間後の脱獄に向け、リオンたちは最後の日常を送りつつ、気持ちを引きしめて──いなければならないはずなのだが、現在この独房には脱獄とはまったく無関係の緊きん張ちよう感かんが満ちている。

「ぐっ、また胃が……っ」

　リオンはキャンバスへ向けていた手を止め、胃を押さえた。胃が猛もう烈れつに痛かった。デッサン中にも拘かかわらず、まったく集中できていない。

　原因は独房内にいる少女たちからのプレッシャーである。

　まずはアルヴィレウス王国の元・騎士長、キリカ・スワロウテイル。

　ブロンドの見み目め麗うるわしい彼女はテーブルへうつ伏ぶせになり、目だけを覗のぞかせてリオンのことをじぃーっと見つめている。口元は見えないが、非常にむすっとしているのが雰ふん囲い気きで分かる。

　今日の就労時間が終わってリオンが独房にきてから、かれこれ一時間ずっとこの状態である。リオンはついに耐たえ兼かね、デッサン用の木炭を置いてキリカの方を向いた。

「えーと……キリカ。な、何か用か？」

「……べっつにー。用なんてないわよ」

　ぷいっと顔を背そむけるキリカ。何やら思いっきり拗すねている。

　リオンは愛あい想そ笑いを浮うかべ、再度コンタクトを試みる。

「別にってことはないだろ？　ほら、最近いつも俺の方を見てるじゃないか。何か話したいことがあるなら言ってくれよ」

「……ふんだ。わたし、リオンと話したいことなんてなんにもないもん」

「そ、そうか……？」

　取りつく島もない。実を言うと、ここ最近キリカはずっとこの調子だった。

　怒おこっているというだけならまだいい。だが、そうやってむくれているキリカの目元がちょっと泣きそうなことにリオンはだいぶ以前まえから気づいていた。

　何が原因かは分かっている。分かっているのだがそれゆえどうにもできず、胃痛だけが日々加速し、今日まできてしまった。

「……アネット、頼たのむ。助けてくれ……」

　リオンは戸と棚だなの方を向き、小さな声で助けを求めた。

　そこには元・エヴェレット教の修道女で、現・魔ま王おうハイレイン教の修道女であるシスター・アネットがいる。

　赤み掛がかった髪かみと露ろ出しゆつだらけの修道服が特とく徴ちよう的な少女だ。

　一か月ほど前、熾し天てんの儀ぎという署長主しゆ催さいの殺し合いが行われ、その最中突とつ如じよ起こった囚人の暴動により、ミタマが一いつ斉せい粛しゆく清せいを行った。アネットはその攻こう撃げきを受けて負傷してしまったのだが、すでに傷は完治している。今は戸棚でティーカップを拭ふいているところだ。

　アネットは普ふ段だんから分け隔へだてなく皆みなに気を配ってくれており、独房の潤じゆん滑かつ油的なところがある。リオン自身、アネットのそういう根っからの優やさしさをとても信しん頼らいしている。

　だからこそ、この窮きゆう地ちに助けを求めたのだが、

「まあ、魔王様ったら！　フッた女に色いろ恋こい沙ざ汰たの助けを求めるなんて、なんという魔王様っぷりなのでしょう！」

「ぐうっ、すみませんでした……っ」

　振り向き様ざまにやたら芝しば居い掛かった口調でズバリと言われ、リオンの胃痛はキリキリキリッと加速。平謝りで謝罪した。

　まだ、助けてもらえるほどじゃないのか……っ。

　アネットは本当に修しゆ羅ら場ばが起きそうな時は助けてくれる。だが彼女がまだまだ大だい丈じよう夫ぶと思っている時に助けを求めると、今のようにストレートなお叱しかりを頂ちよう戴だいする羽目になる。

「ちなみに魔王様、胃薬でしたらすぐにお出し致いたしますよ？」

「いや、大丈夫です……」

　くすくす笑うアネットへ丁てい重ちように頭を下げる。実際、この件でアネットに助けを求めるのは筋すじ違ちがいだとリオンも自覚してるので平身低頭するしかない。

　ちなみにアネットが『色恋沙汰の助けを──』と言った時、キリカの肩かたがピクッと反応していた。リオンの胃痛は増すばかりである。

　と、壁かべ際ぎわから蔑さげすむような声が投げかけられた。

「情けない。それがこの『天空の大監獄』から脱だつ獄ごくしようという男の姿か、まったく」

　壁に背を預けて呟くのは、フィーネ・ルウ・ミストレイア。ガレク王国の元・処しよ刑けい人で軍服を着込んだ黒くろ髪かみの少女である。

　フィーネもキリカと同様、最近ずっと不ふ機き嫌げんである。だがリオンはもともとフィーネにはあまり遠えん慮りよがない。皆からは見えない角度で飼い犬を呼ぶように手招きする。

「フィーネ。おい、フィーネ。ちょうどいい。ちょっとこっちこい」

「なんだ、クソご主人様。胃が痛いならゴミ虫のように部屋の隅すみで丸まっていろ。もしくは死ね」

　フィーネは青筋を浮かべて毒づきつつ、それでも一応こちらにやってくる。

　イーゼル前にきたフィーネへ、病気の小鳥のように小声で囁ささやく。

「なんかこう上手うまい策で助けろ。いや助けてくれ。もう胃が弾け飛ぶ」

「腹裂さきの刑にならいつでもしてやるが？」

「違う、そうじゃないっ。この雰囲気をどうにかこうにか柔やわらかくしてほしいんだ。このままじゃ脱獄どころじゃない。お前なら分かるだろっ」

「分からんな。まったく分からん。所しよ詮せん、四番目の私には正妻と愛人の首位争いなど雲の上の話だからなぁ！」

「ちょ、大声で言うなって……っ」

『正妻と愛人』のところでまたキリカの肩がピクッと反応した。一いつ瞬しゆん、もう気づかなかったことにしたいという欲よつ求きゆうに駆かられたが、そんな心情を見み透すかしたアネットとフィーネに笑え顔がおとジト目で睨にらまれ、胃痛はさらに激しくなる。

　これはもう一いつ旦たん独房を離り脱だつするしかない。そう考えて腰こしを浮かせた時、助け舟ぶねがきた。

「はーい、お茶を淹いれましたよ。アネットさんに教えてもらって挑ちよう戦せんしてみたんです。飲んでみてくれますかー？」

　戸棚のところからそう言ったのは、元・詐さ欺ぎ師しのレオナ・ローズライン。

　子ウサギのようなリボンをつけた愛らしい少女だ。

　レオナは人数分のティーカップをお盆ぼんに載のせている。

　いつもアネットがお茶を淹れて仲ちゆう裁さいに入ってくれるので、最近はお茶が入ると雰囲気がリセットされるような空気がある。今のレオナのタイミングはまさにその再現だった。

　紅茶の香かおりが漂ただよってきて、まずはフィーネの視線がリオンから離はなれた。

「ん？　この香り……詐欺師、ひょっとしてそれは紫むらさきランカの葉か？」

「ですよー。フィーネさんがいたガレク王国ではこの葉をよく飲むんですよね？」

「うむ、まあな。修道女、貴様が取り寄せたのか？」

「以前にフィーネ様とその葉の話をしましたので。もちろん用意して下さったのは魔王様ですけれど」

　話の流れでアネットも会話に加わっていく。

　レオナは湯気の上るティーカップを二人へ手て渡わたし、テーブルでうつ伏せになっているキリカの方へも持っていく。

「ほらほらキリカさん、冷めちゃう前に飲んで下さい。せっかく騎き士し様のために淹れたお茶ですから、味わってもらえないと平民のあたしは哀かなしいです」

「……むう。頂くわ」

　ツボを突ついた見事な勧すすめ方だった。騎士扱あつかいされるとキリカは大たい概がいのことを断れない。

　紅茶の香りが辺りを包み、独房の空気が穏おだやかになった。

　少女たち全員にティーカップを渡し終えたレオナは最後にこちらへやってくる。

　リオンは胃痛が多少治まったのを感じ、小声で礼を言った。

「……すまん、助かったよ」

「いいえー。このくらいなんてことないですよ」

　レオナも内ない緒しよ話ばなしをするように返事をしながら、にこっと微ほほ笑えむ。

　考えてみると、この監獄にきてからずっとレオナにフォローしてもらっている。そういう意味ではこうして助けてもらうことはすでに日常の一部だ。

　しかし。

　だからこそ油断していたのかもしれない。

　あるいはお互たがい意識しないようにし過ぎていたのかもしれない。

　レオナが自然にティーカップを差し出し、リオンも受け取ろうと手を伸のばした。

　レオナが左側から差し出したので、左手だ。

　指と指が触ふれ合った。

「「あ……」」

　途と端たん、変な間が生まれた。

　とっさにリオンが考えたのは、別段騒さわぐようなことではないということ。戦せん闘とう中に手を引っ張ったり繫つないだりしたことは何度となくあるし、抱だき留めたことだってある。以前レオナに押し倒たおされた時など、今とは比ひ較かくにならないようなことが色々あった。だからこれは取り立てて騒ぐようなことではない。

　分かっている。頭ではちゃんとそう理解できている。

　なのに。

　リオンは、そしてレオナも──ボッと頰ほおが赤くなった。

「す、すまん！」

「い、いえ大丈夫です！」

　ばっと飛び退のくようにお互い手を引っ込める。

　レオナの手のなかでティーカップの湖面がゆらゆら揺ゆれた。

　リオンは何かに焦あせって早口で捲まくし立てる。

「あ、あれだ、とても良いい香りの葉だなこれは！　ガレクはしょっちゅう戦争してる軍事国だがお茶は繊せん細さいで素す晴ばらしいと俺は思う！　ともあれ今はほら、ああそうだ、デッサン中だからそのお茶はちょっとそこへ置いといてくれ！　後々手が空いてから美味おいしく頂くからさ、うん！」

　一方、レオナも普段の口八丁はどこへやら取り留めなく捲し立てる。

「そ、そうですね！　リオンは今、デッサン中ですもんねっ。あたしとしたことがそんなことにも気が回らないなんてどうかしてました。お茶なら冷めても大丈夫ですからっ。リオンは騎士じゃないので冷めたお茶もきっと美味しく頂けると思いますです、はい！」

　お互いにあたふたと言い合い、しかしすぐに言葉に詰つまってしまう。

　赤い顔でどちらからともなく「そのだな……」とか「えっと……」と言い、

「……は、はは」

「……あ、あはは」

　同時に空笑い。気まずい。それも胸の辺りが妙みようにふわふわする変な気まずさだった。

「え、えーと、あ、そうです！　あたし、お洗せん濯たく物もの畳たたまなきゃいけないんでしたっ」

「そ、そうか。それは可か及きゆう的てき速すみやかに遂すい行こうすべき職務だなっ」

「はいっ、なので……じゃあまた」

「あ、ああ、また」

　たいして広くもない独どく房ぼうでズレた挨あい拶さつを交かわし合うと、レオナは逃にげるように洗濯かごの方へ戻もどっていった。リオンはほっとしたような残念なような、妙な気持ちになって頭をかく。

　実をいうと、最近レオナとはずっとこの調子だった。

　お互いにいつも通りを心こころ掛がけているのだが、ふとした隙すきに意識し合ってしどろもどろになってしまう。

　こんなことが熾天の儀の翌日からかれこれ一か月ほど続いている。

　きっかけはアネットが唐とう突とつに『魔王様がレオナ様のことを好きだと仰おつしやっていますっ』と大声で言ったことだった。それに対してリオンは自分でも驚おどろくほど動どう揺ようしてしまい、その様子を見たレオナに──何かを告白されかけた。

　結局、キリカのフライングアタックで有う耶や無む耶やになったのだが、今のリオンにはレオナが何を言おうとしたのか……ほぼ理解できている。

　リオン自身そんな自分の変化にかなり戸と惑まどっていた。というのも今までのリオンは鈍どん感かんを絵に描かいたような男だった。しかしアネットの荒あら療りよう治じによりその鈍感がきれいさっぱり治ってしまったのだ。

　それだけレオナが伝えようとしてくれた何かが自分のなかで大きいものなのだろう、とリオンは自覚している。おかげでふとした拍ひよう子しにレオナを意識してしまう。

　だがそれは微笑ましい話ではまったくない。

　その日から何が始まったかというと──胃痛との戦いである。

　この独房にいる少女たちは以前のリオンのような鈍感体質ではない。リオンがちょくちょくレオナを意識してしまっていることに全員がすぐに気づいた。そしてリオンもまた彼女たちの気づきに程ほどなくして気がついた。

　以降、この独房は愛あい憎ぞう渦うず巻まく、とんでもなく複雑な状じよう況きようになっている。

　なまじ空気が読めるようになった分、他ほかの少女たちのムカムカやイライラがダイレクトに伝わってきて、リオンの胃はずっと軋きしみ続けている。

　だがさすがにそろそろどうにかしなくてはならない。

　今日を脱獄の決行日とすることは前々から皆みなに伝えてある。こんな状況に陥おちいっている場合ではないこともおそらく全員が分かっている。だが感情は頭では割り切れない。

　リオンは必死に解決策を考えているのだが、具体的な方法を考えれば考えるほど胃痛が増していくという摩ま訶か不ふ思し議ぎな状態だった。

「あら、魔ま王おう様。ひょっとして『鈍感なままでいた方が楽だったかも……』とか思ってらっしゃいます？」

「──っ!?　お、思ってない！　そんなことまったく思っていないぞ！」

　ツツツと寄ってきたアネットに耳元でツッコまれ、リオンは高速で首を振ふった。

　アネットはくすくすと苦く笑しようし、

「さすがにそろそろ時間もないと思いますので、アドバイスを差し上げますわ」

「ほ、本当か!?　ぜひ頼たのむよ！」

「重要なのは気合いと根こん性じようでございます」

「き、気合い？　あと根性……？」

「はい。気合いと根性。その言葉を胸に刻まれたら、あちらをご覧下さい」

「あちらって……？　う──っ!?」

「いつからあの状態かと申しますと、魔王様とレオナ様が頰を赤らめ合っていた時からでございます。さあ、気合いと根性で頑がん張ばって下さいませ」

　アネットが視線で示した先、テーブルにいるキリカが、

「～～～～っ」

　涙なみだ目めでものすごくぷるぷるしていた。

　そして、一か月間積もりに積もっていたものがついに爆ばく発はつする。

「リオンのう・わ・き・も・のーっ！」

　どかーんっという感じで叫さけぶと、キリカは子供のように手足をばたつかせた。

「お、落ち着けって、キリカっ」

　さすがに腰を浮かせ、リオンはテーブルの方へ駆かけ寄る。が、当然キリカのお怒いかりは収まらない。両手を投げ出してリオンの胸をポカポカ叩たたいてくる。

「落ち着いていられるわけないでしょーっ！　わたしと結けつ婚こんしたいって言ったのに、わたしのこと好きだって言ったのに、なんでレオナちゃんにドキドキしてるのっ。トキめくならわたしにトキめきなさいよっ。目の前の素す敵てきなお姉さんに『はわわ』ってなりなさいよ、もーっ！　ばかーっ！」

「いや俺の性格的に『はわわ』とはならないと思うぞ？　あっ、いや分かってる、そういうことじゃないのは分かってるっ。ええとな……っ」

　口を開いても出てくる言葉はしどろもどろである。

　胸を叩かれっぱなしでおろおろしていると、いつの間にか壁かべ際ぎわに移動したアネットがフィーネと顔を突き合わせて話している。

「フィーネ様、ついに、ついに出ましたわ！　古来より伝わる伝家の宝刀『浮うわ気き者』という言葉が！　まさかこんな場面に立ち会えるなんて、わたくし感激です！」

「ふん、四番目の私にはどうでもいいがな。だがしかし修道女、飛ひ燕えんの騎士は確かハイレインに『プロポーズの返事は無事に脱だつ獄ごくしたらする』みたいなことを言ってなかったか？　であれば別に浮気とは言えんだろう」

「まあまあ！　フィーネ様ったらなんと的確なツッコミを！　確かに仰る通りです。キリカ様はかつて一度も魔王様のことをどう思っているか仰っておりません！」

「うむ、ならば飛燕の騎士。その辺り、実際貴様の気持ちはどうなのだ？」

「へっ!?　わ、わたしの気持ちっ!?」

　フィーネに疑問を投げかけられ、キリカの両手がぴたっと止まる。

　そしてリオンと目が合う。当然、手が届くほどの至近距きよ離り。

「キリカ……？」

「え？　え？　は、はわわ……っ」

　自分が『はわわ』となってしまっている。キリカの顔が見る間にかーっと赤くなった。

　こんなリアクションをされたら一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。リオンは思わず息をのんでしまう。こちらの動揺が伝わってしまったのか、キリカはおろおろと視線をさ迷わせる。

「わた、わたしは……えと、ち、違ちがうもん！　わたしじゃなくて、リオンが──」

「キリカ様ー、この場面で『リオンがわたしのこと好きなんだもん』とか仰ったら敗まけ確定ですわよー」

「ええ……っ!?」

　アネットから残ざん酷こくなまでの先回りをされ、キリカの目がどんどん追い詰められたものになっていく。

　嫌いやな予感がして、リオンは顔を引きつらせる。

　このグルグル目はフライングアタックの時と同じ目だ……っ！

「待て、ストップ！　キリカ、ちょっと真しん剣けんに落ち着け！」

「みびゃーっ！」

　奇き声せいと共に飛びかかってきた。テンパったキリカのポンコツ全開モードである。

　リオンはなんとか受け止めたものの、勢いが強くて押し倒されてしまう。

　キリカが覆おおい被かぶさってきて、ブロンドの髪かみがふわりと頰に触れた。

　まるで黄金のさざ波のような美しい髪だ。無意識に心臓が高鳴った。今までまともに意識したことはなかったが、考えてみればキリカは王都一の絶世の美少女である。

　そんな彼女の美しい顔がすぐ目の前にある。気き恥はずかしくなって反射的に目を逸そらしてしまった。

　途端、キリカの目がパチッと理性を取り戻す。

「あれ？　ねえ、リオン。今ひょっとして……」

　彼女はまるで心を覗のぞき込むように顔を寄せ、

「ドキッとしてた？」

「──っ!?　い、いや……」

　してない、と言えば噓うそになる。だが正直に言うのも何か悔くやしい。どうにか誤ご魔ま化かそうと思ったが、そこにキリカがぐいっとさらに顔を寄せてきて、

「してた、してたわ！　絶対してた！　年上のお姉さんにドキッてトキめいてたでしょ!?　ねえねえねえ！」

　ダメだ。もう言い逃のがれできない。リオンは観念して白状する。

「……ああ、してた。正直、君に見み惚とれてた」

　その瞬しゆん間かん、キリカの瞳ひとみがまるで星でも舞まい降りたようにきらきらと輝かがやいた。そして勢い任せに抱だきついてくる。

「やったぁ！　とうとうやったわ！　これがお姉さんの魅み力りよくよっ。強ごう情じような年下君めっ、見たかこのやろー！」

　ものすごい喜びようできゃーきゃー言いながら抱き締しめてくる。見たかも何もこっちは何度かプロポーズまでしているわけだが、キリカ自身には何か並々ならぬ拘こだわりがあったらしい。とんでもない喜びようだった。それはいいのだが、

「はい、そこまでですよー？」

　笑え顔がおにでっかい青筋を浮かべたレオナがやってきて、キリカの肩かたをがしっと摑つかんだ。

　そのままグイグイ引っ張ってキリカを引っぺがす。途と端たん、キリカも同様の笑顔を浮かべて振り向いた。

「レオナちゃーん。ごめんね？　邪じや魔ましないでもらえるかしら？　今、わたしの人生が最高潮なところなの」

「あははー、邪魔しないわけないじゃないですか。何考えてんですか、キリカさん。みんながいる前でべったりと。騎き士し様の名が泣きますよ？」

「リオンなんて、いつもみんながいる前でもっと大変なことやりたい放題じゃない。それに勝利の栄光は騎士にとって心から祝うべきものなのよ？」

　一度は引っぺがされたものの、キリカはリオンの腕うでを取ってぐいっと自分の方へ引き寄せた。するとレオナも反対側の手を取って、リオンをぐいぐいっと引き寄せる。

　二人とも笑顔だった。恐おそろしいまでの笑顔だった。一いつ触しよく即そく発はつの笑顔だった。

　リオンはリオンで両腕を引っ張られながら自分という存在に絶望していた。

　……レオナを意識してキリカにトキめいてなんて節操のない。サルか、俺は……っ！

　控ひかえめに言っても末期的な状態だった。

　壁際のアネットとフィーネも『あー……』という顔をしている。

　と、その時である。

　ふいに穏おだやかなハープの音色が響ひびき渡わたった。清流のせせらぎのような穏やかな音色だ。

　その音を耳にした途端、リオンは自然と心が解きほぐされていくのを感じた。キリカとレオナも同様のようで、憑つき物が落ちたように見る見る表情が柔やわらかくなっていく。

「これは……ユフィか」

　音色を奏かなでているのは、この独どく房ぼうにいる五人目の少女だった。

　リオンの視線の先、妖よう精せいのように可か憐れんな少女がベッドでハープを爪つま弾びいている。

　少女の名はユフィリア・ファルセット。リオンはユフィと愛あい称しようで呼んでいる。

　熾し天てんの儀ぎの終しゆう盤ばん、ミタマの粛しゆく清せいからリオンが助け出してきた元・吟ぎん遊ゆう詩人の少女だ。

　髪をリボンで二つ結びにしており、全体的に細身の印象がある。普ふ段だんは旅装のマントと帽ぼう子しを身に着けているが、今は屋内なので軽装である。

　ポロン、と最後に軽く弦げんを揺ゆらし、ユフィは笑顔で問いかけた。

「曲目は『春を謡うたう牧童の調べ』。どうかな？　レオナさんもスワロウテイルさんもちょっとは落ち着いた？」

「あ、はい。なんか頭がふんわりしました……」

「わたしもなんか……突とつ然ぜん、楽しげな気分になったわ」

　二人は曖あい昧まいな顔で頷うなずいた。自分の心の変化に頭が追いついていないようである。

　無理もない、とリオンは思った。

　今のはただの演奏ではない。魔力を込めた演奏なのだ。

「相変わらず、すごい腕前だな、ユフィ」

「へへん、最初の演奏こそ吟遊詩人の腕の見せ所だからね。聞く耳持ってないお客さんでもみんなあたしの虜とりこにしちゃうよ？」

　ユフィは音色に魔力を込め、曲を聞いた相手に『麻ま痺ひ』や『混乱』などの状態変化を起こすことができる。今、弾いたのは『鎮ちん静せい』の効果を込めた曲だろう。

　おかげで一触即発だった空気も潮が引くように収まった。

　ちなみにこの『魔力を込めた演奏』は『魔王の絵画』の力ではなく、吟遊詩人としてのユフィ個人の技術だ。

　無論、吟遊詩人ならば誰だれでもできるというわけではなく、特別な才能を持ったユフィが特別な手て解ほどきを受けたからこそ開花した力である。

　ユフィの演奏についてリオンが説明すると、その効果を受けたばかりのレオナとキリカは感かん嘆たんの声を上げた。

「すごい人なんですね、ユフィさんって」

「けどそれってほとんど魔ま術じゆつ師しの領域じゃない？　宮きゆう廷ていお抱かかえとかにもなれるレベルだと思うわよ」

　ユフィは照れくさそうに頰ほおをかいた。

「あー、うん。貴族とか王族の人たちが声を掛かけてくれたこともあったけど、あたしは宮仕えって柄がらじゃないから。吟遊詩人らしく、旅をしながら歌を作ってるのが好きなんだ」

「ユフィは昔から欲よくがないからな。でも昔みたいにそれで餓が死ししかけてたら世話ないぞ？　初めて会った時なんてボーンデッドみたいに瘦やせこけてたしな」

「えー、リオンだって人のこと言えないじゃん。ちょっと別行動すると、すぐに画材買ってお財さい布ふ空っぽにしちゃうんだから。リデアの城じよう塞さい都市のこと覚えてる？　街のなかで遭そう難なんしかけるなんてリオンだけだよ？」

「いやいやだったらユフィだって──」

「ううん、それならリオンなんて──」

　お互たがいに昔のことを根ほり葉ほり言い始める。

　二人は地上時代からの知り合いである。

　というのもユフィの『魔力を込めた演奏』の才能を見み抜ぬき、その手解きをしたのがリオンの師し匠しようなのだ。言ってみれば二人は兄きよう妹だい弟子でしの関係である。

「言っとくけど、イングラム老から免めん許きよ皆かい伝でんされた後もあたしはちゃーんとお仕事してたよ？　歌にかまけて食いっぱぐれないようにね。リオンなんてどうせ絵ばかり描かいて貧びん乏ぼう生活してたんでしょ？」

「む。まあ、うん……下宿先の支し払はらいには苦労してたけどな」

　ユフィの言う『イングラム老』というのは師匠のことである。

　リオンは絵を、ユフィは『魔力を込めた演奏』を、それぞれ師匠から学んでいた。

　弟子入りしたのはリオンが先だが、免許皆伝となって独り立ちしたのはユフィの方が早かった。

　師匠は絵や演奏に無関係なサバイバル技術なども二人に教え込んでおり、リオンなどは独り立ちしてからしばらくは狩かりや野草の調理で糊こ口こうを凌しのいでいた。

　街では画材を買い過ぎて遭難するが、野山なら十年でも二十年でも生きていける自信がある。てっきりユフィも似たような暮らしをしているものだと思っていたので、仕事を始めていたとは意外である。

「仕事って、なんの仕事をしてたんだ？」

「運び屋だよ。吟遊詩人ってどんな街に立ち寄っても『旅です』の一言で通せるからね。政治的に軋あつ轢れきがある国同士の秘密文書とか、いがみ合ってる伯はく爵しやく家の恋こい文ぶみとか、普ふ通つうの人じゃ行き来できないような場所への運び屋をしてたんだ。そういう依い頼らいをしてくる人たちってだいたい人間関係こじれてるから歌の題材にもなるし、結構あたしの天職かなって」

「やるな、ユフィ」

　思わず感心してしまった。金が稼かせげて歌作りも捗はかどる。運び屋というのは吟遊詩人にはもってこいの仕事かもしれない。

　リオンの場合はアルヴィレウス王国に移ってからも完全に食いっぱぐれていた。自分にはそういう機転が足りなかったな、と今さらながらに反省する。

「ちなみに最近はどんな依頼を受けてたんだ？」

「え、最近？」

「この監かん獄ごくに収しゆう監かんされた時も仕事してたのかなってさ。ほら、収監されたせいで依頼を達成できなかったのなら、脱だつ獄ごくしてから改めてやり切ることだってできるだろ？」

「あ、あー……そうだね。収監された時もっていうか、なんていうか……」

　なぜか困った顔でユフィは頰をかく。リオンは「？」と首を傾かしげるが、ユフィは誤魔化すように「そうそう！」とベッドから立ち上がった。

「そんな昔話に花を咲さかせてる場合じゃないんだよっ。リオン、紙ちょうだい、紙！」

「紙？　またか……。紙なら俺の道具箱にスケッチ用のがあるが……」

「ありがとっ、もらうよ！」

　ユフィは駆かけ足でやってきてイーゼル横の道具箱を開け、紙束を手に入れる。そしてベッドに戻もどると、薄うすい銅板に紙を敷しき、羽根ペンにインクをつけて「よしっ」と言った。

　この状態が独房にきてからのユフィの基本スタイルとなっている。だいたいいつもこうして猛もう烈れつに書き物をしているのだ。ユフィのベッドの後ろにはそうして書き溜ためられた大量のメモが堆うずたかく積み上げられている。

　それが一体なんのメモなのか、だいたい分かっているリオンはあえて触ふれずにいたのだが、そろそろ気になってきたのか、レオナが首を傾げて尋たずねた。

「ユフィさん。いつも書いてるそれ、一体なんのメモなんですか？」

「よく聞いてくれたね、レオナさんっ」

　キランッとユフィの目が輝いた。

「これは魔王ハイレインの赤せき裸ら々らな女性関係を記したメモだよっ」

　はぁ!?　と少女たち全員が目を剝むいた。なんとなく予想していたリオンはひっそりと頭を抱える。ユフィは銅板を抱えて力強く立ち上がった。

「『天の牢ろう獄ごくに囚とらわれし魔王、囚しゆう人じんの少女たちとの愛あい欲よくの日々』、これは間ま違ちがいなく良い歌になるよ！　傑けつ作さくの予感がする！　だから今、リオンとみんなの痴ち話わゲンカを全部メモに残してるんだ。これをもとに最高の詩と曲を作るから任せといて！」

　気高ささえ感じさせる表情でユフィは自分の胸をドンと叩たたく。途端、キリカが叫さけんだ。

「いや任せないわよ!?　っていうか、何言ってるの、ユフィリア!?　物もの凄すごく得意げに何をしでかそうとしてるのよ!?」

　メモの山を手に取り、レオナたちもそれぞれに絶句する。

「うわぁ、なんでしょう、この既き視し感かん。ユフィさん、間違いなくリオンの兄妹弟子です」

「ですがこのメモの山、魔王ハイレイン教としましては素す晴ばらしい資料になる気がしますわ。後々、教典を作る際に参考にできるかもしれません」

「おい、馬ば鹿かやめろ、修道女。私たちの恥はじを後世にまで広める気か……っ」

　リオンもベッドの方へいき、メモを見てなんとも言えない顔になった。

　そこには『魔王がどんな表情で胃を押さえているか』や『騎士がどんな様子で涙なみだ目めになっているか』等々、こと細かに記き載さいされている。

　まあ、十中八九こんなことだろうと思っていた。
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　吟遊詩人は旅のなかで、各地の伝説や物語、歴史や事件などを謡い上げ、人々の前で披ひ露ろうする。土地に根付いた歌曲を謡うこともあれば、自らが見聞きした事柄を歌にすることもある。

　ユフィはどちらかというと後者に重きを置くタイプだ。自分の目と耳で知った出来事から詩と曲を作り、それを各地で謡うということをしている。その貪どん欲よくな創作姿勢はリオンにも引けを取らない。

　なかでもユフィの琴きん線せんを刺し激げきするのは恋れん愛あい譚たんである。耽たん美び、ロマンス、悲ひ恋れんなんでもござれ。歌の題材になりそうだと感じたらユフィは物凄い勢いで他人の恋愛を観察する。それだけで終わればいいが、観察対象が怖おじ気けづいたりなどすれば、わざわざ決着に導こうとさえし始める。

　早い話、歌を作るために人の恋愛へ首を突つっ込むのである。

　正直、ユフィが『ちょっと紙ちょうだい』と言い始めた時から、嫌いやな予感がしていた。

　彼女はこの一か月、ずっとリオンたちのやり取りを観察していたわけである。

「いやぁ、リオンがイングラム老から魔王の右手を押しつけられたって聞いた時はひどい話だと思ったけど、モチーフとしてこれほど心揺さぶる状じよう況きようもそうないよ？　なんだかんだでイングラム老、良いい仕事したね！」

「うん、あのな？　俺、無事脱獄したらあのクソジジイぶっ殺そうと思うんだが、君も一いつ緒しよに葬ほうむっていいか？　っていうか、さっきは独房の平和のためにハープを弾いてくれたんだと思ったが、その様子だと俺の勘かん違ちがいだな？」

「うん。レオナさんとスワロウテイルさんがリオンを取り合ってる最高のシーンで紙がなくなっちゃってさ。あれを書き留めておかないなんて吟遊詩人の名折れだからね。でももう補ほ充じゆうしたから大だい丈じよう夫ぶ。はい、続けて二人とも！　右と左でリオンの手を取って、もう引っこ抜ぬいちゃうくらい引っ張っていいよ！　さあ、どうぞ！」

「いえ、どうぞと言われましても……」

「っていうか、ユフィリア。わたしたちから直腸検査やら何やら聞いた時、ショック受けてなかったっけ……？」

　キリカの言葉にユフィの表情がふっと曇くもる。

「……そうだね。それについてはあたしも哀かなしかったよ。再会したリオンが女の子たちにイヤらしいことしまくる変態絵描き馬ば鹿か魔王になってただなんて。正直、ちょっと責任も感じてるんだ。昔、お付き合いしてた頃ころにあたしがちゃんと躾しつけてれば、リオンが道を間違えることもなかったかもしれないって」

　羽根ペンをぐぐっと握にぎり締しめて俯うつむくユフィ。一方、リオンは胸中で首を傾げる。

　……お付き合いしてた？　旅に付き合ってたって意味か？

　だがリオンが口を挟はさむより先に、ユフィが「でも！」と顔を上げた。

「今の状況が題材として最高だからもうアリだと思うんだ！」

　どーんと言い切ると、ユフィは仁に王おう立ちになった。

「二人がリオンの腕うでを引っこ抜かないって言うなら、あたしがリオンの度ど肝ぎもを抜いちゃうよ！　序曲の資料はもう充じゆう分ぶんだから、そろそろ次にいってほしいと思ってたしね！」

　リオンの眉まゆがピクッと上がる。またしても嫌な予感がした。だがユフィはまったくお構いなしで自分の世界へ入っていく。

「一応さ、リオンの気持ちも分かるんだよ？　あたしも仕事で板挟みになったりしてるから。両方に思い入れがあると、どっちかを切り捨てるのって辛つらいよね。でもいつかは選ばなきゃいけないんだ。だからリオン、今こそ答えて！」

　マズい！　リオンは確信した。地上時代、何度も見てきた悲劇が繰くり返されようとしている。ユフィが本気で首を突っ込むと、その恋愛譚はだいたい悲恋に終わる。なぜなら首の突っ込み方がとてつもなく雑だからだ。

　ベッドの上で手を広げていくユフィを見て、リオンはどうにか止めねばと思った。だが手段を考えているうちに機を逸いつし、吟ぎん遊ゆう詩人の声が響ひびく。

　朗々と謡うたうように。あるいは天てん秤びんの傾かたむきを測る観測者のように。結末へ導くための言葉が紡つむがれる。




「リオン！　あなたはレオナさんとスワロウテイルさん、どっちを選ぶの!?」




　直後、独どく房ぼうはしんと静まり返った。レオナとキリカは声もなく固まった。

　その表情を見てリオンは自分の馬鹿さ加減に怒いかりを感じ、拳こぶしを握り締めた。今ならば分かる。ユフィの問いかけは二人があえて避さけ続けてきたものだ。

　脱獄前に動どう揺ようさせてはいけないと思い、リオンは今日まで明言することを避けてきた。

　少なくとも自分ではそのつもりだった。

　……でもそうじゃなかった。俺は自分に言い訳をしてただけだ。

　これ以上、彼女たちを不安にさせていいのか？　否いな、いいはずがない。

　覚かく悟ごを決めた。そしてリオンは臆おくすることなく口を開く。

「俺は──」

　二人が同時にビクッとこちらを向いた。

　直後、右側にいたレオナが突とつ然ぜん叫んだ。震ふるえる声で「あたしをっ」と。

「あたしを選んでくれたら、ずっと絵を描かいてていいです！　あたしが働いて一生食べさせてあげますから、リオンはずーっと絵だけに集中していいですよっ」

「本当か、レオナ!?」

　ギュンッとリオンの首が右を向く。すると左側のキリカが「ちょっ」と焦あせった顔で叫び返す。

「だったらわたしだって！　王都で騎き士し長の座に戻れば屋や敷しきに一財産あるんだから！　一生描いていられるどころか世界中の画材を調達できるわよ!?」

「本当か、キリカ!?」

　ギュンッと今度は左へ。するとすかさずレオナが、

「リオンにとって最高のモデルはあたしです！」

「確かにそうだ！」と右へギュンッ。

「わたしを描ける域に達しなさいよ！」

「それも一理ある！」と左へギュンッ。

　ユフィが羽根ペンを止めて「ちょ、なにこの最低な会話……っ」と絶句する。

　リオンは『嬉うれしそうに苦く悩のうする』というなんとも器用な顔をユフィへ向け、

「もう二人と一緒に暮らしたい！　ほら俺魔ま王おうだし、ハーレムみたいな感じで！　それもいいんじゃないか!?」
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「オッケー、この曲聞いてからもう一回言ってくれる？」

　青筋を浮うかべてユフィが弾ひいたのは『激痛』の曲である。魔力を込めた演奏の真価は状態変化を起こす相手を選べることだ。リオンは全身が裂さけるような痛みに襲おそわれ、床ゆかをのたうちまわる。

「ぐあああっ！　すまん、分かってる！　馬鹿なことを言った！　今のは勢い任せの戯たわ言ごとだぁぁっ！」

　すると壁かべ際ぎわのフィーネが「なんだ、冗じよう談だんなのか」と少し残念そうに肩かたを落とした。隣となりのアネットがクスクスと苦く笑しようする。

「魔王様がハーレムを築いて下されば、わたくしたちも入れて頂けるかもしれませんのにね」

「べ、別に私はそんな情けないことを思ったわけじゃないぞっ。……しかし修道女、正直ハイレインはあれくらい本気で言いそうな気がしていたんだが……違うのか？」

「魔王様はあれで根が常識人ですから……」

　少しだけ切ない表情でアネットは肩を竦すくめた。

「きっと最後は、一人を選ばざるを得ないのだと思います」

　──と、いうアネットたちの会話はリオンの耳にはすでに届いていなかった。あまりの激痛に気絶してしまったのだ。

　それを見てようやくユフィが演奏を止める。ハープを構えていた手を下ろし、ため息。

「ハァ、なんでこう予想の外側に飛んでっちゃうかな、リオンは。あんな答え、歌にしたら喜劇になっちゃうよ。しかも堂々と二ふた股また宣言なんて二人に失礼過ぎるし」

　ユフィは気絶しているリオンを見下ろして「まったく」と肩を落とす。

　リオンに選せん択たくを迫せまったのは歌の題材というのが大前提であるが、一応レオナたちのためも考えてのことだった。

　脱だつ獄ごくについてはユフィもすでに聞いている。

　魔王の右手や『塔とうの住人』、ライバルである脱獄王のことなどもだ。

　いざ脱獄が始まればどんな事態になるか分からない。色いろ恋こいの問題は決行前に決着をつけておいた方がいい。ユフィはそう判断したのだが……。

「あー……っと、ユフィリア？　そんなに責めないであげて。リオンもこれはこれで色々考えているのよ、きっと」

　キリカが苦笑を浮かべ、床で気絶しているリオンの髪かみを撫なでた。レオナもその横で足を揃そろえ、リオンの頭を膝ひざ枕まくらする。

　ユフィは目を瞬またたいた。先ほど『鎮ちん静せい』の曲を聞かせた時よりも、二人の表情がずっと穏おだやかになっていたからだ。

　キリカはとくに嫉しつ妬とするでもなく、膝枕をしているレオナへ視線を向ける。

「ね、レオナちゃん。さっきの話、しばらく蒸むし返すのは止やめにしない？　このままだとリオンの身が保もたなさそうだし」

「ですね。決着はしばらくお預けにしましょう」

　さっきまでとは打って変わって、すんなりと話がまとまってしまった。ユフィにはますます意味が分からない。

「二人ともどうしたの、急に……？」

「ユフィリアのおかげよ？　リオンに正面からビシッと訊きいてくれたから」

「おかげであたしたちも気づきました。だからもう焦る必要はないかな、って」

　何に気づいたの？　とユフィは首を傾かしげる。するとキリカとレオナは意味ありげに顔を見合わせた。答えたのはレオナの方だった。

「あたしが怖こわくなって茶々を入れたせいで有う耶や無む耶やになっちゃいましたけど……リオンはユフィさんの問いに対して、ちゃんと答えようとしてました。それがどっちなのかまでは分からないですけど……」

　少女は瞳ひとみに少しだけ怯おびえを含ふくませ、苦笑する。

「きっと、リオンのなかではもう答えが出てるんです」







　気絶から目覚めると、リオンは自分がレオナに膝枕されていることに気がついた。すぐ目の前に、こちらをしげしげと眺ながめるレオナの顔がある。

「あ、起きましたか。おはようございます、リオン」

「ん……ああ、おはよう」

　とっさに意識しないようにと思い、ついぶっきらぼう気味の返事になった。そんなこちらの心中を察した顔でレオナはくすくす笑う。不意打ちでさえなければ、レオナはこういう場面には強いのだ。

「リオンの寝ね顔がおってなんだか子供みたいですね」

「そうなのか？　自分じゃあんまり分からないが……」

　視線を逸そらして喋しやべりつつ、レオナの膝の上はひどく寝ね心地ごこちが良いと思った。

　このままもう一ひと眠ねむりしてしまいたい……と思う一方、そもそもなんで膝枕されているんだっけ？　と考える。はっとした。馬ば鹿かなことを言ってユフィに怒おこられたんだった。

　……っていうかレオナに膝枕されてるこの状じよう況きよう、キリカも怒り出すんじゃないか!?

　がばっと起き上がる。「あら？」とレオナの意外にのんびりした声。

　見回すとキリカは棚たなの前にいた。こちらに気づき、髪をかき上げながら振ふり向く。

「あ、起きたのね。リオンがいつも使ってる監かん獄ごくの地図ってどれだっけ？　出しておいてあげようと思ったんだけど、どれがどれやらだわ」

「ん？　あ、ああ……最近はキャンバスの裏に隠かくしてるんだ。脱獄ルートが書き込んであるからな」

「なるほど、そゆことね。じゃあ早く始めましょ。最後の作戦会議するんでしょ？」

「え？　ああ、うん、もちろんその話はしたいが……」

　戸と惑まどいつつ周囲に目をやると、アネットはお茶の準備を始めており、フィーネは以前にあげた子ブタのぬいぐるみをいじっている。ユフィは──目が合うと、ベッドの上でハープをポロンと爪つま弾びいた。

「あたしが口を出すようなことじゃなかったみたい。怯えからくる停てい滞たいなら背中を押すけど、芽め吹ぶく瞬しゆん間かんがくるのなら吟遊詩人はその日を待つよ」

　その言葉で気絶している間にどんな話し合いがあったのか、なんとなく想像がついた。

　……一瞬、すまなさが顔に出そうになる。だがリオンはそれをあえて内に隠した。

　ここで情けない顔をすれば、それこそみんなに申し訳が立たない。

　今はとにかく脱獄を成功させること。それが最優先だ。

　リオンは立ち上がると、イーゼルの方へ向かった。

　ここにあったのね、という顔をしているキリカの横からキャンバスを摑つかみ、裏返す。

　本来、キャンバスの裏は木き枠わくに布をビス留めしているだけなのだが、最近リオンはそこに裏うら蓋ぶたもつけている。キャンバスを裏返して裏蓋を外す作業に入ろうとすると、ふいにキリカが革かわ手て袋ぶくろの右手に目を留めた。他ほかのみんなには聞こえないような小声で呟つぶやく。

「右手、元通りになったのね。……良かった」

「……気づいてたのか？」

「騎士の目を誤ご魔ま化かせると思った？　利きき手の異常なんて一番分かりやすいんだから」

　リオンは「敵かなわないな、飛ひ燕えんの騎士には」と苦笑する。

　革手袋の右手には作品番号６６６番『魔王』が宿っている。これはかつて世界を滅ほろぼしかけたという魔王の右手そのもので、力を使い続けている代だい償しようとして、リオンの右手は魔術光の塊かたまりになってしまっていた。

　みんなには隠していたのだが、キリカにはバレてしまっていたらしい。だがそれももう過去のことだ。

「監獄の地図は簡単には取り出せないようにしてあるんだ。この裏蓋に細工がしてある」

　そう言って、リオンは革手袋を外した。普ふ通つうの手だ。手の甲こうに『魔ま王おう』の聖せい痕こんはあるが魔術光にはなっていない。

　先日、熾し天てんの儀ぎでハイネ・ロットアインというヴェルゼ教の修道騎士と戦い、その際にリオンは右手の力をすべて掌しよう握あくした。それによって右手もこうして元に戻もどったのだ。今ならば右手で絵を描くこともできるかもしれない。

「裏蓋の細工には絵画の力を使ってみたんだ。──作品番号６２２番『夜警の寓ぐう意い』」

　右手に魔術光が灯ともり、リオンは指先で絵を描く。ほんの三、四本の線を描いただけなのだが、魔術光がひとりでに空中を舞まって見張り番たちの絵に変わる。すると呼応して裏蓋が輝かがやいた。

　今まで右手は他の『魔王の絵画』の魔力を喰くらうことで魔術を得ていた。

　だが力を掌握した現在は魔力を喰らうという過程を必要とせず、今まで出で逢あったことのある絵画であれば直接呼び出して魔術を使うことができる。

　何度か試ためしてみたところ、この条件はリオン自身が『出逢った』と感じているかどうかが重要なようだ。

　看守には刑けい務む作業中の監かん督とく業務などがあるので、単純に会ったことがあるだけならかなりの数になる。ただし実際に魔術を行使しているところを見たことがないと、呼び出しても魔術を使うことはできないようだ。

　となると実際に使えるのは、やはり『収束する妖よう光こう』や『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』など直接戦ったことのある絵画ばかりになる。一応、看守生活のなかでたまたま魔術を目にする機会もあったので、運良く条件を満たした絵画は戦術に加えていくつもりだ。

　ちなみにリオンが呼び出している間、該がい当とうの絵画がどうなっているかはまだ推測しかできていない。

　たとえば地上の高等法院に保管されている『イグリエの絵画目録』。ここにはすでに死亡した少女に宿っていた絵画も封ふうじられているが、おそらくリオンが呼び出している間、該当の絵画は『イグリエの絵画目録』から消えているのではないかと考えられる。

　もし誰だれかがそれに気づけば地上は大おお騒さわぎになるだろうが、さすがにそこまでは知ったことではない。こっちは便利に使わせてもらうだけだ。

　ただ右手を掌握してもなお、上手うまく再現できないことがある。

　ハイネとの戦いで纏まとった魔王の黒装束姿だ。あの時は魔力が全身に漲みなぎり、身体強化も普ふ段だんの倍以上になっていた。任意であの形態になれれば心強いのだが、今のところなり方が分からない。何かトリガーのようなものがあるのかもしれない。

　と、そうこうしているうちに『夜警の寓意』の力でキャンバスの裏蓋がひとりでに外れた。そこから監獄の地図を取り出す。

「『夜警の寓意』は開かい錠じようと施せ錠じようの魔術なんだ。本来は宝箱なんかに使うものなんだが、応用すればこうして物を隠すことに使える」

「便利ね。わたし、絵画の魔術って戦せん闘とう用ばっかりなイメージだったわ」

「確かにそういう傾けい向こうはあるんだが６００番台までくるとめぼしい魔術は少ないからな。どちらかというと日常生活に便利なものが多いんだ」

「ふーん、そういう魔術がもっと地上にもあったら良いのにね。わたし、副官のシェリーによく『騎き士し長は生活力がありません』ってお説教されたから魔術で見返せたかも」

「いや生活力は自分で鍛きたえるべきだと思うぞ……？　俺も他人のことは言えないが」

　シェリーという名前は以前にも聞いたことがあった。地上の騎士団でキリカの補ほ佐さをしていた女騎士の名前だ。なんとなくシェリー嬢じようは苦労してたんだろうな……、とリオンはひそかに思っている。キリカには口が裂さけても言えないが。

　革手袋を嵌はめ直し、キャンバスをイーゼルへ戻す。するとキリカが首を傾げた。

「そういえば、今から絵なんて描かいてていいの？　もう脱だつ獄ごくするんだし、描き終わらないんじゃない？」

「これはただのデッサンだからな。試し描きみたいなものだよ。ちょっと色々思うところがあってさ」

「？　思うところって？」

　どう説明したものか少し迷った。リオン自身、まだ自分のなかで上手く形にできていないことだからだ。描きかけのデッサンを見つめながらリオンは探さぐり探りに言葉を紡つむぐ。

「今まで俺はさ、ほぼ師し匠しように習った技術だけで描いてたんだ。もともとこの右手を持ってたのは師匠だから、今にして思えば俺が習った技法は『魔王の絵画』のための描き方だったんだろう。俺自身この描き方は気に入っているし、それでいいとも思ってたんだが……でももう一歩踏ふみ出せないかと思ってさ。今までの描き方を土台にしつつ、俺だけの描き方ができたら……って思うんだ」

　そう思い始めたきっかけは、アネットが告白してくれたことだろう。自分も誰かに愛してもらえるのだと知り、キリカやレオナが向けてくれる気持ちに気づき、心のなかに変化が生まれた。

　リオンのなかで世界は今、鮮あざやかに色づき始めている。

　まだどう表現していいかは分からない。だがこの想おもいを描けるようになりたい。

　そう感じ始めていた。

　だが当人の一人であるキリカにそこまで言うのは恥はずかしいので簡潔に締しめくくる。

「まあ、とにかく新しい描き方を模も索さく中なんだ」

「色々考えてるわけね。んー……でもね、リオン？　言いにくいけど、キミの場合どこをどうしたってアレだろうからあまり思い詰つめない方が……って、あれ？」

　デッサンをちらっと見たキリカはふいに言葉を止め、リオンの横からまじまじとキャンバスを凝ぎよう視しする。そして思いきり眉まゆを寄せて呟いた。

「……………………上手くなってる？」

　リオンは肩かたを竦すくめて苦く笑しよう。

「そんなわけないよ。まだほんのラクガキみたいな状態なんだ。形にすらなってない」

「いやいやでも以前よりは確実にちゃんとしてるわよこれ!?」

「はは、励はげましてくれてありがとう。お世辞でもちょっとやる気が出た」

「いやお世辞じゃなくって！　なんか暗い影かげに光が差した感じっていうか。上手く言えないけど……」

　おそらく脱獄前に景気づけをしてくれているのだろう。

　キリカはまだキャンバスの前で難しい顔をしているが、リオンはそろそろ話を始めようと思い、テーブルへいって地図を広げた。

　空気を察し、四人の少女たちが集まってくる。キリカはまだキャンバスと睨にらめっこしていたが、レオナに呼ばれて程なくこちらへやってくる。

　全員がテーブルの周囲に揃そろった。リオンはあえて一いつ拍ぱく置き、口を開く。

「すでにみんなの意志は確かく認にんさせてもらった。今さら『まだ後あと戻もどりはできる』なんてことは言わない。必ずここにいる全員で地上へ降りよう。俺たちで『天空の大監獄』を脱獄するんだ」

　五人の少女たちはそれぞれ強く頷うなずいた。リオンも頷きを返し、監獄の地図を指し示す。

「じゃあ、まずはおさらいからだ。この監獄は浮ふ遊ゆうする島の上に建っている。そして島の地下には階層ごとに様々な施し設せつがある。俺たちが今いるのは地下第一層の収しゆう監かん区画だ」

　リオンは地図の比ひ較かく的てき浅い場所を指差した。その指をすっと下へ移動させる。

「俺たちがこれから目指すのはここ。島の最下部──地下第七層だ」

　常に空を飛行している『天空の大監獄』からの脱だつ出しゆつ手段として、リオンたちは地下に穴を開け、周回軌き道どう上のグランデ山脈へ降下するという方法を選んだ。

　その脱出の穴を開けるのに最適なのがこの第七層である。『天空の大監獄』の下部は島をくり貫ぬいたような形をしている。第七層はその末まつ端たんに位置しているため、上手く穴を開ければグランデ山脈までの距きよ離りを少しでも稼かせぐことができる。

「俺たちは第一層から第七層まで誰にも見つからずに移動しなくてはならない。注意すべきなのは俺の二級看守の権限で通行できるのが第二層までだってことだ。第三層より下で見つかった場合、その時点でミタマの攻こう撃げき対象になる」

　アネットが無言できゅっと体をかき抱いだいた。彼女は先日ミタマの攻撃に晒さらされている。恐おそろしさは身に染しみているだろう。

「そこで俺たちは第三層の魔ま獣じゆうの保管庫を脱獄ルートにする。ここへの移動は第二層からの隠かくし通路を使うから比較的安全だ。もちろん保管庫内で魔獣に襲おそわれることもない。実際、俺とフィーネでもう何度も保管庫に潜もぐってる。フィーネ、本番も頼たのんだぞ」

「ふっ、任せろ、ご主人様」

　保管庫には魔獣が放し飼いにされている。本来は誰も立ち寄らない危険な場所なのだがフィーネの作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔薇ばら園にて』には『魔獣統とう率そつ』の魔術が宿っている。それを使えば魔獣に襲われることなく安全に行き来できるのだ。

　リオンはこの一か月、フィーネと何度も保管庫を往復し、下降用の気球を用意した。この気球はアークドラゴンが物資の輸入時に背負っている鉄の籠かごを応用したもので、補助として魔道具の浮遊石も仕込んである。計算上はギリギリ六人を乗せて下降できるはずだ。

「保管庫から第七層への移動は転移結けつ晶しようを使う。空間転移の魔術を使えば気球ごと一いつ瞬しゆんで第七層に到とう達たつできるからな」

　熾天の儀の終しゆう盤ばん、リオンは単身で暗あん躍やくし、すでに第七層へ転移結晶のゲートを造ってある。保管庫にも同様のゲートを設置しているので、そこから空間転移できる手て筈はずだ。

「脱獄ルートの説明は以上だ。本番は俺がみんなを移送している体ていで第二層を通過。隠し通路で第三層の保管庫へ入り、気球と一いつ緒しよにゲートで第七層へ転移。そこから俺が右手で穴を開けて、グランデ山脈へ降下する」

「リオン、一つ質問です。根本的なことですが……」

　手を挙げたのはレオナだった。彼女は慎しん重ちように疑問を口にする。

「この計画、『塔とうの住人』には筒つつ抜ぬけになっていませんか？」

「そうだな。おそらく『塔の住人』は俺たちの作戦すべてを看破している」

　キリカが目を丸くした。

「それまずいじゃない！　作戦を知られちゃってるなら失敗するでしょっ」

『塔の住人』は監かん獄ごくの中心にある『氷ひよう珠ずの塔』から世界のすべてを知覚している。

　これは『天空の大監獄』の看守たちにとって常識であり、歴然とした事実だ。

　その気になれば『塔の住人』は他人の頭のなかすら読み取ることができる。であれば、今こうして話し合っている脱獄計画を『塔の住人』が知らないはずがない。

　だがリオンは落ち着いた声で答えた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。たとえ俺たちの計画を知っていても『塔の住人』──スピカはギリギリまで動かない」

「え、なんでよ？　……あ、そっか。スピカは『脱獄したいならすればいい』って言ってたっけ。だから見み逃のがしてくれるってこと？」

　このなかで実際にスピカと遭そう遇ぐうしたことがあるのはリオンとキリカだけである。最初の脱獄の時、アークドラゴンの上に現れたスピカは確かに『脱獄したいならすればいい』と言っていた。だが、

「それはスピカの噓うそだよ。実際のところ、奴やつは絶対に脱獄を赦ゆるしはしないはずだ」

「だったら尚なお更さらすぐに脱獄を阻そ止ししようとしてくるんじゃないの？　ギリギリまで動かないってどういうこと？」

　もっともな疑問だった。だがそれに対する回答もリオンはすでに持っている。

「スピカには目的があるんだ。この『天空の大監獄』を使って果たそうとしている、明確な目的がな。そのために脱獄達成の間ま際ぎわまでは俺たちを泳がせようとするはずだ」

「スピカの目的……？」

「……ひょっとして、この言葉が関係ございますか？」

　首を傾かしげるキリカの横から遠えん慮りよがちに呟つぶやいたのはアネットだった。赤み掛がかった髪かみの下、思し慮りよ深い瞳ひとみで彼女は言う。

「『神はサイコロを振ふらない』」

　それはかつて脱獄王ヴァレリアと戦った後、休戦協定を結んだ時に出てきた言葉だ。

「あの時、魔王様は脱獄王に『あんたは神を信じるか？』と問いました。それに対し、脱獄王は『神はサイコロを振らない』と答えました。この監獄で、いえこの世界で神といえば『外がい殻かくの神々』、つまりは『塔の住人』のことです。ですからひょっとして……」

「鋭するどいな、アネット。まさにその言葉が示す通りだよ」

　少し間を置いて思考を整理した後、リオンは口を開いた。

「『神はサイコロを振らない』。この言葉がスピカの目的を端たん的てきに表している」

　あの時、リオンとヴァレリアは一つの事こと柄がらを確認し合ったのだ。それはスピカという存在の本質、ひいては『将来、脱獄の最大の壁かべとなるであろうスピカの攻こう略りやく法』である。

「アネット、地上で伝えられている『神はサイコロを振らない』という言葉の意味を教えてくれるか？」

「かしこまりました。これはエヴェレット教から分離したアルベルト派の教義でございます。簡潔に申しますと『人はサイコロを振ることで数を得るが、全知全能の神は次に出る数を知っている。ゆえにサイコロを振ることはない』という意味です」

「ありがとう。ここで重要なのは『神は如何いかにして次の数を知覚するのか』ってことだ。エヴェレット教では全知全能の一言で説明されているが、俺は監獄の書庫を調べていて教義の基もととなった理論を見つけた。『神はサイコロを振らない』という言葉は異世界の理論をかみ砕くだいたものなんだ」

　その異世界の理論とは思考実験である。

　まずは『神に等しい力を持った知性』が存在することを仮定する。

　神に等しい力というのは『今現在の世界を構成しているすべての要素』を一瞬で把は握あくする力のことだ。

　この『今現在の世界を構成しているすべての要素』を把握すると、知性はそれを基に演算を行い、一秒後の世界の姿を予測することができる。

　当然、一秒後ができるなら二秒後もできる。二秒後ができれば三秒後もできる。ひいてはこの世のすべての事象を演算予測してみせる。それはもはや予知に近い。

　そして『今現在の世界を構成しているすべての要素』にはもちろん人間も含ふくまれる。たとえばひとりの人間を構成している要素すべてを演算できれば、その人間の一秒後の姿を予知することもできる。そのなかには思考も含まれるのだ。

　リオンがそこまで説明すると、ずっと思案顔をしていたフィーネが声を上げた。

「そうか！　それが思考すらも読み取る『塔の住人』の力の正体か……っ！」

「そうだ。スピカは今説明した知性の『演算予知の力』を実現しているんだ。スピカはこの世界すべてを網もう羅らした膨ぼう大だいな演算により、俺たちの思考を予知している」

「だがハイレイン、演算元である『今現在の世界を構成しているすべての要素』というのは具体的になんのことだ？」

「あらゆるものさ。人間でいえば肌はだ、血、肉、髪、体液、それらを形作っている細さい胞ぼうの一つ一つ。異世界の理論では視点をどんどんミクロ化して、分子、原子、素そ粒りゆう子しと呼んでいるな。素粒子までいくと確率でしか存在を捉とらえられないんだが、スピカは多次元越ごしの決定論で確率を演算しているんだろう。それで直近の予知に繫つなげてるんだ。一秒後の世界を一秒以下で演算できるのもそれが要因だな」

「あのー……ごめん、わたしサッパリ分からないんだけど」

　キリカが気まずそうに手を挙げる。リオンは「ん、そうだな」と口元に手を当てた。

「たとえば……敵が剣けんを振り上げたら、キリカは『こう斬きってきそうだな』とか予測して動くだろ？」

「？　ううん、わたし、敵がきた時にはもう斬ってるわよ？　別に考えてない」

「…………」

「ハイレイン、私は考えてるぞ。普ふ通つうは考えるからその喩たとえで大丈夫だっ」

「……良いフォローだ、フィーネ。とにかくキリカ、スピカは『こう斬ってきそうだな』というのを物もの凄すごく頑がん張ばって考えた結果、相手の思考まで予測できるようになったんだ。それが『塔の住人』の力だ」

「あ、なるほど、達人ってことね！　わたしもノッてくると世界全部が手に取れる感じになるからなんとなく分かるわ。そういうことでしょ？」

「んー……まあ、そんなところだ」

　逆にキリカのその感じが分からないぞ……と思ったが、リオンは頷いておく。

「話を戻もどそう。実はここからが重要なんだ。スピカの力は異世界の理論体系に基もとづいている。それゆえ俺たちの世界では最後の最後で完かん璧ぺきな予知には成り得ないんだ」

　フィーネが「どういうことだ？」と眉まゆを寄せる。リオンは口の端はしを上げ、

「あっちの世界にはないものが俺たちの世界にはあるんだ。なんだと思う？」

　キリカはもちろんフィーネすらも首を傾げる。リオンは一息に答えを告げた。

「魔ま力りよくさ」

　フィーネが驚おどろき半分、怪け訝げんさ半分という顔で眉を寄せる。

「異世界には魔力がないのか……？」

「そうなんだ」

　リオンは革かわ手て袋ぶくろを外し、手の甲こうに浮うかぶ聖せい痕こんをかざした。つられるように少女たちもそれぞれの胸むな元もとの呪じゆ印いんに目をやる。リオンは軽く手を握にぎりながら続けた。

「あちらの世界には魔力そのものが存在しない。だからスピカがこの世界で完璧な演算予知をするためには魔力というものを観測し、理解する必要があったんだ。それ自体はすでにほぼ成功しているんだろう。『塔の住人』が『魔王の絵画』に適応する少女を見つけられるのは魔力の演算が成功している証しよう拠こだ。地上へ囚しゆう人じん候補の捕ほ縛ばく命令を出しているのは『塔の住人』だからな」

　しかし、とリオンは言う。

「この世界の『魔力を基にして自然法則を捻ねじ曲げる』技術体系──『魔術』に関してはおそらくまだ完璧に把握できていないんだ。だから」

　フィーネがはっとした顔で後を引き継ついだ。

「だから、この監獄に私たちを閉じ込めているのか！　魔王の強大な魔術を使える囚人を作り出し、誰だれの邪じや魔まも入らない天空で使わせて観測するために！」

「そういうことさ」

　つまりこの『天空の大監獄』はスピカにとって魔術観測のための実験場なのだ。

　監獄という体裁は少女たちを精神的に追い詰つめるためだろう。魔術の行使には精神状態が強く影えい響きようするため、極限状態の方が観測に適しているはずだ。

「スピカはより多くより多面的に魔術を観測したいと考えている。となると、この『天空の大監獄』で最も適した観測対象は誰だと思う？」

「……リオン、ですね」

　レオナが緊きん張ちようの入り交じった声で呟く。リオンは深く頷うなずいた。

「魔王の右手を持つ俺は、スピカにとって最高の観測対象なんだ。初めて会った時、スピカが俺に『右手を使う力』を与あたえたのも観測のためだ。スピカは俺に様々な状じよう況きようで右手を使わせたいと考えているはずだ。だから──脱だつ獄ごく寸前まではスピカ自身は動かない」

　フィーネが厳しい表情で腕うでを組む。

「しかし監獄の外に出す気は絶対にない。よって脱獄達成の間際には『塔の住人』自身が本気で止めにくるということか」

「もちろん脱獄中も邪魔はしてくるだろう。それこそ俺が右手を使わざるを得ないような迷めい惑わく極きわまりない形でな」

「ハイレイン、勝ち目は……あるのか？」

　不安を覚えるのは当然だ。だからリオンはわざと不敵な笑えみを浮かべる。

「よく考えろ。スピカは演算によってこちらの思考を予知している。だが魔術に関する演算は完全じゃない。ということは？」

「っ！　そうか……っ」

　リオンはゴオッと右手の『魔王』を滾たぎらせた。この魔術光こそが答えだ。

「魔術の解放時であればスピカの演算は機能しない。俺たちの思考は読まれないんだ」

　よってやはり勝負は脱獄間際の一いつ瞬しゆんだ。

　その一瞬、スピカは本気で脱獄を阻はばみにくる。当然、こちらも全員魔術を解放し、思考の予知を未然に防ぐ。完全に五分の勝負となるその一瞬を出し抜ぬけるかどうか。それがこの脱獄の要かなめだ。

　ただ一つ気になることがあった。

　今、この監かん獄ごくにはかつてない勢いで囚人たちが集められている。暴動の余よ韻いんも冷めやらず、看守たちもまだ浮き足立っているようなこの状況下でだ。時期的にこちらの脱獄と無関係なはずはないが、なぜスピカがそんなことをしているのか、意図が読めない。

　あるいはスピカには何か──さらに別の企たくらみがあるのかもしれない。

　だがその辺りを考え出すと『そもそもなぜスピカは魔術の観測など行っているのか』という問題が浮ふ上じようしてくる。それをひもとくには『天空の大監獄』が築かれた数百年前にまで思し索さくを巡めぐらせる必要がある。だがそこまでするのはあまりに無意味だ。なぜなら手持ちの情報からはおそらく正解には辿たどり着けない。

　よってリオンはあえてそれらの疑問は口にせず、革手袋を嵌はめ直した。

　と、キリカが難しい顔で眉を寄せていることに気づく。

「ねえ、リオン。『天空の大監獄』がスピカの実験場だってことは分かったわ。でもそれなら地上に魔力を送って革命の武器作りをさせてるのはどうしてなの？」

　彼女の言う通り、監獄で抽ちゆう出しゆつされた魔力の一部はアルヴィレウス王国の高等法院へ送られ、そこで王権打だ倒とうのための武器が造られている。革命の準備が行われているのだ。

　その革命の是ぜ非ひを確かめることがキリカの脱獄理由でもある。

　彼女の気持ちを慮おもんぱかり、リオンはやや低い声で答えた。

「おそらく地上に戦乱を起こすためだろうな。『魔王の絵画』は少女たちの罪や穢けがれを好んで宿ると言われている。正直、右手を掌しよう握あくした今の俺に言わせれば、それは見けん当とう違ちがいな話なんだが……まあそれは措おいておくとして、戦乱が起これば人心は乱れ、罪や穢れを背負う少女は増えてくる。おそらくスピカは囚人候補を安定して確保するため、定期的に地上へ戦乱の種を蒔まいているんだろう。今の時代はそれがアルヴィレウスの革命なんだ。『天空の大監獄』ができてから数百年、各地でそんなことを繰くり返してるんだと思う」

「……そう。分かったわ」

「キリカ？」

　騎き士しの瞳ひとみのなかに静かな怒いかりを感じた。だが彼女はすぐに表情を変えて首を振ふる。

「心配しないで。スピカの行いは赦ゆるせないけど、実際革命を起こそうとしているのは地上の人々自身だもの。その是非を確かめるというわたしの使命は変わらない。脱獄の前にスピカを斃たおそうなんて言い出したりはしないわよ」

「良かった。安心したよ」

　正直、一瞬しまったとも思った。だがキリカがここ一番の判断を間違えることはない。安あん堵どしながらリオンは続きを口にする。

「スピカに関することは以上だ。あとの問題は……そう、ヴァレリアがどう出てくるかなんだが……」

「フィーネさんに訊きけば一発で分かりそうですね？」

　遠回しに切り出そうとした矢先、レオナに先に言われてしまった。

　リオンは思わず「いやまあ、そうなんだが……」と言葉を濁にごす。見れば、フィーネは気まずそうな顔で佇たたずんでいる。

　あの脱獄王の行動を予測することは、今回の脱獄において極めて重要なことだ。

　ヴァレリアならば、こちらの脱獄準備が整ったことをなんらかの方法で察知しているだろう。その上でヴァレリアは静観するのか、邪魔してくるのか、はたまた便乗しようとしてくるのか。休戦協定は結んでいるがあくまで口約束に過ぎない。あちらの出方次し第だいでこちらの対応も変わってくる。

　もちろんヴァレリアの臣下だったフィーネに意見を訊くのが一番手っ取り早い。だがフィーネは忠義に厚く義ぎ理り堅がたい。さすがに正面から訊くのはリオンも憚はばかられたのだが……。

「あらあら、魔王様。フィーネ様には厳しいと見せかけて根本的なところはしっかり甘いのですから。おかげでレオナ様が汚よごれ役をしなくてはなりませんでしたわね？」

「う……」

　さらっとアネットに叱しかられ、リオンは呻うめいた。

　皆みなに対して平等に気配りをしてくれるアネットだが、一番年下のレオナに対しては保護対象として見ている節がある。よってこういう時は率そつ直ちよくに厳しい。

　訊きにくいことだからこそ、今のはリオンがやるべき役だった。レオナに甘えてしまったことを恥はじ、リオンは頭をかく。

「あー、フィーネ。……どうだ？　率直な意見を聞かせてくれ」

「……そんなに気を遣つかってくれるな。私はとうにあの方に捨てられた身。今の私の主人は貴様だ、ハイレイン。詐さ欺ぎ師しのように正面から言ってくれた方が気が楽だよ」

「別にあたしもフィーネさんに気を遣ってるわけじゃありませんけどね？」

「そういうところがありがたいのだ。……まあ、結論を言えば、正直私にもあの方がどう出てくるかは計りかねる」

　無論とぼけているような素そ振ぶりはない。本心からの誠実な声こわ音ねでフィーネは言う。

「こちらが準備を整えたことについては当然察知しているだろう。だがその上であの方がどう考えるかは……想像もつかん。仕えていた時ですら私はあの方の突とつ拍ぴよう子しもない行動にいつも驚かされてばかりだった」

「そうか……いや確かにお前の言ってることは俺にも分かるよ」

　リオンもフィーネも論理で動くタイプである。だがヴァレリアは論理に加え、感性も織り交ぜて動く。あの脱獄王は『なんとなく』や『気分』といったものを平然と行動の指針にしてくるのだ。その辺りの感覚はリオンやフィーネにはまったく理解できない。

　と、そこでふいにキリカが口を開いた。ひどくあっけらかんとした口調で、

「え？　なんで二人とも難しい顔してるの？　こっちが脱獄するって分かってるなら、ヴァレリアは邪魔してくるでしょ？　そりゃもう全力で」

　一瞬、フィーネと二人でぽかんとしてしまった。リオンは目を瞬またたいて尋たずねる。

「なんで……そう思うんだ？」

「だって悔くやしいじゃない。わたしだったら自分より先に脱獄なんてさせないわよ？」

「「あー……」」

　フィーネと一いつ緒しよに思わず納なつ得とくしてしまった。

　……そういえば感性のみで動く人間がここにいたな。

「フィーネ、こっちの邪魔をしつつ自分が先に脱獄する手段を、ヴァレリアは今現在持ってるか？」

「ある。第四層の祭さい壇だんだ。だが完全起動するには時間が掛かかる。それに神しん槍そうをリミットまで使い続けて臨界起動させねばならない」

「ってことは、祭壇の準備をしつつ神槍でこっちの邪魔をするのが、一番効率がいいわけだ」

　結論が出た。リオンとフィーネの論理にキリカの感性を織り交ぜた答えだ。おそらくこの結論はヴァレリアの思考に肉にく薄はくしている。

「ヴァレリアはこちらの邪魔をしつつ、自分の脱獄を進めようとする。たぶんこれで間違いない」

　キリカが髪かみをかき上げて頷いた。

「じゃあ警けい戒かいを怠おこたらないようにしなきゃね。で、いざヴァレリアがきたら倒たおすの？」

「いや正面からはやり合わない。メリットがないし、受け流してるうちにあっちが先に脱獄してくれれば儲もうけものだ。監獄が混乱すればこっちも有利になる」

　これで必要事じ項こうはあらかた話し終えた。

　リオンはテーブルに置いた地図をひっくり返す。裏面にあるのは地上の地図である。

　そこにはアルヴィレウスの王都を中心として、『天空の大監獄』の周回軌き道どうが描えがかれている。そのなかからリオンは北側に広がる円の一いつ端たんを指差した。

「ここが最終目的地だ。北部のグランデ山脈の山頂──俺たちはここに降下する。そして予定通り、監獄は今グランデ山脈に向かっている」

　リオンの指先を見つめながらレオナが尋ねる。

「監獄が降下地点に到とう達たつするのはいつ頃ごろですか？」

「日の出と同時だ」

　皆の表情がそれぞれに引き締しまった。一同の顔を見み渡わたし、リオンは宣言する。

「時間にして約二時間後。『天空の大監獄』の降下地点到達と同時に俺たちは脱獄する」

　ここまで様々なことがあった。だがその積み重ねも朝には結実する。

　リオンと少女たちはそれぞれに感かん慨がいを抱いだいた。

　──その時だった。

　それまで気を遣って黙だまっていた様子のユフィがふいにぽつりと呟つぶやいた。

　どこか心ここにあらずな目を天てん井じように向け、

「……風が騒さわいでる」

　リオンは反射的にユフィを見た。魔ま力りよくを音色に乗せるという特異な才能を持つユフィは時折、かすかな魔力の流れから異様な勘かんの良さを見せることがあった。所謂いわゆる、虫の知らせである。

　ユフィ、何か感じるのか？

　そうリオンが問おうとした矢先、キリカがはっとした顔で同じく天井を見上げた。瞬時に騎士の表情になり、叫さけんだ。

「みんな、伏ふせて──ッ！」

　次の瞬間、爆ばく炎えんによって天井が消し飛んだ。

　敵てき襲しゆうだった。完全に虚きよを突つかれ、リオンたちの逃とう走そう劇が始まる──。







　二章




　その攻こう撃げきは独どく房ぼう塔とう全体を揺ゆるがした。

　リオンたちはほぼ全員が床ゆかに倒れ、姿勢を保っていられたのはとっさに剣けんを壁かべへ突き立てたキリカぐらいだった。リオンはそばにいたレオナを抱だきかかえており、揺れが収まるとすぐに声を張り上げて呼びかけた。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　床に転がっていたアネット、ベッドの上に倒れていたユフィが顔を上げた。フィーネは鉄てつ格ごう子しに摑つかまっている。腕うでのなかのレオナも無事だ。みんな怪け我がは負っていない。

　見上げると、天井が完全に融ゆう解かいしていた。

　リオンたちがいるのは独房塔の八階だが、直上の九階がほぼ消し飛んでいた。十階の囚しゆう人じんたちの姿が見え、こちらと同じように啞あ然ぜんとした顔で消えた九階、丸見えになった八階を見下ろしてきている。

　独房塔の横っ腹に大穴が開いていた。まるで破城槌ついで貫かん通つうされたように西側から東側へ完全な空くう洞どうができている。九階にいた人間はおそらく全ぜん滅めつだろう。

「一体何が起きたんだ……っ」

　巨きよ大だいな穴の周囲では今もパラパラと断続的に壁が崩くずれている。

　視線を向けると、地下第一層の景色が見えた。深夜ゆえ明かりは少ないが、建物の形ぐらいは見て取れる。

　すぐそばにいくつもそびえているのは二級看守の独房塔の数々。

　少し先で打ち捨てられた暖だん炉ろのように並んでいるのは雑ざつ居きよ房ぼうである。

　さらに奥には地上の城を真似まねた中央官舎が鎮ちん座ざしている。

「あれは……っ」

　中央官舎の屋根に巨大な黒い影かげがあった。

　暗さと遠目のせいでその影がなんなのかは分からない。

　だがその影の前に二人の人物がいることが視し認にんできた。

　二人のうちの一人──看守の制服を着込んだ少年の左手が淡あわく光っていたからだ。

「ハイネ……っ！」

　リオンは舌打ちするようにその名を口にした。

　中央官舎にいたのは贋がん作さくの左手を持つヴェルゼ教の修道騎士ハイネ・ロットアインである。

　イエローブロンドの髪の下、青い瞳ひとみがこちらを真っ直すぐに見み据すえている。ハイネはオッドアイだったが、左側の赤い瞳は今は見えない。以前はなかった道どう化けのような仮面をつけているせいだ。

　細かな意い匠しようが刻まれた中央官舎の屋根で、ハイネは足を投げだして座っている。以前のどこか優等生染じみた雰ふん囲い気きはなく、ひどく荒すさんだ気配が漂ただよっていた。

　ユフィがベッドから起き上がって声を上げる。

「リオンっ、あれ誰だれなの……っ!?」

「ハイネ・ロットアイン。俺を目の仇かたきにしてるヴェルゼ教徒だ」

「ヴェルゼ教!?　ちょ、ちょっと待って……っ」

　ユフィの顔に大きな戸と惑まどいが浮うかんだ。

「ヴェルゼ教のことなんてあたし聞いてないよ!?　『塔とうの住人』とか脱だつ獄ごく王とか魔王の右手のことは聞いたけど、ヴェルゼ教と対立してるなんて初耳だよ!?」

「ああ、そうだったな。すまん、あいつは一度倒してるから障害だと考えてなかった」

　地上では誰もがヴェルゼ教を『世界を滅ほろぼそうとした邪じや教きよう徒と』だと考えている。右手との関係も複雑なので、ユフィが色々面めん食くらうのも無理はない。だが細かく説明している暇ひまは今はない。

　視線の先、白く輝かがやく左手を掲かかげてハイネが口を開く。

　中央官舎まで数キロあるにも拘かかわらず、その声は風に運ばれたようにここまで届いた。おそらく左手の魔術だろう。

「『こんばんは。夜なので軽くノックをしてみました。目は覚めましたか、リオン？』」

「……今の攻撃はお前の仕し業わざか、ハイネ」

「『不意打ちとしては及きゆう第だい点でしょう？　あとほんの少し下を狙ねらっていたら、あなたは攻撃されたことにも気づかず消し炭になっていたんだ』」

「何が狙いだ？」

「『何が狙いだだって？　今僕に何が狙いだって訊きいたんですか？』」

　少年は立ち上がると、道化のような仮面を左手でガリッと搔かいた。

　紡つむがれたのは呪じゆ詛そを塗ぬり固めたような怨えん嗟さの声。

「『決まっているでしょう!?　この手であなたを葬ほうむること！　それだけが僕のたった一つの願いだ……ッ！』」

　獣けもの染みたハイネの視線を受け止め、リオンは胸中で舌打ちをした。

　ハイネが生きていると分かった時点で、いずれなんらかの報復をしてくるだろうとは予想していた。だが、それがまさか脱獄を控ひかえた今この時、それも独房塔を破は壊かいするほどの暴挙に出てくるとは予想外だった。

　彼ひ我がの戦力を鑑かんがみれば決して不利な戦いではない。あちらの主戦力が『魔王の絵画』の贋作なことに対して、こちらは右手をすでに掌しよう握あくしている。搦からめ手も合わせればかなり優位に叩たたけるだろう。

　だがタイミングが最悪だ。『天空の大だい監かん獄ごく』が降下地点に到達するまであと二時間。今下手に騒ぎを起こせば、間ま違ちがいなく脱獄計画は破は綻たんする。

　ならば、どうするのが最善か。答えは考えるまでもなかった。

　独房塔を破壊するという暴挙に出たハイネを監獄の反逆者として大々的に貶おとしめるのだ。

　見下ろすと、ちょうど他ほかの独房塔や雑居房から看守たちが姿を見せ始めていた。こちらの独房塔の大穴を目にし、誰もが何事だという顔をしている。

　ここで声こわ高だかに叫べば、すぐに片がつくはずだ。方針を固め、リオンは崩れた壁かべ跡あとに足をかける。そして一息に叫ぼうとしたその時だ。

　ハイネの横にいた人物が前に出た。リオンはそれを囚人だろうと推測していた。ハイネにはセシルという名の囚人がいたからだ。だが、違った。

　左手の光に照らされ、その人物の姿が露あらわになった瞬間、リオンは「な……っ!?」と目を見開いた。そして彼女の声が高らかに響ひびく。

「聞けぃ、豚ぶた共！　私の可愛かわいい可愛い醜みにくく穢けがれた部下たちよ！」

　黄こう砂さのような髪と露ろ出しゆつの多い扇せん情じよう的な制服。手にはスティック形の鞭むちを持っている。

　彼女に気づくと、外に出てきていた看守たちは慌あわてて背筋を正し、敬礼した。

　そうすべき相手だと、誰もが理解しているからだ。

　彼女はアルカマリア監獄署長。看守たちの頂点、この『天空の大監獄』の実質的な支配者である。ぽんっとミタマが現れ、アルカマリアの声を監獄中に響かせた。

「どいつもこいつも寝ねぼけた面つらをしおって、まったくだらしのない！　だが特別に赦ゆるしてやろう。今宵こよいの私は格別に機き嫌げんがいい。なぜなら私が署長として君臨して幾いく年とし月つき、これほど刺し激げき的な事態に遭そう遇ぐうしたことはいまだかつてなかったからだ。何が起こったか知りたいか？　知りたいだろう？　ならば教えてやる！」

　中央官舎の芸術的な建材を鞭でスパンッと叩き、署長は高らかに叫んだ。




「脱獄犯が現れたッ！」




　喉のど元もとへ短たん剣けんを突きつけられたような衝しよう撃げきがリオンを襲おそった。看守たちも一いつ斉せいにどよめく。

　まさか、というリオンの思いをなぞるように、アルカマリアの鞭がこの独房塔へ向く。

　決定的な言葉が告げられた。

「主犯の名は二級看守のリオン・ハイレイン！　共犯は配下の囚人五名！　くくく、『天空の大監獄』始まって以来の大事件だぞこれは！」

　地面にいる看守たちの目が一斉にこちらを向く。リオンはギリッと奥歯を嚙かみ締しめた。

　すぐ隣となりにいるレオナが唇くちびるを震ふるわせる。

「リオン……っ」

「大丈夫だ。まだ、まだ覆くつがえせるはずだ……っ」

　顔が引きつりそうになるのを懸命に堪こらえ、リオンは左手のブレスレットでミタマを呼び出した。星ほし屑くずのような光を舞まわせてぽんっと現れたミタマへ命じる。

「俺の声も署長のように響かせろ。監獄中へ聞こえるようにだ！」

　そして中央官舎のアルカマリアを見据えて叫んだ。

「署長、何かの間違いです！　俺が脱獄犯だなんてありえない！　冗じよう談だんにしてもあんまりだ！」

　リオンの陳ちん情じようを聞いたアルカマリアは心底愉たのしそうにくくくっと喉を鳴らした。

「証しよう拠こはあるのかとでも言いたげだな、ハイレイン？　ならば教えてやろう、証拠など一つもない！」

「……っ、だったら取り消せ！　滅め茶ちや苦く茶ちやだ！」

「証拠はなくとも証言はあるのだ。とっておきの手て土産みやげ付きでなぁ？　さあ、ロットアイン、奴を立たせろ」

　何か含ふくみを持たせた署長の命令を受け、ハイネが左手を掲げた。

「贋作の魔ま王おうロットアインが命じる。咆ほう哮こうしろ、バベルの番人」

　すると背後の巨大な影がゆっくりと動きだした。

　瞼まぶたが開き、宝石のように赤い瞳が闇やみのなかに浮かび上がる。

　夜の帳とばりを引き裂さくように顎あぎとが開かれた。そこから轟とどろいたのは咆哮。その声は雷らい鳴めいのように響き渡わたり、地面にいる看守たちを震え上がらせた。

　獣の全身が輝きを放つ。湛たたえる色は星のような白銀。

　そうして立ち上がったのは丘おかのように巨大な狼おおかみだった。

　アークドラゴンと並ぶ世界最強の一角、神しん獣じゆうネオフェンリルである。

「副署長の囚人か……!?」

　中央官舎に雄お々おしく立つネオフェンリルを見て、リオンはそれが魔術で変化した囚人だと考えた。熾し天てんの儀ぎで新副署長となったリッター・シュナイゼルの配下にネオフェンリルに変化する囚人がいるのを知っていたからだ。

　だがふいに隣に顔を出したフィーネがその推測を否定する。

「違う！　あれは、まさかそんな馬ば鹿かな……っ!?」

　その肩かたは竦すくみ上がるように震えていた。

「この圧あつ倒とう的な存在感、見る者を凍こおりつかせるようなあの威い容よう、私は確かに覚えがある。あれは……本物だ！」

「本物だって？　どういう意味だ!?」

「本物なのだ！　あれは地上の五大魔導監獄が一つ、『バベルの監獄』を守護するネオフェンリルそのものだ！」

　フィーネの叫さけびとほぼ同時、中央官舎のアルカマリアが高らかに両手を挙げた。

「こいつは『塔の住人』がわざわざ地上から召しよう喚かんした『バベルの監獄』の神獣だ！　『天空の大監獄』からの脱獄という史上最大の罪を犯おかそうとした貴様を！　無残に派手に徹てつ底てい的に！　完かん膚ぷなきまでに殺し尽つくすために呼ばれた怪かい物ぶつよ！　『塔の住人』がここまで手を尽くすことこそがすでに異例！　貴様が黒だという何よりの証左だろう！　さあ、ハイレイン！　申し開きはあるか!?　あっても聞かんがなぁ！　やれ、ロットアイン！」

　アルカマリアの横でハイネが左手を独どく房ぼう塔とうへ向けた。そしてゾッとするほどの冷たい声で命ずる。

「焼き払はらえ、ネオフェンリル」

　大気を吞のみ干すかのように巨きよ狼ろうの身が膨ふくれ上がった。フィーネがはっとした表情で悲鳴を上げる。

「ブレスだ！　辺り一帯焼け野原になるぞ！」

　リオンの判断は速かった。革かわ手て袋ぶくろを外して背後に叫ぶ。

「みんな、反対側の穴から飛び降りろッ！」

　右手の『魔王』を解放し、作品番号１８９番『収束する妖よう光こう』を撃うち放つ。

　ネオフェンリルも顎を開き、巨大な大たい剣けんのような煌きらめくブレスを発射した。

　闇のなか、流星のような二条の光が激げき突とつする。

　リオンは一いつ瞬しゆんで力の差を感じ取った。

「馬鹿な!?　太刀たち打うちできないだと……っ!?」

　妖光ごと独房塔の逆側の穴まで押し飛ばされた。足が床ゆかから離はなれ、そのまま空中に投げ出される。体が落下し、すぐ目の前を白銀のブレスが駆かけ抜ぬけた。

　それは恐おそろしく美しい光だった。あらゆる生命を喰くい尽くす絶対者の光だ。

　直撃したら間違いなく死んでいた。

　だが目を奪うばわれている暇はない。リオンは空中で無理やり体を捻ひねり、少女たちを捜さがす。

　──いた！　すぐ真下にキリカたちの姿があった。幸い、ブレスに押し飛ばされたリオンよりも一瞬早く、皆みなは独房塔から飛び降りていたようだ。

　だが全員落下している。その高さは八階分。

「キリカ、アネットを頼たのむ！　フィーネは自分でなんとかしてくれ！」

　リオンはそう叫ぶと、宙を舞まっている瓦が礫れきを蹴けってレオナとユフィを抱だき留めた。

　右手の『魔王』発動中は身体能力が格段に強化されている。この程度の高さなら二人を抱かかえてもなんとか着地できる。

　キリカも生身とは思えない運動能力を持っているのでどうにかできるはずだ。

　期待通り、キリカは「任せなさい！」と叫ぶと、同じく瓦礫を蹴ってアネットを空中で捕つかまえた。一方、フィーネは死ぬほど焦あせった表情でもがいている。

「ばっ、私は普ふ通つうの人間だぞ!?　怪物染じみた飛ひ燕えんの騎き士しと同列に扱あつかうな！　うわぁっ」

　サーベルの切っ先を独房塔の壁かべへ突つき立てた。ガリガリガリッと凄すさまじい勢いで壁が削けずれていき、フィーネの身は地面近くでどうにか止まった。

　ほぼ同時、リオンとキリカもその横に着地する。

「みんな、怪け我がはないか!?」

「楽勝よ！」

「あたしは大だい丈じよう夫ぶですっ」

「わたくしも問題ございませんっ」

「あたしも平気だよっ」

「私は死ぬかと思ったがな！」

　ズズズ……ッと嫌いやな音が響き、リオンは宙を見上げる。二度のブレスによって独房塔の上半分が南側に崩くずれようとしていた。リオンは即そく座ざに決断する。

「チャンスだ！　走れ！」

　ほぼ間を置かず、独房塔は倒とう壊かいした。とてつもない量の瓦礫が降り注ぎ、轟ごう音おんと幾いく多たの悲鳴が木霊こだまする。

　それらを背にリオンたちは走りだした。隣を駆けながらキリカが疑問を口にする。

「ねえ、リオン！　今ってどういう状じよう況きようなの!?　わたしさっぱりなんだけど!?」

「おそらくハイネはスピカの手て駒ごまになったんだ！　そしてスピカが呼び寄せたネオフェンリルをハイネが操あやつっているらしい！」

　熾天の儀で倒たおした時、ハイネには致ち命めい傷しようを負わせた。だが、そこからハイネはまさかの生せい還かんを果たし、さらには副署長補ほ佐さという幹部にまで昇のぼり詰つめている。一体どんな裏うら技わざを使ったのかと思っていたが、おそらくはすべてスピカの仕し業わざだったのだろう。

「脱だつ獄ごく中にはスピカの邪じや魔まが入るって説明したろ？　今がまさにその状況なんだ！」

「でもそれってあんまり本気じゃないだろうって話じゃなかった!?　問答無用で殺しにきてる気がするけど!?」

「ハイネの独断だろうな！　あいつは何がなんでも俺を斃たおしたいらしい！」

　あとはおそらく署長のリクエストでもあるのだろう。とにかく派手に凄せい惨さんに。アルカマリアはそういった残ざん虐ぎやく性を好む人間だ。

　独房塔の周囲は煉れん瓦がで整然と舗ほ装そうされている。舗道のまわりには余った構造材やパイプが山になっており、それらの間を縫ぬうようにリオンたちは走る。

　看守たちは独房塔の倒壊で混乱していて、こちらまで気が回っていない。倒壊の余波で瓦礫が降ってきており、それを避よけるので精せい一いつ杯ぱいなのだ。

　リオンたちのまわりにも瓦礫は降ってくるが大部分はリオンが右手で粉ふん砕さいし、残ったものもキリカが剣で瞬時に細切れにしている。

「ねえ、リオン！　あのでっかい狼は倒せないの!?　あれってなんかアークドラゴンと同じような神獣なんでしょ？　魔王ならやっつけられるんじゃない!?」

　キリカの問いにリオンは苦々しく答える。

「俺もそう思ったが『収束する妖光』がまったく効かなかった。アークドラゴンすら撃ち墜おとす『収束する妖光』がだ。おそらく……６６５の魔術のどこかにはネオフェンリルに有効な魔術もあるんだろう。だが現状、俺はそれらしい魔術を見たことがない……っ」

「じゃあ、どうしようもないってこと!?」

「いや一つだけ当てがある。──フィーネ」

　リオンは後ろを走っているフィーネへ視線を向けた。

「ヴァレリアは五大魔導監かん獄ごくからの脱獄を成功させている。『バベルの監獄』では当然、ネオフェンリルへの対たい抗こう策も何か講じたはずだ。そうだろ？」

　それを聞き、アネットが息を切らせながら言う。

「な、なるほどでございます。フィーネ様はすでに一度、あの巨狼を退けていらっしゃるわけですねっ」

「……違ちがう」

　ぽつりと呟つぶやかれたのは否定の言葉。フィーネの顔は真っ青だった。

「違うのだ。ヴァレリア様は五大魔導監獄を攻こう略りやくした折、神獣たちとの衝しよう突とつを徹底して避さけた。あの怪物共に仕事をさせないことで私たちは脱獄を成功させたのだ」

　その言葉にさすがのキリカも目を剝むく。

「あのヴァレリアが逃にげるほどの相手ってこと……っ!?」

「そうだ。いかにして奴らが出現しない脱獄ルートを構築するか。それが五大魔導監獄の脱獄のすべてだった。神獣が現れてしまえばもう人の力ではどうしようもない。決して奴らと戦おうなどと思うな。奴らとの戦せん闘とうはそのままこちらの死を意味する……っ！」

　リオンは胸中で歯は嚙がみし、だが同時に納なつ得とくもしていた。

　フィーネの言っていることはこれ以上ないくらいに理解できる。

　リオン自身、アークドラゴンを撃ち墜とす『収束する妖光』を使えはする。だがもしもそれなしでアークドラゴンと戦えと言われれば、正直死を覚かく悟ごする。元来、神獣とはそれほど圧倒的な存在なのだ。

「分かった。このまま逃げるぞ。今なら独房塔の倒壊で場が混乱してる。チャンスは今しかない！」

　リオンが言うと、アネットの手を引っ張っているレオナがこちらを向いた。

「このまま脱獄ルートに入るってことですか!?」

「そうだ。この土ど砂しやと粉ふん塵じんに紛まぎれて第二層への通用門までいく！　──脱獄開始だ！」

　その宣言と同時、ふいに眼前に白い魔術光が輝かがやいた。ハイネの声が響ひびいてくる。

「『まさか尻尾しつぽを巻いて逃げるつもりですか？　せっかく神獣まで駆り出してきたんだ。もっと僕に付き合って下さい』」

　リオンは警けい戒かいしつつ、口を開く。

「悪いがな。お前の報復に付き合ってやれるほど暇ひまじゃないんだよ」

「『だったら付き合ってもらえるように努力するだけです。具体的には……そう、あなたの囚しゆう人じんたちをボロ雑ぞう巾きんのようにしてあげましょうか？』」

「──あ？」

　ザァッとリオンの足が止まる。一瞬で沸ふつ点てんを超こえた。右手から闇やみ色の魔術光がゴォッ！　と迸ほとばしる。ハイネがいる中央官舎の方を振ふり向き、リオンは鬼おにの形相で叫んだ。

「もういっぺん言ってみろ貴様ァッ!?　腸はらわた引き裂さいて嬲なぶり殺すぞォッ！」

　そんなリオンの顔面にキリカの手がスパンッと当たった。

　次いでフィーネの腕うでが首へガッと回され、レオナの両手が体をグイグイ押していく。

「安い挑ちよう発はつよ！　いちいち真に受けないの！」

「神しん獣じゆうの相手はするなと言ってるだろうが！　馬ば鹿かご主人様め！」

「ここで突っかかったらリオンの大事なあたしたちが危険にさらされますよっ？」

　キリカの手でむうと我に返り、フィーネの言葉にぐうの音も出ず、レオナのツボを押さえた言い回しに見事に説得されてしまった。

　ギリギリと奥歯を嚙みながらリオンは再び走りだす。
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　すると後ろを走っているユフィがやや啞あ然ぜんとしながらアネットへ言った。

「なんか……みんな、見事なチームワークだね」

「皆みな様さまそれぞれ魔王様の性格は熟知しておりますから」

　ハイネは挑発の失敗を悟さとったらしく、声を届けていた白い魔術光が消えていく。

　代わりにミタマを通してアルカマリアの声が辺りに響いた。

「独どく房ぼう塔とうの一つや二つでおたつくな、部下たちよ。そんなことより総力を挙げて脱獄犯共を捕つかまえるのだ！　見事生け捕どりにした者には確固たる地位を約束しよう！　死体であっても好きなだけ褒ほう美びをくれてやる！　だが心して事に当たれ。呆ほうけてるだけの無能は神獣の餌えさにしてやるからなぁ！　さあ命いのち懸がけで捕まえろ！　ここが貴様らの命の懸け時だ！」

　アルカマリアが提示した飴あめと鞭むちが場の空気を変えた。

　独房塔の惨さん状じように動どう揺ようしていた看守たちの顔が、見る間に狩かりゆ人うどのそれに変わっていく。

　看守たちは粉塵に紛れて走っているリオンたちを見つけると、次々に囚人の封ふう印いんを解き始めた。

　監獄の総力を挙げた追つい跡せきが始まろうとしていた。看守たちの熱を帯びた声が周囲に響きだす。

「おい、いたぞ！　あそこだ！」

「もっと囚人共を連れてこい！　雑ざつ居きよ房ぼうの奴やつらも全部だ！　数を集めて取り囲め！」

「こんな出世のチャンスは二度とねえぞ！　容よう赦しやするな！　ぶち殺せ！」

　悪意の塊かたまりのような怒ど号ごうに囲まれ、キリカとフィーネは得物を構え直した。レオナは気き丈じように唇くちびるを嚙み、アネットは恐きよう怖ふに震ふるえ、ユフィは強く耳を塞ふさぐ。

　これこそ脱獄計画を立ち上げた当初からリオンが最も恐おそれていた状況だった。だが竦すくんで足を止めるわけにはいかない。迫せまりくる悪意を引き裂くようにリオンは右手の魔術光を迸らせる。

「大丈夫だ！　二級や三級看守の囚人程度、俺の右手の敵じゃない！　しっかりついてきてくれ、一気に突とつ破ぱするぞッ！」

　囚人たちの魔術が矢のように降り注いでくるなか、リオンたちは決死の表情で暗くら闇やみの道を駆かけていく。







　その頃ころ、ハイネは中央官舎の屋上からリオンたちの動向を見下ろしていた。

　崩れ落ちた独房塔の先、囚人たちの魔術の光が明めい滅めつしている。

　隣となりにいるアルカマリアが大おお股また開きで屋上の縁ふちへ足をかけた。

「匂におう、匂うぞ。欲よくに駆られた獣けものどもが吐はき出す闘とう争そうの匂いだ。これこそ私が待ち望んでいたもの。くく、神獣の一いち撃げきは良いい気つけとなったな。褒ほめてやろう、ロットアイン」

「……別にあなたに褒められたくてやってるわけじゃありません」

「ふふ、尊大な口の利きき方だ。たかが副署長補佐がこの私と同格にでもなったつもりか？　なったつもりなのだろうなぁ。なにせ署長たる私以外に直接『塔とうの住人』とコンタクトを取っている者など貴様だけだ」

「……それも別に好きでやっているわけじゃありません」

「貴様が一体何者なのか、私は別段問いはせん。『塔の住人』が突とつ然ぜん貴様に協力してやれと言ってきた時はさすがに面めん食くらったがな。しかしその程度は些さ細さいなことだ。貴様のその不可思議な左手も、今あそこでハイレインが振るっている異様な右手も、私にとってはどうでもいい」

　アルカマリアはスティック形の鞭を手のなかで弄もてあそぶ。

「だが興味を引かれることが一つある。ロットアインよ、私の知るかつての貴様は話にならん甘ちゃんだった。雑居房の囚人たちを解放してくれなどという妄もう言げんを吐き、この私の逆げき鱗りんに触ふれるほど愚おろかな小こ僧ぞうだった。それがずいぶん腹をくくったものだ。一体何が貴様を変えた？」

　ハイネは遠方の魔術の光を無表情で見つめている。

「……僕とリオンは熾し天てんの儀ぎで戦いました。敗まけたのは僕だった。その敗北を覆くつがえしたいだけです。ただそれだけだ」

　あの時、ハイネはクレアの意志を背負って戦っていた。リオンもきっと似たような状じよう況きようだったのだろう。敗北したハイネに対して、リオンは勝ち誇ほこった顔で言ったのだ。

　クレアという囚人よりアネットの方が良い女だった。それが決定的な勝因だと。

　赦ゆるせるものか。そんな言葉、絶対に赦せるものか。その怒いかりだけが今のハイネを突つき動かしている。

　戦いでボロボロになったハイネの体は『塔の住人』によって再生された。道どう化けの仮面も再生の過程でつけられたものだ。体の半分はすでにこの世界のものではなくなっている。

　本当はこうして生きていることすらおこがましいのかもしれない。

　それでも、どうしてもリオンを斃したかった。クレアの名めい誉よを取り戻もどすために。

「くく、今の貴様はエゴの塊だな。だがそれでいい。信念などというものを掲かかげるより、ずっと人間らしい感情だ」

「……あなたが人間らしさなんて言葉を口にするんですか？」

「ああ、するさ。私ほど人間らしい人間など存在せん」

　黄こう砂さのような髪かみを風に舞まわせ、アルカマリアは胸を張る。

「信念などというものは不純物だ。欲に生き、欲に死ぬ！　それこそが人間よ！」

「……勝手な人だ」

「ふふ、今の貴様も似たようなものだろう？　……しかし、そうだな。どうやら見込み違いもあったようだ。──今、地上のグランデ山脈に多くの人間たちが集結しつつある。貴様も一枚嚙んでいるのだろうと思っていたが、無関係なようだな」

「グランデ山脈に人間が集結？」

　思えば、『塔の住人』も地上に変な動きがあると言っていた。

　一いつ瞬しゆん、ヴェルゼ教のみんなが自分のためにやってきたのかと思った。だがそんな話は聞いていない。監獄への潜せん入にゆう前、教皇から『追って使者を送り込む』とは言われていたが、それとも違うだろう。ではグランデ山脈にいる人間たちは一体何者なのか。

　こちらの疑問にアルカマリアは答えなかった。監獄署長は笑いながら身を翻ひるがえす。

「せいぜい頑がん張ばれ。私はこの最高のショーを愉たのしませてもらう。だが気をつけろよ？　変わったと言ってもやはり貴様は甘ちゃんだ。他者に犠ぎ牲せいを強しいることもできないようではこの先もたかが知れている」

「……」

　気づいていたのか、とハイネはひそかに左手を握にぎり締しめた。

　アルカマリアはニヤニヤと笑いながら去っていく。おそらくはリオンたちの状況をよりよく観察できる特等席を探しにいくのだろう。

　署長としての指示のようなものは残さない。好きにやれということだろう。監かん獄ごく署長は本気で面おも白しろおかしく傍ぼう観かん者に徹てつするつもりらしい。

「それならそれでいい。僕にとっても邪じや魔まが入らなくて好都合だ」

　アルカマリアがいなくなると、ハイネは再び独房塔の先へ視線を向けた。リオンたちは今も看守たちからの逃とう走そうを続けている。

　と、屋上の片かた隅すみから一人の少女が姿を現した。セシルだ。囚人のセシルに対してアルカマリアが手を出してこないとも限らないので、身を潜ひそめてもらっていたのだ。

「ハイネ君」

　ふいに抱だき締められた。

「偉えらかったね。ハイネ君は間ま違ちがってないよ」

「……セシルさんも気づいてましたか」

　ハイネは倒とう壊かいした独房塔の中にいた者や瓦が礫れきの下した敷じきになりそうになった者たちに対して、左手で遠えん隔かく防ぼう御ぎよの魔術を施ほどこしていた。あれだけの破壊を行ったにも拘かかわらず、ハイネは一人の命も奪うばっていないのだ。リオンを斃たおすことだけを願いつつ、どうしてもそれ以外のことを気にかけてしまう。

　それをアルカマリアは甘いと言った。おそらくリオンも同じことを言うだろう。

　ハイネは自分のこの甘さを捨てたかった。そうしなければ、きっと勝てない。しかし、

「大だい丈じよう夫ぶ。ハイネ君はそれでいいんだよ。自分を信じて」

　セシルはこの甘さを肯こう定ていする。ハイネにはもう何が正しいのか分からない。

　それでも立ち止まることだけはできない。

　セシルの腕のなかから出ると、ハイネは左手で大きく弧こを描えがいた。

「贋がん作さくの魔王ロットアインが命じる。こい、絶海の番人！」

　ネオフェンリルの上空に星のような光が生まれた。そこから次の神獣が姿を現す。

　激しい風が巻き起こり、そのなかでハイネは呟つぶやいた。

「──何が正しいかは分からない。それでも僕は必ずやり遂とげる。必ずリオンを斃してみせるよ。見ててね、クレア……」







　看守たちの包ほう囲い網もうが着実に形成されていくなか、リオンたちはギリギリの状況で西へ向かっていた。その方向に第二層への門があるのだ。だが真っ直すぐに向かえば看守たちに意図を悟られてしまう。よって囚しゆう人じんたちの魔術に追い込まれているかのように装い、紙かみ一ひと重えの攻こう防ぼうを続けながら進んでいる。

　先頭は右手を振るっているリオン。右う翼よく左翼をそれぞれキリカとフィーネで固め、戦せん闘とう力のないレオナとアネットを真ん中に据すえている。ユフィは要かなめの遊ゆう撃げき役だ。

「再会して早々こんな状況で悪いな、ユフィ！」

「本当だよ！　色々こっちにも事情があるのに！　まあ、イングラム老も似たようなものだし、諦あきらめてるけどね！　リオン、いつでもいけるよ！」

「よし、頼たのむ！」

　後方で魔ま力りよくを溜ためていたユフィが前へ出る。

　肩かたには吟ぎん遊ゆう詩人のマントを羽織り、手にはハープを抱だいている。

　ネオフェンリルのブレスから逃にげたあの状況でも、ユフィはとっさに自前の装備を持ち出していた。かつての旅の経験が活いきているのだろう。

　二人の師し匠しようであるイングラムはとにかく厄やつ介かい事に首を突っ込む性格だった。重税を敷しいている公国の騎き士し団や横暴な行いをする傭よう兵へい団等々、腹が立つことがあるとすぐに喧けん嘩かを売っていた。そのせいで逆に奇き襲しゆうを仕し掛かけられた経験も一度や二度ではない。

「いくよ！　『葬そう送そうの行進曲～狩人のカントゥータ～』！」

　奏かなでられるのは、状態変化を起こす魔力の演奏。それを耳にした途と端たん、目前の看守と囚人たちが苦く悶もんの表情を浮うかべてたたらを踏ふんだ。

「頭が、頭が割れるっ！」

「なんだこれは!?　こんな魔術聞いたことがないぞ……っ！」

「何をしたんだ、脱だつ獄ごく犯……っ!?」

　敵が怯ひるんだところでリオンが右手を一いつ閃せん。地面に魔術光を叩たたきつけ、その勢いで五人ほど吹ふき飛ばした。そうしてできた包囲の穴をリオンたちは駆け抜ぬける。

「ユフィ、平気か!?」

「へへ、問題ないよ。懐なつかしいね、この感じ。イングラム老と三人で旅してた時みたい」

　そう言って不敵に笑うユフィの頰ほおにはじっとりと汗あせが滲にじんでいた。

　ユフィの演奏は効果範はん囲いを広げるほど魔力を消費する。加えて連続使用には向いていない。本来は一曲演奏するごとに相応の休養を必要とする。だが突とつ破ぱ口こうを開くため、すでに何度も繰くり返し演奏を続けてしまっている。大丈夫なわけがなかった。

「心配しないで。魔力を溜めてすぐに戻ってくるから。それまで持ち堪こたえるんだよ」

　気丈に笑えむと、ユフィは走るペースを落とした。

　レオナたちのいる安全圏けんで魔力を溜めるためだ。

　無理はさせたくないが、今は看守たちにとって未知であるユフィの演奏とリオンの右手が突破の鍵かぎになっている。

　すまん、と呟いてリオンは前を向く。と、同時、左翼からフィーネが叫さけんだ。

「ハイレイン！　一人そっちにいったぞ！」

「分かった……っ！」

　走る速度を緩ゆるめず振ふり向くと、ボロ切れを着た短たん髪ぱつの囚人がすぐそばまで迫せまっていた。首輪の封ふう印いんは当然解除済みで、両手を振り上げている。

「恨うらみはないわ。でも死んで！　作品番号２２２番『月天の雫しずく石いし』！」

　囚人の手に鋼はがねの大たい剣けんが現れた。

　２００番台、それも希少価値のゾロ目ナンバーだ。並の魔術であるはずがない。だが、

「こっちこそ恨みはない！　だが悪いな、死ぬわけにはいかないんだ！」

　大剣からなんらかの攻こう撃げきが発せられる直前、リオンは一気に距きよ離りを詰つめると、右手を叩きつけて大剣の刀身をへし折った。囚人が「え……っ!?」と両目を見開き、大剣は見る間に右手へ吸われていく。

　魔力を喰くらう右手の特性である。今、周囲にいるのは二級や三級の看守ばかりで作品番号６６６番『魔王』のことなど知りはしない。ゆえにこの右手による攻防が完全な奇襲となっていた。

　囚人２２２番の体から魔術光が消え、リオンは右手を握り締める。魔力を喰らったことで『月天の雫石』の魔術を理解した。

「なるほど、『空間切断』の魔術だったか。まともに攻撃されたらヤバかったな」

　リオンは大剣を出せなくなって混乱している２２２番の腕うでを摑つかんだ。

「運が良ければ大おお怪け我がはしないはずだ。幸運を祈いのる！」

　そのまま力任せに投げ飛ばした。身体強化された腕わん力りよくにより２２２番は悲鳴を上げる間もなく後方へ吹っ飛んでいく。

「リオン！　キリカさんの方に４１６番が！　毒の雨がきます！」

　息つく間もなくレオナの声が響ひびいた。４００番台のレオナは４１６番の魔術を知っていたのだろう。目を向けると、キリカの上空に黒い靄もやのような雲が現れ始めていた。

「ちょっ!?　これ、わたしどうすればいいの!?　剣届かないし！」

「俺が対処する！　作品番号２２２番『月天の雫石』！」

　今手に入れたばかりの魔術を行使した。魔術光が輝かがやいて右手に鋼の大剣が生まれる。宙を薙なぐと、一瞬、空中に絵画を破いたような亀き裂れつが入り、毒の雲が千切れ飛ぶ。

「ありがと！　いいフォローよ！」

　キリカはすでに空を見ていなかった。リオンが『対処する』と言った瞬間に意識を切り替かえ、地中から魔術で飛び出してきた囚人へ剣の腹を叩き込んでいる。

　リオンは大剣の『空間切断』の魔術をさらに放ち、遠方の瓦礫の上から魔術を放とうとしていた囚人たちを牽けん制せいする。

「レオナ！　今みたいに周囲を見ててくれ！　誰だれが対処するかの判断は君に託たくす！」

「分かりました！　任せて下さい！」

　状じよう況きようはほぼ乱戦と化していた。一瞬でも気を抜けば歩みが止まって分断され、各個撃げき破はされかねない。

「あと少しだ！　みんな、あと少し耐たえてくれ！」

　三さん叉さ路ろに差し掛かかっていた。右にいけば第二層への門、左にいけば地表への門に辿たどり着く。

　事前情報なく脱獄犯を追っている看守たちは、リオンたちが地表を目指すと考えるだろう。本来ならば地下へ進んでも逃げ道などないからだ。

　この三叉路で上手うまく看守たちを撒まければなんとか逃げ果おおせられる。そのタイミングをリオンが計ろうとした、その時。

　息を切らせたアネットが悲鳴染じみた声で西を指差した。

「あ、あれは！　あれはなんでございますか!?」

　西を見上げ、リオンはおろか周囲の看守たちまでもが啞あ然ぜんとした。

　──巨きよ大だいな怪かい物ぶつが頭をもたげていた。

　体たい軀くは人間のようだが、独どく房ぼう塔とうと並ぶほど背せ丈たけが高く、巨人の如ごとき威い容ようである。全身は黄土色の鱗うろこに覆おおわれ、粘ねん性せいの液が滴したたり落ちていた。目には白目に当たる部分が無く、宝石のような瞳ひとみだけが輝いている。顔は人間よりもむしろ魚に近い。

　誰もが言葉を失った。魔ま獣じゆうの保管庫を持つこの監獄においてさえ、あんな禍まが々まがしい生き物は存在しない。

　まるで時が静止したように誰もが動けずにいるなか、フィーネが呟く。

「神獣だ……」

　その声は絶望に彩いろどられていた。

「あれは『絶海の監獄』を守護する怪かい魚ぎよリヴァイアタンズ。ネオフェンリルと同じく最強の神獣の一角だ！」

　キリカが生理的な嫌けん悪おを顔いっぱいに浮かべて指を指す。

「あ、あんなのが神獣!?　冗じよう談だんでしょ!?　さっきの狼おおかみとぜんぜん違ちがうじゃない！」

「リヴァイアタンズは酸の海に囲まれた『絶海の監かん獄ごく』に生息している！　陸のネオフェンリルや空のアークドラゴンとは根本的に作りが違うのだ！」

　フィーネの説明を理解し、リオンはギリッと奥歯を嚙かんだ。

「つまりあの怪物もハイネが使し役えきしてるってことか……っ！」

　リオンたちの視線の先、リヴァイアタンズが粘ねん液えきの滴る手を独房塔の一つへ伸のばした。その手が触ふれた途端、ジュウッと音を立て独房塔の壁かべが溶よう解かいしていく。

　はっとした顔でフィーネがリオンの方を向いた。

「『絶海の監獄』で酸の海を作っているのはリヴァイアタンズだ！　そのリヴァイアタンズが現れたということは──」

　その言葉が終わるより早く、リヴァイアタンズが大きく一歩を踏み出した。

　ズンッと激しい震しん動どうが辺りを襲おそい、彼ひ我がの距離が一気に縮まった。遠目にあった巨きよ軀くが見上げるほど近くにきた。

　同時、鱗に覆われた全身から粘液が溢あふれ出した。それは滝たきのように降り注ぎ、地面のあらゆるものを溶とかしながら津つ波なみのように迫ってくる。リオンの背にゾッと悪お寒かんが走った。

「まさかここら一帯を酸の海にする気か!?」

　リオンは「クソッ！」と叫び、再び『月天の雫石』の大剣で斬ざん撃げきを放つ。だが『空間切断』の効果は一いつ瞬しゆんのみで持続しない。迫りくる酸の海をいくら斬きり裂さいても勢いは止まらなかった。リヴァイアタンズにも斬撃を放ったが、空間が再結合すると粘液で体が再生してしまう。

「ハイレイン！　酸の海がもう目の前だぞ!?」

「何か手はないの、リオン!?」

　フィーネとキリカが得物を構えたまま、どうすることもできずに叫ぶ。

　リオンはとっさに周囲を見回した。看守たちはまだ状況が飲み込めていないのか、迫りくる酸の海を呆ぼう然ぜんと見つめている。

　それを見てリオンは一か八かの賭かけに出る。大声で怒ど鳴なった。

「看守共！　あれは酸の海だ！　巻き込まれたらお前らも溶解して死ぬぞッ！」

　キリカが「そんなこと親切に教えてる場合!?」と目を瞬またたく。だが答えている暇ひまはない。リオンは祈るような気持ちで看守たちの動向を凝ぎよう視しする。──あれだ！

「みんな、こっちだ！　俺に続いてくれ！」

　言うが早いか、リオンは地面を踏みしめて跳ちよう躍やくした。

　視線の先には小太りの二級看守と、その命令で魔ま術じゆつを行使しようとしている囚しゆう人じん。

「だ、脱獄犯!?　なんで儂わしの方に!?」

「その魔術は俺がもらう！」

　驚きよう愕がくしている看守を問答無用で殴なぐり飛ばした。

　囚人は突とつ然ぜんの奇襲に驚おどろき、固まっている。その胸へリオンは右手をかざした。

「酸の海から逃のがれる魔術があれば、看守は必ず使わせる。あんたの魔術はここから生き延びる力を持ってるはずだな？　正直に白状すれば命だけは助けてやる」

　栗くり色いろの髪かみをした囚人は魔術光を灯ともした右手に怯おびえつつ、掠かすれた声で答えた。

「……わ、わたしの魔術……『空間転移』だから……」

「やはりな。もらうぞ」

　有う無むを言わせず、胸の呪じゆ印いんへ触れた。魔力を一瞬で喰い尽つくし、舌なめずりするように右手を振る。囚人はビクンッと仰のけ反ると、そのまま気を失った。

　倒たおれ込んできた体を無造作に抱だき留め、右手から流れ込んでくる情報を整理する。

「……作品番号５２４番『軍神の過あやまち』か。５００番台だからそこまで高等な魔術じゃない。短たん距きよ離りを高速で行き来するだけの疑ぎ似じ的な空間転移だな。だが今はこれで充じゆう分ぶんだ」

　そうしているうちにキリカたちが追いついてきた。

　酸の海も迫ってきており、ほんの二十メートル先で逃にげ遅おくれた看守たちが飲み込まれていく。

「リオン、なんとかなるの!?」

「ああ。この囚人から奪うばった魔術で門まで空間転移する」

「その娘むすめはどうするのだ？」

「命だけは助けるって言っちゃったからな……。門の内側にでも置いていこう」

　アネットが悲鳴を上げた。

「魔王様っ、海がきます！」

「それどころかあの怪物もきてますよ!?」

　レオナの声にはっと顔を上げる。リヴァイアタンズが鱗に覆われた巨大な手をこちらへ伸ばしてきていた。

「みんな、俺に摑まれ！」

　周囲に巨大な手の形をした影かげが落ちる。鱗からこぼれた粘液がこちらへ届く──その刹せつ那な、魔術光が輝いてリオンたちの姿は間かん一いつ髪ぱつでかき消えた。







　地下第二層。一級看守たちの独房塔が建ち並ぶ収しゆう監かん区画。

　この辺りは第一層と違って構造材やパイプの放置もなく、代わりに石柱のオブジェや庭園樹などが見み栄ばえよく並んでいる。そうして意図的な死角が作られているのが第二層の特とく徴ちようである。第二層は懲ちよう罰ばつ房ぼうや尋じん問もん部屋といった囚人に責め苦を与あたえる施し設せつが多いため、一級看守たちが他人の体液に塗まみれた囚人を目もく撃げきしないよう配はい慮りよされているのだ。

　吐はき気を催もよおすような馬ば鹿か々々しい配慮だとリオンは思うが、おかげで隠かくれる場所にも事欠かない。

　作品番号５２４番『軍神の過ち』の空間転移によって辛からくもリヴァイアタンズから逃げ延びたリオンたちは第一層の門に５２４番の囚人を放置し、第二層まで辿り着いていた。

　現在は看守たちの捜そう索さくを搔かい潜くぐりながら魔獣の保管庫を目指している。

　薔薇ばらのアーチに身を潜ひそめて耳を澄すませていると、反対側から一級と二級看守たちの声が聞こえてくる。こちらを必死に捜さがしているようだ。

「二級のクズ共！　まだ脱だつ獄ごく犯は見つけられんのか!?」

「申し訳ありません！　しかしながら脱獄犯は第一層の三叉路で姿を消したそうです。やはり地表へ向かったのでは……？」

「馬鹿が！　地表ではミタマを総動員して捜索が行われている。それでもまだ発見の報がないのだぞ!?　地表ではない。脱獄犯は地表にいくと見せかけてこの第二層にきたのだ。そうに決まっている。捜せ！　貴様らも神獣の餌えさになどされたくないだろう!?」

「か、かしこまりました！　捜索を続行します……っ！」

　看守たちの喚わめき声を聞きながら、リオンは胸中で『よし』と頷うなずいた。

　捜索は地表中心で行われている。三叉路での攻こう防ぼうがどうにか活いきたようだ。

　しばらくして看守たちの気配が遠ざかると、リオンたちはさらに移動を開始した。

　小さな花か壇だんまで辿り着くと、井い戸どの水みず汲くみ機のハンドルを所定の角度で固定する。それから石材に偽ぎ装そうしたスイッチを順番に押すと、ガコンッと音が響ひびき、井戸の内側に横穴の隠し通路が現れた。これが魔獣の保管庫への入口だ。

「看守様、今何か音がしました！」

「私も聞こえた。近いぞ。捜せ！」

　庭園樹の向こうから追手の声がした。隠し通路の音が響き過ぎたらしい。

　リオンは手て振ぶりで『急げ！』と急せかし、なんとか間一髪で隠し通路に入り込んだ。

　ただ焦あせり過ぎたのか、途と中ちゆう、横穴が縦穴に変わったところでアネットが「あら？」と足を滑すべらせた。そのままアネットが落ちてきて、下にいたキリカ、リオン、フィーネの順にどかどかと落下する。

「大だい丈じよう夫ぶですかー？」

「みんな、平気ー？」

　無事だったレオナとユフィが上から声を掛けてくる。

「ああ、大丈夫だ！　心配いらない！」

　大した高さではなかったので怪け我がはなかった。アネットのことはキリカが上手く受け止め、リオンも受け身を取っている。膝ひざをついたまま、リオンは周囲へ視線を向けた。縦穴を下りた先──地下第三層、魔獣の保管庫である。

　ここは広大な鍾しよう乳にゆう洞どうのように剝むき出しの岩いわ肌はだが延々と続いている。光源になるようなものはないが、岩に付着した魔ま性せい植物の苔こけが光を放っているのでかなり明るい。

「はぁ、なんとか無事にこられましたね」

　梯はし子ごで下りてきたレオナがほっと息をはき、リオンも少し肩かたの力を抜ぬいた。

「ああ。とりあえずここまでくれば看守たちはやってこない。まさか脱獄犯が魔獣の近くにいるなんて思わないだろうからな」

　リオンがそう言うと、どこからともなくフィーネの声が響いてきた。

「そうか、それは何よりだ。何よりだが、いい加減私の上から降りろ！　この馬鹿ご主人様！」

「ん？　……おお」

　下を見ると、足の下にフィーネがいた。どうやら下した敷じきにしていたらしい。

「元気か、フィーネ？　気配はするのに姿が見えないなと思ってたんだ」

「何が元気かだ、いいからどけっ」

　リオンはフィーネから腰こしを上げると、しげしげとその顔を眺めた。

「しかしお前、結構座り心地ごこちいいな」

「な……っ。そ、そんな褒ほめたって何も出んぞ！」

　フィーネは赤くなりながら襟えりを正し、「まったく！」と唇くちびるを尖とがらせた。

　すると服の埃ほこりを払はらっていたキリカがなんとも微び妙みような顔で横を向く。

「……ねえ、レオナちゃん。今のリオンの発言に褒めてるとこなんてあった？」

「……気にしちゃダメです。リオンのまわりはみんなどっかおかしな人ばっかりですから。あたしはもう慣れました」

　一方、アネットは何やら感心した様子で何度も頷いている。

「さすがフィーネ様、わたくしが見込んだ逸いつ材ざいですわ」

　そしてユフィはというと、目をキランッと光らせていた。マントに手を突つっ込み、どこからともなく紙束と羽根ペンを出現させると、

「今、ミストレイアさんからすごく倒とう錯さくの匂においがしたよ！　詳くわしく、その辺詳しく！　リオンの下敷きにされて悦よろこぶってどういうことなの!?」

　リオンは真顔で答えた。

「フィーネは俺の雌めす豚ぶただからな」

「めすぶたっ!?」

「ちょ、ハイレイン……っ」

　ユフィが仰け反り、その正常な反応を見たフィーネも動どう揺ようする。しかし吟ぎん遊ゆう詩人はすぐに目を爛らん々らんと輝かがやかせ、ヘタレな処しよ刑けい人へ詰つめ寄った。

「ミストレイアさん、すごいね！　変態だね！」

「変態!?　い、いや、違ちがっ、私はその……っ」

「リオンの一番は他ほかの人だって分かってるのに、そんな域へ達しちゃうなんてかなりのモンだよ！」

「ま、待て待て、私はだな……っ」

「よっぽどリオンのこと好きなんだね！　骨の髄ずいまで惚ほれ込んじゃってるんだね！」

「ちょ──っ!?　何サラッと言っちゃってるんだ、貴様ぁっ!?」

　ユフィの爆ばく弾だん発言にフィーネの顔がボォッと沸ふつ騰とうした。レオナとキリカもぎょっとして固まり、アネットも「あらぁ」と冷や汗あせをかく。

　そんななかリオンは──極きわめて平然と頷いた。

「ああ、フィーネは俺にベタ惚れだからな」

「なぁ──っ!?」

　フィーネの両目が思いっきり見開かれ、壊こわれたゼンマイのように震ふるえだす。

「なななななっ!?　きっ、きさっ、きさきさま、なっ、なななななにをっ!?」

「何慌あわててるんだ、お前？」

「だ、だだだって、そそそそんなっ、そんなぁなんで!?」

「いや、そばにいれば分かるぞ、それくらい。お前の気持ちなんてとっくの昔に気づいている」

「ええええ──っ!?」

　フィーネは真っ赤になって叫さけぶ。一方、アネットが戦せん慄りつしながら熱く拳こぶしを握にぎり締しめた。

「進化っ、進化です！　魔王様が怒ど涛とうの勢いで進化されていますわ！　鈍どん感かんが治った途と端たんこれほどの急成長をなさるなんて！　わたくしの予想以上です！」

　フィーネはしばらくぷるぷる震えていた。だがやがてリオンの顔色を窺うかがうように上うわ目め遣づかいで、

「だ、だったら……もしも私が貴様を好きだと認めたら……そしたら貴様は私の気持ちに応こたえてくれるのか……？」

　意を決した言葉に空気が張り詰めた。フィーネはもとより他の少女たちも息をのんでリオンの方を見る。そのなかでリオンは──ハッと肩を竦すくめた。

「そんなわけないだろ。俺はお前を恋こい人びとになんてしない」

「──っ！」

「しゅ、瞬しゆん殺さつ!?　フィーネさんが瞬殺されました！」

「いやさすがに酷ひど過ぎるわよ!?　もうちょっと言いようがあるでしょ!?」

　フィーネが涙なみだ目めで崩くずれ落ち、レオナは驚きよう愕がく、キリカは義ぎ憤ふんに駆かられてリオンに詰め寄ろうとする。だがそこでアネットがばっと遮さえぎった。

「お待ち下さい、キリカ様！　ご覧下さい、フィーネ様のご様子を！」

　アネットの一声で皆みなの視線がフィーネに集まった。

　崩れ落ちたフィーネは肩を震わせて泣いていたが、しかし同時に──笑っていた。

「く、悔くやしい……っ。こんな雑な扱あつかいをされたのに、心のどこかでそれを悦んでいる私がいる。見み透すかされているんだ。こんな私の心を見透かした上で、あいつはあんな酷い態度を取ってるんだ……っ。ああ、無残に心を踏ふみにじられたのに、こんなにも深く理解されていることが堪たまらなく嬉うれしい……っ」

　フィーネはさめざめと泣き笑い、リオンはそれを満足げに見下ろした。

「俺は誰だれよりお前のことを理解してる。フィーネ、お前は本質的に他者に支配されたいタイプだ。お前が求めているのは恋人なんて対等な関係じゃない。惨みじめに無残にでも大切に支配されること。それがお前の一番の望みだ」

　リオンはかつて『ガノッサ門』の魔ま術じゆつでフィーネの記き憶おくを見たことがある。それによりリオンは世界中の誰よりも──事によってはフィーネ本人よりも彼女の精神性を深く理解していた。

「俺はお前を恋人にしない。だがお前のことは一生便利に使ってやる。なぜならお前は俺の大事な雌豚だからだ。どうだ、嬉しいだろう？」

「うぅ……」

「返事はどうした？」

「くぅ……っ、ああ、嬉しいさ！　とっても嬉しいです、ご主人様！」

「よしよし。お前は可愛かわいいぬいぐるみが好きだったな？　地上に戻もどったら手芸屋でもやるといい。そうやって処刑人以外の道で復興しろ。お前の──ミストレイア家の名をな」

　フィーネの両目がはっと見開かれた。そして今度こそ観念したという表情で俯うつむく。

「本当に……本当に私のすべてを理解しているんだな。まったく……」

　リオンは穏おだやかに苦く笑しようした。

「一人ぼっちの当主でも、辛つらい記憶ばかりでも、それでもお前はいつかきっと誇ほこりにしたいと思う時がくる。お前が継ついだミストレイア家の名をな。だからその日のために地上で頑がん張ばれ」

「……ああ、分かったよ。分かりました。ありがとう、ご主人様……」

「あと手芸屋が大きくなったら俺のパトロンになるんだぞ？　ミストレイア家の名で俺の絵を大々的に売りだすんだ」

「了りよう解かいだ。もう好きなようにしてくれ」

　フィーネは涙を拭ぬぐうと、差し出されたリオンの手を取って立ち上がった。その表情はどこか晴れ晴れとしている──。

　そんな一部始終を見届け、ユフィの羽根ペンがぐにゃりと曲がった。

「……なんだこれ。ワケ分かんない。途中まで良い倒錯感だったのに、また変な方向に飛んでっちゃったよ……」

　キリカとレオナも遠巻きに感想を口にする。

「最後思いっきりリオンの私利私し欲よく入ってたわよね？　パトロンて」

「キリカさん、もう考えるのやめましょう。たぶん疲つかれるだけです……」

　そんななかアネットだけは「さすがですわ、魔王様っ」と何やら感動していたが、キリカたちはあえて触ふれないことにした。







　と、そうこうしているうちに岩いわ陰かげからオークやゴブリンがちらほらと姿を見せ始めた。人間が入ってきたことに気づき、集まってきたのだ。

「お客さんだ。そろそろ一仕事頼たのむぞ、フィーネ」

「任せろ、ご主人様」

　リオンがブレスレットを振ふると、フィーネの首輪の外装が開き、空中に魔術光の絵画が現れる。

　作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔薇ばら園にて』。

　描えがかれているのは枯かれ果てた薔薇園の情景である。そこでは骨と皮になった貴婦人が鎌かまを持ち、まるで死神のように薔薇を刈かっている。

　記録によれば、この絵画が描かれたのはルードビア王国のトリア領だった。主題となっている伯爵夫人はトリア領で語り継がれる伝説の殺さつ人じん鬼きである。

　彼女は伯爵夫人という地位を隠かくれ蓑みのに幾いく人にんもの召めし使つかいを手に掛かけた。──と、長年伝えられていたのだが、魔王ヴェルゼストがトリア領を訪おとずれた頃ころ、その伝説は歴史学者たちによって間違いであることが証明されていた。

　殺人鬼の風聞は伯爵夫人自らが触れ回ったものだった。当時、弱小領だったトリアを外敵から守るため、あえて凄せい惨さんな噂うわさを広めたというのが真相である。殺人鬼の伝説は弱さを隠すための鎧よろいだったのだ。

　そんな真相に敬意を表したのか、魔王が絵画に込めたのは強さを与あたえる力──人間が魔ま獣じゆうを統とう率そつするための魔術だった。

　リオンはフィーネをモデルにしたいとは思わないが、この『伯爵夫人の薔薇園にて』の絵画は実は結構気に入っている。

　魔術光で描かれた美しくも哀かなしい伯爵夫人。その姿はリオンの視線の先でしばし空中に留とどまると、フィーネの指先で指輪に変わり、魔術が解放された。

「さあ、私のご主人様に道を空けろ、魔獣共！」

　フィーネが腕うでを一ひと振ふりすると、薔薇の香こう気きが辺りに舞まい、オークやゴブリンたちが反応する。魔獣たちは岩陰からぞろぞろと出てくると一様に傅かしずいていく。

　フィーネは『ふっ、ざっとこんなモンだ』という顔で胸を張る。するとアネットが楽しそうにクスクスと笑った。

「すっかり魔王様のことを『ご主人様』呼びになられて。もう完全にデレデレですわね、フィーネ様♪」

「う……っ」

　からかわれたフィーネはちょっと気まずそうに目を逸そらす。

「その、なんだ、修道女。以前、貴様には『振り向かぬ相手に尽つくすなど理解できん』とか偉えらそうなことを言ってしまったが……」

「どうかお気になさらず、フィーネ様」

　すっと両手を組み、アネットは慈じ愛あいのこもった笑え顔がおを向けた。

「魔王ハイレイン教はあなたのすべてを受け入れます」

「……っ。修道女、いやシスター・アネット！　なんと慈悲深い……っ」

　フィーネは瞳ひとみを潤うるませ、そのまま教徒になってしまいそうな勢いだった。そんなフィーネの裾すそをレオナが引っ張る。

「フィーネさん、フィーネさん。ついでにあたしのことも『詐さ欺ぎ師し』呼びから卒業してもいいですよ？」

「む？　じゃあ……ローズライン」

「えー、じゃあわたしも変えてよ。仲間外れとか嫌いやだし。あれ？　でもフィーネが言ってくれないと誰もわたしのこと『飛ひ燕えんの騎き士し』って呼んでくれないわね」
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　と、そんな話をしながら魔獣のアーチをくぐっている時だった。ふいにオークの一体が絹を裂さくような金切声を上げた。

「なんだ？」

　リオンは異変を感じて周囲を見回す。すると地面から黒い鎖くさりのようなものが飛び出してオークの全身に巻きついていた。

　鎖はギチギチと絞しまっていき、ついにオークの肉が爆はぜる。それも一体だけではない。リオンたちが見ている前で地面から次々に鎖が出現し、他の魔獣たちも殺していく。

　フィーネが危機感も露あらわに地面を見る。

「この魔術は……っ！」

　同時、リオンも気づいた。地面から鎖が出現しているということは、

「第四層からの攻こう撃げきだ！　クソッ、予想より早い……っ」

　途端、地面が凄すさまじい勢いで爆ぜた。まるで活火山の如ごとく、魔獣たちのいた一帯が一気に消し飛ぶ。同時に爆ばく心しん地ちの中心から一人の人物が飛び出してきた。

　星の輝かがやきの槍やりを舞まわせ、高笑いと共にやってきたのは、豪ごう奢しやなドレスの脱だつ獄ごく王。

「はーっはっはっはっ！　妾わらわだ！　そうだ、妾だ！　妾がきたぞ、ハイレインッ！」

　神しん槍そうが旋せん風ぷうの如く舞い、生み出されるのは陽子生成による疑ぎ似じ重力。

　不可視の破は壊かいが縦じゆう横おう無む尽じんに放たれ、オークを、岩を、ゴブリンを、鍾しよう乳にゆう石せきを、とにかく周囲のありとあらゆるものを無差別に叩たたき壊こわす。

　目につくすべてを踏み荒あらさんとするように力を振るい、脱獄王ヴァレリア・ガレク・ワイズシャットはリオンたちの真正面に降り立った。

　どこまでも不敵に、そして唯ゆい我が独どく尊そんに、槍の穂ほ先さきをリオンへと突つきつける。

「さあさあさあ！　驚おどろき猛たけり歓かん喜きせよ！　今こそ脱獄王と魔王の決着の時よッ！」

　リオンはすぐさま革かわ手て袋ぶくろを外した。闇やみ色の魔術光を迸ほとばしらせて叫ぶ。

「ヴァレリア！　こんな場所で仕し掛かけてくるなんて、お前──」

　態勢を立て直すために、会話で時間稼かせぎをするつもりだった。だがあのヴァレリアが奇き襲しゆうを仕掛けておいて、そんな暇ひまなどくれるはずもない。

「はーっはっはっ！　愉たのしいなぁ！　お前も愉しむが良いぞ、魔王よ！」

　言葉の途と中ちゆうで突っ込んできた。疑似重力でゴオッと加速し、一いつ瞬しゆんで目の前に現れる。

　宝石のように透すき通った穂先が迫せまってきた。

「時間稼ぎなどというちんけな小細工が妾に通用すると思うのかぁ!?　さあ、まずは一撃だ──ッ！」

　ヴァレリアの振るう神槍グングニル・ツヴァイはかつて魔王討とう伐ばつに使われた星せい装そう神じん器ぎである。その攻撃をまともに受ければ右手さえ貫つらぬかれてしまう。

「クソッ、返り討うちにしてやるさ！」

　リオンはとっさに『月天の雫しずく石いし』を行使した。鋼はがねの大たい剣けんで槍の柄えへ斬ざん撃げきを放つ。無論、『空間切断』の魔術込みでだ。だが、

「ぬるいぬるいぬるい！　まったく以もってぬるぬるだなぁ！」

　ヴァレリアの手首が素す早ばやく返り、神槍の軌き道どうが変わった。その柄が大剣の鍔つばを打つ。こちらの斬撃に魔術が込められていることを見み抜ぬいたのだ。『空間切断』の魔術は紙かみ一ひと重えでヴァレリアの横を通り過ぎる。

　背後の岩いわ肌はだが真一文字に斬きり裂さかれるなか、脱獄王は神槍を縦横無尽に振り回す。

「自じ慢まん以外の何物でもないが妾は槍の達人でなぁ！　絵え描かきが思いつきで振るう斬撃などこの通りよ！　さあ、お次は肉にく弾だん戦だぞッ！」

　ヴァレリアの拳こぶしが光を放ち、リオンの頰ほおへ叩きつけられた。おそらくは魔道具のドレスで強化された拳だ。リオンの身は一気に背後へ吹ふっ飛ばされる。

　意識が消し飛びそうになるのを堪こらえ、大剣を消して右手を突き出した。ヴァレリアはすぐ目の前へ追い打ちにきている。

　生み出すのは作品番号４０４番『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』の結けつ晶しよう。

「おお!?　そいつは妾のトラウマではないか！」

「ああ！　前回お前を倒たおした奥の手さ！」

　黒い結晶に亀き裂れつが入り、大だい爆ばく発はつを引き起こした。

　だがその寸前にヴァレリアは髪かみをかき上げ、右耳のピアスが光った。途と端たん、魔ま法ほう陣じん形の盾たてが現れ、ゼロ距きよ離りの爆発を完全に遮しや断だんする。

　だが『薄紅でない睡蓮』の爆発も尋じん常じようではない。

　二人は爆風によって大きく距離を開け、それぞれに着地した。ヴァレリアはニヤリと笑った。

「やるな、魔王」

「まあな、脱獄王」

　リオンも口の端はしをつり上げる。

　前回後おくれを取った『薄紅でない睡蓮』に対してヴァレリアが対策を講じていないはずがない。逆に言えばリオンが『薄紅でない睡蓮』を使えば、ヴァレリアは性格上これ見よがしにその対策を使ってくる。

　たとえそれが爆発を搔かい潜くぐってリオンにトドメを刺させるタイミングであってもだ。

　今の攻こう防ぼうはヴァレリアの性格を読み切ったリオンの勝ちだ。

　おかげである程度の距離ができた。改めて右手を掲かかげながらリオンは口を開く。

「この場所で仕掛けてくるなんて何を考えてる？　こっちからすれば知ったこっちゃないが、俺やスピカに脱獄の肝きもを晒さらすことになるんだぞ？」

　予かねてから保管庫の第四層にはヴァレリアの脱獄の要かなめとなる何かがあるはずだとリオンは考えていた。だから仕掛けてくるとすれば保管庫のもっと奥、その要を晒すことがない位置だろうと予測していた。

　今、ヴァレリアが飛び出してきた穴の向こうには第四層の姿が見えている。そこにはクリスタルでできた祭さい壇だんが鎮ちん座ざしていた。間違いなくあの祭壇こそがヴァレリアの脱獄の要だろう。

「ハイレインよ、『塔とうの住人』の演算についてはすでにお前も気づいていよう。奴やつは妾の脱獄に関してはすでに理解している。またお前に見られたとして、それも些さ事じでしかあるまい。なぜなら魔王ハイレインは今、この場で妾に討たれるのだからな？」

　そう言って、ヴァレリアは神槍を回転させ、これ見よがしに構え直した。

　リオンの目にクリスタルの祭壇、そして神槍が同時に映る。どちらも宝石のように美しく輝いている。おそらくは同質の物質だろう。無意識にそこまで考えた時、リオンの頭に閃ひらめきが走った。──神槍と同質の祭壇。つまりその肝は陽子の生成。

「そうか……っ！　ヴァレリア、あんたの脱獄ってのはつまり──」

　ニヤリと脱獄王の笑みが深まった。直後、

「隙すきができたな、ハイレイン！」

　地面から鎖が飛び出した。だがその向かう先はリオンではなくヴァレリアの背後──レオナたちのいる場所だった。黒い鎖がレオナ、アネット、ユフィに絡からみつく。

　同時にヴァレリアが疑似重力を放った。その向かう先もリオンではない。ゾッと悪お寒かんが駆かけ抜ぬけた。

「レオナ──ッ！」

　リオンの頭から冷静さが吹き飛んだ。なんの思し慮りよもなく無む作さく為いに駆け出してしまう。

　すべてヴァレリアの策略だった。あえて自らの脱獄の正体を晒し、リオンの隙を誘さそったのだ。リオン自身への攻撃ならば防ぼう御ぎよは造作もなかっただろう。単純にレオナたちへ鎖が向かうだけでもフォローは間に合ったはずだ。二段構えの罠わなだからこそ、完全に冷静さを奪うばわれてしまった。

　ヴァレリアが高笑いを上げながら疑似重力を放ち、リオンはそれをモロに喰くらってしまう。全身がメキメキと悲鳴を上げた。

「がぁ……っ！」

　同時、視線の先でレオナたちのもとに疑似重力が着ちやく弾だんしていた。岩肌が砕くだけ散り、子ウサギのようなリボンの端はしが舞い上がる。

「あ、あ、あ、あああああああッ！」

　砂すな埃ぼこりが舞って、それ以上は見えなかった。リオンは倒れかけていた姿勢から左手を伸のばし、爪つめが割れるほど地面を抉えぐってさらに前へ。レオナのもとへ向かおうとする。

　その前へヴァレリアが立った。

「はーっはっはっ！　ほら妾だ！　妾がいるぞ!?　お前の大事な大事な女たちへ重力をぶちかましたのは妾だぞ!?」

「あああああッ！　貴様ぁぁぁぁぁぁ──ッ！」

　怒いかりで目の前が真っ赤になった。右手から雷いかずちのように魔術光が迸り、周囲の岩と空気を焼き切っていく。さらには舞い散った魔術光が無数の錐きりになり、一いつ斉せいにヴァレリアへと降り注いだ。

「ふはっ！　なんという激しき怒り！　そうだ、それが見たかったッ！」

　神槍から星ほし屑くずの光が迸り、錐を防ぐ盾になる。そこへリオンは雷と化した右手を叩きつけた。焼けた空気が金切声のような音を上げ、闇と星屑が激しく輝く。

「どけええええッ！　殺してやる殺してやる殺してやる殺してやるッ！　今すぐ駆けつけてレオナを助けた後に、貴様の目玉を抉って歯を叩き折って鼻を削そいで舌を抜いて何度も何度も顔面を陥かん没ぼつさせて殺してやるッ！　絶対に殺してやるからなァッ！」

　右手から迸った魔術光がさらに多くの錐へと変わり、星屑の盾へ降り注ぐ。その数は加速度的に増え、もはや錐の豪ごう雨うとなっている。

　ヴァレリアの頰に脂あぶら汗あせが流れた。それでも脱獄王は不敵に笑う。

「良い良い良い、大いに良い！　友を、家族を、恋こい人びとを傷つけられた時！　人は常じよう軌きを逸いつした怒りによって格上の相手すらも打ち倒す！　なかでもお前の怒りというのはとくに凄まじい！　これぞ妾のライバルに相応ふさわしい、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな暴力の嵐あらしよ！　ふふ、しかしハイレイン、こうしてお前の怒りを受けてみて妾は確信したぞ？」

　ヴァレリアが首に巻いているクラヴァット。それがひとりでに解ほどけた。ずっと隠かくれていた首輪が露わになり、その外装が外れていく。

「怒り程度で超こえられるほど、妾という最強は浅くないッ！」

　カッと恒こう星せいのような閃せん光こうが生まれた。

　右手と神槍が激げき突とつしている光すら消し飛ばし、その閃光はすべてを凌りよう駕がして眩まばゆく輝いた。リオンの本能は気づいていた。

　これは終末の光。神すら凌しのぎ、星すら吞のみ込む魔術の力が発現する、序曲の光だ。

　右手が叫さけんでいた。──喰われる！　と。

「今こそ見せてやろう！　妾が宿した作品番号１００番『暗黒神話』を！」

　作品番号１００番。二ふた桁けた台が収しゆう監かんと同時に封ふう印いんされる『天空の大だい監かん獄ごく』において、事実上、最強の魔術である。その猛もう威いがついに姿を現そうとした刹せつ那な、

「その男は私のご主人様だ！　暗黒になど吞ませるものか──ッ！」

　サーベルを構えたフィーネが横合いから飛び込んできた。半身を回転させて加速した斬撃。それが星屑の盾のほんの数センチの隙すき間まへ入り込んだ。バチッと激しいスパークが上がり、変質しかけていた光が消失した。虚きよを突かれてヴァレリアの集中が解けたのだ。

「ルウだと!?　まさかお前がこの場面で飛び込んでくるのか!?」

「ヴァレリア様！　一度は仕えた身ですがこの刃やいば、あなたに向けさせて頂きます！」

　フィーネはサーベルをさらに振ふり下ろしながら、今度はリオンへ叫ぶ。

「ローズラインは私が助けた！　シスターも吟ぎん遊ゆう詩人も心配ない！　頭を冷やせ、馬ば鹿かご主人様！」

「フィーネ……っ！」

　ヴァレリアとリオン、双そう方ほうにとってここでフィーネがくるのは完全に予想外だった。

　サーベルの斬撃によって神しん槍そうの構えが崩くずれ、星屑の盾が消失した。

　さらに放った斬撃をヴァレリアが柄で受け、火花が散った。サーベルと神槍の間で二人の視線が交こう錯さくする。

「弱虫毛虫のお前がよもや妾わらわへ刃を向けてこようとはな！　だがどうした、顔が引きつっているぞ？　怖こわいなら隅すみでガタガタ震ふるえていればよかろうに！」

　フィーネの顔は確かに引きつっていた。だが引きつったままで、それでもフィーネは笑ってみせる。

「ええ、怖いです……っ！　あなたに立ち向かうなど、弱い私には恐きよう怖ふ以外の何物でもない。けれどヴァレリア様、今の私にはそれよりもっと怖いものがあるのです。私にはあなたの強さよりも、あの男を失うことの方がずっと怖い！　だからこうして戦える！　弱い私のまま、強いあなたに立ち向かえる！」

「はっはっ！　なるほど、ハイレインに女にされたか！」

「あなたも一度女になってみるといい！　惚ほれた男に好き勝手蹂じゆう躙りんされるというのも、それはそれで悪くないっ！」

「大した戯たわ言ごとだ！」

　槍やりが星屑色に光り、衝しよう撃げき波はが放たれた。フィーネははね飛ばされかける。だがその衝撃波を相そう殺さいして、フィーネの背を抱だき留める者がいた。リオンだ。

「堪えろ、フィーネ！」

「ご主人様……っ！」

　魔術光を纏まとった右手が神槍の柄えを摑つかむ。ヴァレリアがすぐさま手首を返そうとするが、フィーネが斬撃を放ってそれを阻はばんだ。お互たがいに全力を投じた膠こう着ちやく状態。

　右手と神槍のスパークが舞まうなか、リオンは抱き留めているフィーネへ「お前のおかげで目が覚めた」と礼を言う。

「危ないところだったよ。まったく、駄だ目めだな俺は。キリカやアネットのおかげで色々分かってきたっていうのに、すぐに我を忘れてしまうんだ」

　リオンは今、一つの気配が近づいてきていることに気づいていた。

　その気配の人物は集中を高めるように「ひゅんひゅん、ぎゅいーん。ひゅんひゅん、ぎゅいーん」と呟つぶやきながら疾しつ風ぷうの如ごとき速度で近づいてくる。

　単純な話だ。フィーネがレオナを助けたのなら、アネットとユフィを助けた者がいる。

　そしてその誰だれかはおそらく、今この場で──一番強い。

　ヴァレリアが異変に気づいて顔を上げた。だが神槍は抑おさえ込んでいる。リオンはニヤリと笑えんだ。

「俺の怒りは失うことへの恐怖だ。でももう怯おびえる必要なんてない。だって俺は──一人じゃないんだ」

　ヴァレリアが鋭するどく叫んだ。

「飛ひ燕えんの騎き士しか！　良かろう、掛かかってくるがいい！　妾のピアスが誇ほこる絶対防御はたとえ１００番台の一いち撃げきでも──」

「ひゅんひゅんっ、ぎゅいーんっ！」

　一条の銀光が走り、キリカが駆け抜けた。

　同時、ピアスから生じた魔ま法ほう陣じん形の盾たてが砕け、ヴァレリアのドレスが斜ななめに裂さけた。その背中から血が噴ふき出す。

「な──っ、にぃ……ッ!?」

　キリカは魔道具の防御ごと斬きり裂いていた。ヴァレリアが驚きよう愕がくするのも無理はない。

　１００番台の魔術すら防ぐということはピアスの盾は星装神器並みの強度を誇っていたはずだ。それを斬り裂くなど人間の領域を超えている。

　キリカはザッと地面を踏ふみ締しめて止まると、ヴァレリアへビシッと指を突つきつけた。

「これで重力でやられた時の借りは返したわよ！　あ、でも背後から斬りつけるのは騎士の行いじゃないから、それはごめん！」

　キリカの首輪が封印状態なことを見て、ヴァレリアはさらに両目を見開いた。

「『無限煉れん獄ごく』を使った斬ざん撃げきですらなかったのか!?　ならば一体……っ」

「隙ができたな、ヴァレリア！」

「ぐぬぅ……っ!?」

　ゼロ距きよ離りから『収束する妖よう光こう』をぶっ放した。フィーネも神槍の位置をズラすように斬撃を放っている。濁だく流りゆうのような光に押され、ヴァレリアの体が吹ふっ飛んだ。

「ぐぅ……っ！　く……ふふ、愉たのしませてくれる！　それでこそ、それでこそだ！　だが妾はまだまだ立ち上がれる強い子だぞぉ!?」

　ピアスとドレス、それにティアラが輝かがやき、その両足がズンッと地面を踏み締めた。

　押し飛ばされていた体が止まり、『収束する妖光』を真正面から受け止めていた。リオンはさすがに言葉を失う。今まで『収束する妖光』を弾はじいたり消し飛ばしたりする相手はいたが、この１００番台を真正面から受け止める敵などさすがに初めてだ。

　息をのむリオンに対し、ヴァレリアは王者の笑みを見せる。

「くっくっく、妾はちゃんと覚えているぞ……っ！　前回の敗因はルウを捨てたことであった。だから見せてやろう。妾の進化というものを……っ」

「お前の進化だと？」

「そうだ。お前に敗北したことにより妾は進化した。妾はな──こんなにも強いのに、きちんと反省することを覚えたッ！」

　ヴァレリアの言葉に呼応して、第四層への穴から一人の囚しゆう人じんが飛び出してきた。

　クセのついた髪かみを頭の左側で丁てい寧ねいにまとめた、神官姿の囚人だ。

　その両手には魔術光が輝き、何十本という黒い鎖くさりが伸びていた。

「ごきげんよう、フィーネさん。お久しぶりですわね？」

　フィーネがはっとした顔で叫ぶ。

「ビアンカか!?　しまった、ご主人様、すぐに『収束する妖光』を止めろ！」

「もう遅おそいですわ。私の妹もほらここに！」

　黒い鎖が保管庫を覆おおうように蠢うごめいた。その一本にまた新たな囚人が摑まっていた。

　ストレートの髪を頭の右側でドーナッツ状に巻き、手にはモーニングスターを持っている。ビアンカと同じ神官姿だがスカートがかなり短い。

「やっほーっ、フィーネちゃん！　レベッカがきたよーっ！」

　黒い鎖がヴァレリアの体に巻きつき、レベッカと名乗った囚人と位置を入れ替かえた。

　当然、『収束する妖光』はレベッカに直ちよく撃げきする。だがその瞬しゆん間かん、灼しやく熱ねつの激痛に身を焼かれたのはレベッカではなく、リオンだった。

「がぁぁぁぁぁぁッ！」

　右手から妖光が消える。それと同時に激痛も消え、リオンは膝ひざをついた。

　キリカが瞬時にこちらへ駆かけ寄り、油断なくヴァレリアたちへ剣けんを構える。だが隙すきのない立ち姿とは裏腹に表情は完全に動どう揺ようしていた。

「ちょっ、何今の!?　リオンに何が起こったの!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　リオンは左手でわき腹を押さえながら、なんとか返事をする。

「ああ……まだ動ける。フィーネ、今のは……なんだ？」

「レベッカの魔術だ……っ。作品番号２００番『半はん獣じゆう人じんの獣けもの』。そこに宿っているのは呪じゆ法ほう系の最さい高こう峰ほう『完全反射』。レベッカに打ち込まれたあらゆる攻こう撃げきを制限無し、デメリット無しですべて対象に突き返すのだ……っ」

「何それっ、反則でしょ!?」

「いや生身で魔道具を斬る貴様が言うのもどうなんだ!?　だが確かに反則染じみた魔術ではある。『半獣人の獣』の『完全反射』はある意味、絶対無敗の力だ……っ」

　キリカと同じようにサーベルを構えながら、フィーネは歯は嚙がみする。

「読み切れなかった。まさかヴァレリア様が自分の戦いに臣下を参加させるなど」

「言ったであろう？　妾は反省することを覚えたと」

　二人の臣下を左右に従え、ヴァレリアは背中の傷を感じさせることなく、仁に王おう立ちになる。

「前回はハイレインと飛燕の騎士の絆きずなによって敗北した。ならば今度はこちらも絆を以もって挑いどむのが常道だ。さあ、第二ラウンドといくぞ！　覚かく悟ごするがいい！　臣下との絆を得た妾はさっきの三百倍は強いッ！」

　ヴァレリアたちが臨戦態勢に入った。それに対し、リオンはわき腹を押さえたまま、口の端はしをつり上げた。

「……付け焼やき刃ばのお前らと一いつ緒しよにするなよ。そっちの強さが三百倍なら、こっちの絆はお前たちの三万倍だ」

　次の瞬間、リオンたちの背後から魔術の霧きりが出現し、三人の姿を覆い隠かくした。

　レオナの『霧む海かいの騙だまし絵』だ。リオンはわき腹を庇かばう振りをして左手を隠し、ブレスレットでレオナの封印を解いていた。それを察知したレオナが魔術を行使したのだ。事前に示し合わせてはいない。だが言葉などなくても通じ合える。

「おお！　完全に妾の裏をかきおったな!?　ふふ、だが逃にがさんぞ、ハイレイン！」

「ちっ、不意をついて俺たちが反はん撃げきに出ると読み違ちがえてくれればありがたかったんだが……やっぱりそうはいかないか。だがここは是ぜが非でも逃げきってみせる。俺たちの目的はあくまで脱だつ獄ごくだからな」

　ヴァレリアたちが霧のなかへ侵しん入にゆうしてきた気配がする。だがリオンはそこへ『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』を繰くり出した。レオナの霧を結けつ晶しよう化し、次々に爆ばく発はつさせていく。霧と爆発、そして粉ふん塵じんを使った三重の目くらましである。

「今だ！　逃げるぞ……っ！」

　キリカとフィーネを連れ、走りだす。レオナが霧を薄うすくして進むべき方向を示してくれる。程ほどなくして三人は霧の外へ出た。

「レオナ……っ！」

「リオン……っ」

　フィーネの言った通り、レオナは無事だった。リオンは飛び込んできたレオナを抱き上げる。アネットとユフィも無事だ。三人とも軽傷で済んだようだ。

「みんな、急げ！　ゲートはすぐそこだ！」

　大岩を二つ越こえたところで柱状の光を放っている魔法陣が見えた。転移結晶で造ったゲートである。その横には下降用に製作した気球も置いてある。

「フィーネ！　近くに魔ま獣じゆうはいないか!?　気球をゲートまで押し込め！」

「ヒドラが一体いるのを感じる！　任せろ！」

　フィーネが香こう気きを放つと、岩いわ陰かげからヒドラが現れた。触しよく手しゆの塊かたまりのような体で気球を押し始める。

「リオン！　攻撃がきます……っ！」

　レオナが叫さけんだ途と端たん、霧のなかから何十本という鎖が飛び出してきた。それらは鞭むちのようにしなり、頑がん強きような岩を次々に粉ふん砕さいしていく。こちらの姿が見えないので見境なく攻撃しているのだ。その鎖の一部がゲートのすぐ横を掠かすめた。

「マズい……っ！」

　とっさに『薄紅でない睡蓮』の結晶を放った。ゲートのそばにきていた鎖が砕くだける。だが別の鎖が気球の籠かごに直撃した。籠がバラバラに砕け散り、破は片へんが辺りに飛び散った。

　フィーネが「ちぃ……っ」と歯嚙みし、アネットも「ああ、そんな……っ」と絶望的な声を上げる。籠を押していたヒドラは驚おどろいたのか、うねうねと転がって、ゲートの光のなかへ消えていった。

　そして霧のなかから声が響ひびく。ヴァレリアの声だ。

「はーっはっはっ！　近い、近いぞぉ！　そこにいるのか、ハイレイン！」

　ゴオッとヴァレリアの疑ぎ似じ重力が炸さく裂れつした。リオンたちのすぐ横の地面が次々に陥かん没ぼつしていく。リオンは『収束する妖光』の散さん弾だんを背後へ撃うちながら叫ぶ。

「みんな、ゲートへ飛び込め！」

「けれど魔王様、気球がないと降りられないのでは……!?」

「このままじゃヴァレリアたちに追いつかれる！　いくんだ！」

　ユフィを先頭に次々とゲートへ飛び込んだ。レオナを抱いたリオンが最後となったところで、霧のなかからヴァレリアが現れた。

「退場にはまだ早いぞ！　妾わらわの魔術をまだ堪たん能のうしていないであろう！」

「悪いがいい加減腹いっぱいだ……っ！」

　ギリギリだった。ヴァレリアが強大な作品番号１００番を放とうとした瞬間、レオナが一瞬早くゲートへ飛び込み、リオンの襟えりを引っ張った。

　まさしく紙かみ一ひと重え。髪の先が魔術に触ふれて消しよう滅めつするのを感じながら、リオンはどうにか転移に成功した──。







　三章




　転移したリオンはゲートから飛び出し、転がるように受け身を取った。

　鍾しよう乳にゆう洞どうのような保管庫から一転、辺りは黄金の輝きに満ちている。

「リオン、ここは……」

　腕うでのなかでレオナが目を丸くしている。見れば、先に転移したキリカたちも周囲を見て驚いた顔をしていた。リオンは床ゆかに腰こしを落ち着け、ほっと息をつきながら答える。

「ここが俺たちの目指していた第七層──地下大聖堂さ」

　天てん井じようは見上げるほどに高く、ステンドグラスが星空のように散りばめられている。

　随ずい所しよに金細工で装そう飾しよくされた柱が立ち、無数のキャンドルが美しく明かりを灯ともしていた。

　フロアには無人の長なが椅い子すが並んでいる。その真ん中を貫つらぬく身廊には真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれ、横手には巨きよ大だいなパイプオルガンも鎮ちん座ざしている。まさしく栄光と美が凝ぎよう縮しゆくされたような空間だ。

「今度こそしばらくは安全なはずだ。ヴァレリアも転移先までは分からないだろうし、看守たちも原則的にここへは入れない。ハイネが追ってくるにしても第二層からだとかなり時間が掛かかるはずだ」

　周囲にはリオンたち以外の気配はない。危険がないことを確かく認にんすると、リオンは改めてレオナをぎゅっと抱き直した。フィーネには偉えらそうなことを言ったものの、レオナがやられたと思った時は本当に背筋が凍こおりついた。

「もう甘えん坊ぼうさんですね、リオンってば」

　レオナは苦く笑しようしながらリオンの背中をぽんぽんと叩たたいた。

　それからアネットに掠り傷の治ち癒ゆをしてもらい、一息つくと、キリカが聖堂の奥を指差した。

「ねえ、リオンっ。あれっ、あれ！」

「ああ、気づいたか」

　荘そう厳ごんな聖堂のなかに一つだけ異質な存在感を発しているものがあった。

　身廊の行き着く先、祭さい壇だんに祀まつられている巨大な魔ま水すい晶しようだ。

　魔力抽ちゆう出しゆつ場の魔水晶のように球体カットはされておらず、氷山の一角を切り崩くずしたような形をしている。──そのなかに一人の少女が封ふうじられていた。

　布一つまとわぬ裸ら身しん。固く閉じられた瞼まぶたは眠ねむっているようでもあり、精せい巧こうな人形のようにも見える。なかでも目を引くのは星ほし屑くずを散りばめたような長い銀ぎん髪ぱつである。

「あれってひょっとして……スピカ？」

「白いスピカだ。『塔とうの住人』のスピカとは別人だよ」

　キリカの問いにリオンは端たん的てきに答えた。

　魔水晶に封じられている少女は『塔の住人』たるスピカと瓜うり二ふたつの姿をしている。だが無論スピカとは別人である。

「『ガノッサ門』で見たブルーロウの記き憶おくによれば、あの白いスピカはこの『天空の大だい監かん獄ごく』の一部……部品のようなものらしい」

　ブルーロウというのは以前リオンが懇こん意いにしていた看守の名だ。彼はこの監獄で長年情報屋を営んでおり、死の直前に記憶の数々を『ガノッサ門』でリオンに見せてくれた。白いスピカのこともその情報の一つである。

「あの魔水晶をよく見てくれ。無数のパイプが繫つながってるだろ？」

　リオンが指差す方をしげしげと眺ながめ、キリカは目を瞬またたいた。

「……なんかどっかで見たことあるパイプね？」

　白いスピカを封じている魔水晶には無数のパイプが繫がっている。大別すると機械的なパイプと生態的なパイプの二種類だ。それらは大聖堂の天井へと伸のびている。

「あのパイプは監獄各所の工場へ繫がってるんだ」

「工場……？　あっ、ひょっとして魔力抽出の？」

「その通り」

　この監獄では刑けい務む作業の一いつ環かんとして囚しゆう人じんたちの絵画を解放し、魔力抽出をする。その魔力は監獄の中ちゆう枢すうに送り込まれるのだが、

「何を隠そう、その中枢っていうのがこの白いスピカなんだ」

「え……っ。わたし、なんかもっと機械っぽいものを想像してたんだけど」

「ブルーロウの記憶でも詳しよう細さいまでは分からなかった。あくまで幹部級の看守たちから聞きだした情報だけだったからな。ただこの白いスピカが監獄内の魔術を統とう括かつしてるのは確かみたいだ。島の飛行も含ふくめたすべての魔術をな。これは俺の想像だが『塔の住人』のスピカが監獄の表を支配し、この白いスピカが裏を構築してるって図式なのかもしれない」

　そもそも『スピカ』というのは異世界の連星の名だ。二つで一つの名を冠かんした星。ここに封じられている少女はおそらく『スピカという監獄のシステム』の片割れなのだろう。

　また、この地下大聖堂は白いスピカに集められた魔力で構築されている。

　ステンドグラスも金細工の柱も無数のキャンドルもすべて魔術で物質化された物体だ。

『塔の住人』のスピカは魔術を演算できない。つまり魔術で構築されたこの大聖堂内部にはスピカの予知は及およばない。

　リオンが第七層のこの場所を脱獄の要かなめとして選んだのは、これが理由である。

　ちなみに転移結晶は長椅子の隅すみに隠かくしておいた。リオンたちが保管庫のゲートを通ると自動でこちらのゲートも展開する仕組みだ。

　大聖堂の説明が一通り済むと、それを待っていたようにレオナが口を開いた。

「リオン、気球は壊こわされてしまいましたけど、その様子だと何か手があるんですね？」

　キリカも「そうよっ」とこちらを見る。

「まさかこれで万ばん事じ休すなんてことはないわよね？」

「ああ。一応、次善の策がある」

　そう言うと、皆みなに安あん堵どの空気が流れた。懐ふところの懐かい中ちゆう時計を取り出すと、監獄がグランデ山脈に到とう達たつするまであと一時間ある。逆に言うと、あと一時間はここから動けない。だがちょうどいい。

　フィーネが腕を組んで尋たずねてきた。

「それでその次善の策とはなんなのだ？」

「絵画を描かき変えるんだ。それで脱獄用の魔術を作る」

　リオンの右手は『魔王の絵画』を描き変え、絵画に宿った魔術を変質させることができる。その力を使い、この場で脱獄に適した魔術を作り出すのだ。

　そう説明をすると、途端にユフィがキランッと目を輝かがやかせた。マントに手を突つっ込むとまた紙束と羽根ペンが出てくる。どうやらあのマントは格納型の魔道具のようだ。

「で、誰だれにするの!?　リオンは誰の魔術を描き変えるの!?」

『魔王の絵画』は少女たちの魂たましいに寄り添そっている。それを描き変えるということは彼女たちの心に直接触れるに等しい。ユフィはその意味を正確に汲くみ取ったようだ。

　これは歌の良い題材になるよっ、という顔でこっちを見ている。

　リオンは端的に答えた。

「ユフィだ」

「え？」

「ユフィの魔術を描き変える」

「あ、あたしっ？」

　指名され、ユフィの声が裏返った。キリカが「あれ？　そういえば……」と腰に手を当てる。

「ユフィリアの魔術が何かってまだ聞いてなかったわね」

　リオンは軽く頷うなずきを返して口を開いた。

「ユフィの絵画は作品番号５１２番『蒼そう穹きゆう』。そこに宿った魔術は『天空の大監獄』において絶対の禁きん忌きとされているんだ」

『蒼穹』自体はただの５００番台である。しかしこの監獄の性質上、そこに宿った魔術は殊こと更さらに危険視されてきた。代々の囚人５１２番は収しゆう監かんと同時に死ぬまで封ふう印いんされてきたほどである。

「死ぬまで封印ってなんでそこまで……。一体どんな魔術だっていうの？」

　鼻白んだキリカの言葉は全員の気持ちを代弁していた。

　皆の視線が集まり、リオンは重々しく口を開く。

　作品番号５１２番『蒼穹』に宿った、この監獄で最も危険視された魔術。それは──。

「飛行魔術だ」

　あ、と皆の顔に理解が灯った。

『天空の大監獄』が脱だつ獄ごく不能の鉄てつ壁ぺきさを誇ほこっている要因はいくつもある。だがその最たるものはやはり『空を飛んでいること』だろう。『蒼穹』はその絶対性を揺ゆるがす可能性を持っている。言ってみればこの監獄に対する強きよう烈れつなカウンター魔術なのだ。

「で、でもさ、リオン」

　とユフィは思いきり眉まゆを寄せる。

「あたしに宿ってる『蒼穹』の魔術は一人用だよ？　ちゃんと使ったことはないけど、上手うまくできたとしても飛べるのはあたしだけなんだ」

「ああ、だから俺がそれを描き変える。右手で絵え柄がらを変えて、全員が飛べる魔術にしてみせるよ」

「あ、そういうことか……。いやでもね？　あたし、それはちょっと……」

　ユフィは怖おじ気けづいた様子で後あと退ずさる。と、リオンはすぐ隣となりでレオナの表情が沈しずんだことに気づいた。

「レオナ……」

　名を呼ぶと、少女は表情を隠すように俯うつむいた。

　右手の描き変えの力は、多用すれば脱獄をもっと有利に進められるはずの力である。だがリオンはこれまでレオナの『霧む海かいの騙だまし絵』以外にこの力を使っていない。一度などそれでキリカと喧けん嘩かになったほどだ。

　絵画の描き変えには、リオン自身に『この絵画はこうあるべき』という理念が必要になる。だがその条件を別にしても、レオナ以外に描き変えの力を使う気にはなれなかった。

　心に触ふれ、絵画を描き変えるのはレオナだけでいい。それはレオナというモデルに対する強い思い入れの顕あらわれである。

　そんなリオンの内面性をレオナは正確に理解している。だからこそ、今から自分以外の少女に描き変えが行われるという事態は辛つらいもののはずだ。

「レオナ、すまない。だが……」

「分かってます」

　少女は顔を上げる。浮かべているのは気き丈じような笑え顔がおだった。

「ユフィさんの飛行魔術は今絶対に必要です。それに魔術のために絵を描き変えるような行こう為い、リオンにとっても信条をかなぐり捨てるような辛いことだって、あたし分かりますから。だから大だい丈じよう夫ぶ。あたしのことは気にせず、やって下さい」

「……すまん」

　辛い時ほどレオナが笑顔を浮かべることをリオンは知っている。やるせなさを感じながら、リオンはユフィへ向き直った。

「やるぞ。服を全部脱ぬいで、手を広げてくれ」

　ん？　とキリカたちが首を傾かしげる。リオンは革かわ手て袋ぶくろを外し、ザッと一歩を踏ふみ出した。

「レオナの時は俺のなかに『レオナの絵画はこうあるべき』って強い信念があった。でも今回は魔術の描き変えが目的だ。キャンバスとしての体てい裁さいを整えて、足りない信念や理念の補強をしたい。だから全ぜん裸らになってくれ」

　ユフィはさらに後退った。

「えっとね、脱ぐのは全然いいんだけどさ。リオンに裸はだかを見られるのなんて今さらだし」

「そうだな。地上にいた頃ころ、ユフィには散々体を見せてもらった」

　途と端たん、キリカが「散々……っ!?」と眉を立て、フィーネも「体を……っ!?」と一いつ緒しよに歯は軋ぎしりを始めた。一方、レオナとアネットは「あー」「たぶん、そういうことでございますね」と何やら頷き合っている。

　絵の修しゆ業ぎよう時代、リオンは毎日ヌードデッサンを行っていたのだが、その時にモデルをしてくれたのがユフィなのだ。吟ぎん遊ゆう詩人だけあってユフィは芸術にとても理解がある。

　だから今回も二つ返事で脱いでくれると思ったのだが……しかし、ユフィは意を決したように両手でバツを作った。

「やだです」

「やだです？」

「脱ぐのはいいけど、描き変えられるのは嫌いやっ。だってそれ、リオンに丸ごと心を預けるってことじゃん！　無理無理っ、ダメっ、絶対イヤ！」

「なんだって……っ!?」

　予想外の拒きよ否ひにリオンは鼻白んだ。するとユフィは「当たり前だよ！」と眉を立てる。

「心も体も完全に委ゆだねるなんて恋こい人びと同士だって普ふ通つうはできないよ!?　それに描き変えってたぶんイングラム老の技法を使うんでしょ!?　それって間ま違ちがいなくエロエロなことになっちゃうよね!?」

「おおい!?　俺や師し匠しようの絵をなんだと思ってるんだ!?　まあ、確かに今回はキャンバスとして情じよう欲よくに溺おぼれてもらう必要はあるが……」

「ほら、やっぱり！」

　リオンが師匠から学んだ技術は、まず対象の闇やみを受け入れることから始まる。

　別段、情欲に限るわけではないが、モデルなら怒いかりや憎にくしみ、景観なら破は壊かいや歪いびつさなど忌き避ひされる部分を最初に掬すくい取っていく。ユフィの指し摘てきはそうした理念を知っているからこそのものだ。

　今回で言えば『蒼穹』は『鎖くさりに捕とらわれた翼よく人じんが遥はるかな空を眺ながめている絵』である。

　これは創作理念がアネットの『虹にじを待つ裸ら婦ふ』とかなり近い。ゆえにリオンが手を加えるとしたら『虹を待つ裸婦』の情欲を念頭に置いて描き変えるのが最も確実なのだ。

　絵画とキャンバスはリンクしている。

　描き変えの最中、ユフィには性的に乱れてもらわなくてはならない。少なくともアネットぐらい発情してもらうことが必要だ。

　それによりリオンは『蒼穹』を『強い情動によって鎖を千切り、周囲の人々と飛び立つ翼人の絵』にしようと考えている。この描き変えで『蒼穹』は単体飛行から範はん囲い飛行の魔ま術じゆつに変わるはずだ。

　と、真しん摯しに説明をしたのだが、ユフィは一向に聞き入れてくれない。むしろ切々とお説教が始まった。

「よく考えてみて？　そういう深い関係になる相手はさ、リオンのまわりにちゃんといるんじゃない？　描き変えだってひょっとしたらあたし以外の絵画でもできるんじゃないかな？　だいたいあたしとリオンはもうとっくの昔にお別れしてるんだよ？　あたしが謡うたうリオンの魔王譚たんに、あたしの出番なんて作れないよ」

「？　なんの話をしてるんだ？　お別れ？　なんのことだ？」

　ユフィがなぜこんなに頑かたくなになっているのか分からない。リオンは途と方ほうに暮れそうになる。するとレオナが「んー」と思案顔になった後、手招きをした。

「リオンリオン、ちょっとこっちきて下さい」

「？　どうした、レオナ？」

「耳を貸して下さい。現状をどうにかするヒントをあげますです」

　レオナのところまでいって屈かがみ込む。するとこちらの肩かたに手を置き、背せ伸のびをしてコソコソと囁ささやいてきた。

「あのですね、ユフィさんは昔リオンと恋人同士だったって勘かん違ちがいしてるんです」

「はあっ!?　……ど、どういうことなんだ、それは？」

　するとアネットも屈み込んできた。リオンと視線を合わせると、厳おごそかに両手を組み合わせる。

「魔王様、今こそ悔くい改める時です。さあ、思い返してみて下さい。以前にユフィリア様から『お付き合いして』的なことを言われ、サラッとアホみたいなお返事をしたことはございませんか？」

「えっ、まさか、いやでも……」

「リオン、よく考えて下さい。心当たりがあるでしょう？　あなたはそういうアンポンタンな能無しクズ人間なところがある人ですよ？」

「魔王様、間違いを犯おかすことは誰にでもございます。けれど、そんな自分の犬いぬ畜ちく生しようにも劣おとるクズ感性を見直すことが大切ですわ」

「あの、二人とも喩たとえにしてももう少し手加減してくれないか……？」

　物もの凄すごくへこみそうになりつつ、リオンは思い至った。

「……西部のカークス市場に『付き合って』って言われたことがあった。二つ返事で『いいぞ』って言ったら、その日からやたらとユフィの機き嫌げんがよくなったな……」

　記き憶おくのなかのピースが組み上がり、リオンは「ああっ」と頭を抱かかえた。

「あれって『恋人になって』って意味だったのか……っ！」

「はい、正解でーす」

「ああ、成長されましたわね、魔王様」

　レオナがにぱっと笑い、アネットはほろりと目じりを拭ぬぐう。

　一方、リオンは問題の大きさに気づき、さらに頭を抱えた。

「ああああ、つまりユフィにとって俺は『別れた男』なわけで、そんな男に身も心も任せることはできないってことか……っ」

　さらに思い返してみると地上時代、ユフィが一足先に免めん許きよ皆かい伝でんになって『これからは別々に旅をしていく』ということになった夜、彼女は宿のリオンの部屋にやってきた。

　リオンはこれからの旅を祝福するつもりで一晩中思い出話に花を咲さかせたのだが、次の日、ユフィは何かを悟さとりきった表情で旅立っていった。今になって思えば、彼女はリオンのその行動を『別れ話』として受け取ったのだろう。

「ええと、これは一体どうすれば……今からどうにかして付き合ってた関連の誤解を解くか？　いや今さらなんの解決にもならないよな。むしろ元恋人じゃないなら尚なおのこと手を出したら駄だ目めだ。……ん？　待てよ、そうなると俺が今までキリカたちに色々やってきたことはアリなのか？　ん？　あれ？」

「はーい、リオン。その辺は考えだすと泥どろ沼ぬまになるから今は措おいときましょーね♪」

　そう言ってレオナが耳へ「ふーっ」と息を吹ふきかけてきた。背筋に快感が走って「うわっ」と思わず仰のけ反る。考えていたことが全部吹っ飛んだ。

　目を白黒させるリオンへ、アネットが再び祈いのりのポーズをして、

「魔王様、今はとにかくユフィリア様の問題を解決することが先決ですわ」

「あ、ああ、そうだな」

　何やら二人に手玉に取られている気もするが、確かに目下のところ考えるべきはいかにしてユフィに『性的な情欲を含ふくめた描かき変え』を了りよう承しようさせるかだ。

　ユフィが言っていた『別の絵画を飛行魔術にする』ことは実際のところ不可能である。

　なぜなら関連性のないテーマを任意の魔術にすることはさすがにできない。

『虹を待つ裸婦』は創作理念が近いものの、その『虹』は清らかさの比ひ喩ゆなので飛行魔術とは関係ない。かろうじてキリカの『無限煉れん獄ごく』は雷いかずちが主題となっているが、あれはキリカ自身の精神性が強く影えい響きようしている。他者に作用する魔術にはできないだろう。

　やはりユフィを説得するしかないのだ。

「しかし正せい攻こう法ほうじゃ無理だな。だったら……」

　リオンは一計を案じることにした。手順を素す早ばやく考え、やることをまとめる。

「……うん。この方法ならたぶんユフィをなんとか丸め込める。あとは誰だれに手伝ってもらうかだが……」

　大聖堂のなかを見回した。

　まず長なが椅い子すの前にいるキリカと目が合った。さっきの『ユフィの体を散々見せてもらった』発言が尾おを引いているのか、思いきりジト目である。リオンはぼそぼそと呟つぶやいた。

「……駄目だ。剣けんを装備してるキリカには返り討うちにされかねない」

　次に目の前で両手を組んでいるアネットに目を向けた。

「……アネットも難しいな。たぶんユフィの心が動かない」

　そして肩にもたれかかっているレオナに目をやる。

「……ありえない。レオナにそんなことさせられない」

　最後にキリカの隣となりで腕うでを組んでいるフィーネに視線を向けた。

「よし、フィーネ。お前だ。お前が適任に違いない」

「？　なんの話だ、クソご主人様」

　フィーネも不ふ機き嫌げんそうだが、今はそこに構っている暇ひまはない。リオンはザッと立ち上がり、フィーネを真っ直すぐに見て、右手を握にぎり締しめた。手の甲こうに聖せい痕こんが浮き上がり、ゴオッと魔術光が迸ほとばしる。そして脈略もへったくれもなく宣言した。

「今からお前を凌りよう辱じよくするッ！」

「はぁ!?」

　目を見開いて後あと退ずさるフィーネ。

「な、何をいきなり言っている!?　ワケが分からんぞ!?」

「ガタガタうるさい！　黙だまって今すぐ股またを開け！」

　リオンは完全に看守モードの顔になり、大股で身廊を歩いていく。

　アネットが「あらあらまあまあ」とキュンッとした顔になり、レオナは「あー、なるほど。だいたい分かりました」と呟き、キリカが「何言ってんのキミは……っ」とチャキッと剣を抜ぬきかける。が、レオナが走っていって止めてくれた。キリカが動けないように腰こしへ抱だきつく。

「ちょっ、レオナちゃん!?　邪じや魔ましないでってば、リオンがなんか暴走してるから止めないと！」

「あー、まー、気持ちは痛いほど分かります。分かりますけど、ここはちょっと静観してて下さい。必要なことなんです、たぶん」

　そう言うと、レオナはリオンを手助けする台詞せりふを言ってくれた。やや棒読みながら、ユフィにしっかりと聞こえるように。

「うーわー、大変ですー。リオンがストレス解消にフィーネさんを襲おそい始めましたー。八つ当たりでフィーネさんの体を貪むさぼり倒たおす気ですー」

　ええっ、と驚きよう愕がくするユフィ。

「も、もしかしてあたしのせい!?　あたしが断ったからミストレイアさんで性せい欲よくを満たそうとしてるの!?　申し訳ないけど……でもちょっと興味深い！」

　済まなそうな顔をしつつ、手にはしっかり紙束と羽根ペンを構えた。

　一方、当のフィーネは真っ青を通り越こして、蒼そう白はくになっている。

「ちょ、ちょっと待て、ご主人様っ。落ち着け、待て、お願い待って！　貴様、何をしようとしているのか分かっているのか!?」

「ああッ!?　なんだその口の利きき方はァ!?」

「ひぃっ、すみません……っ！」

　ガツンッと長椅子を蹴け飛とばすと、フィーネは竦すくみ上がって腰を抜かした。へなへなと長椅子にもたれたところへ、魔術光の滾たぎる右手を見せつけてやる。

「勘違いするな。ユフィが嫌いやだと言うからお前の絵画を描き変えることにしたんだ」

「わ、私の絵画を……？」

「そうだ。お前の『伯はく爵しやく夫人の薔薇ばら園にて』を描き変えて、魔ま獣じゆうに翼を与あたえるような魔術に変質させる。ただ──」

「ただ？」

「レオナの言っていることも本当だ」

「本当なのか!?　私はまた凌辱されるのかっ!?」

　フィーネはじたばたと長椅子の背もたれを乗り越えて逃にげようとする。だが軍服の襟えりを摑つかんでひょいと振ふり向かせた。右手の身体強化があるので造作もない。

「なんで逃げるんだ？」

「に、逃げるに決まってるだろ！　毎度そんな易やす々やすと蹂じゆう躙りんされてたまるかっ」

「お前は俺の雌めす豚ぶただろうが？」

「め、雌豚だけど、でも……っ」

　フィーネはキリカたちの方をチラチラ見て、

「あ、あいつらがいるだろ……っ。……なあ、二人きりの時なら何をしてくれたっていいよ。なんだって言うことを聞きます。だからせめて人の目がない時にしてくれ……っ」

「俺は今したいんだ」

　右手を一いつ閃せん。軍服の前面を引き裂さいた。普ふ段だんはサラシで押さえられている豊かな胸が飛び出す。解き放たれた双そう丘きゆうが勢いよく揺ゆれ、フィーネは「きゃあっ」と少女そのものの悲鳴を上げた。リオンは機嫌よく大笑い。

「はっはっ！　良い声だ。その声が聞きたかったんだ！」

「ば、ばかぁ……っ」

　フィーネは子供のように言って胸を隠かくした。だが意外に胸が大きいため、腕の間で柔やわ肉にくがむにぃと強調される。そのまま「放せっ、放せってば」とじたばた暴れた。おかげで襟を摑んでいた左手がすっぽ抜ける。

　ぺたんと床ゆかに落ちたフィーネは生まれたての小こ鹿じかのような姿勢で逃げ出した。

　ほう、とリオンは悪漢の顔になり、

「鬼おにごっこか？　いいぞ、逃げろ逃げろ。必死に逃げてるところをあっさり捕つかまえてほしいんだな？」

「だ、誰がそんなこと思うかっ。この馬ば鹿かご主人様！　変態っ、鬼き畜ちくっ」

「そう言う割に足が遅おそいんだよなぁ」

　リオンは大人げなく全力跳ちよう躍やくし、胸を押さえて走りにくそうにしているフィーネの前へ一いつ瞬しゆんで着地。胸を隠していた両手首を摑むと、軽々と持ち上げる。

「み、見るなっ。見るなってっ」
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　じたばたともがくが、そうするほど乳ち房ぶさが波打つように揺れてしまう。リオンの眼前には薄うす桃もも色いろの先せん端たんが惜おしげもなく晒さらされている。リオンはそれを無ぶ遠えん慮りよにしげしげと眺ながめ、

「公開広場ではゆっくり見る暇がなかったが悪くない。とても綺き麗れいだ」

「え……っ」

　フィーネの頰ほおが朱しゆに染まった。リオンは目ざとく気づき、ニヤリと笑えみを浮うかべる。

「なんだ？　嬉うれしいのか？　こんな屈くつ辱じよく的な格好で褒ほめられて、それでも嬉しいのか？」

「う……っ」

「ほらどうなんだ？　答えろよ」

　両手を拘こう束そくされたまま、フィーネは悔くやしそうに、だが嬉しそうに俯うつむいた。

「……う、嬉しいに決まってるだろ。私は自分の中の『女』をご主人様に責め立ててもらうと体が熱くなってしまう。自分でも我が慢まんできないくらい嬉しくなってしまうんだ」

　リオンは大いに笑い声を上げた。

「良い答えだ。さすがは俺の雌豚だ。やはりユフィよりお前を描き変えることにして正解だったな。実際、お前は従順だし、何より鎖さ骨こつから乳房の丸みにかけてのラインは──ユフィよりも美しい」

　視界の端はしでユフィがムッとしたのが分かった。リオンは内心で『よし』と思い、左手をフィーネの軍服の隠しポケットに突つっ込んだ。そのまま胸付近をまさぐる。途と端たん、ビクッと反応するフィーネ。

「ちょ、ご主人様っ、どこ触さわって……っ!?　あ、やだ、そこ……っ。やだやだ、そこはダメ……っ」

　まったく気を遣つかわずにまさぐっているので、布越ごしに胸の膨ふくらみや先端が指に当たる。

　その度たびにフィーネはビクンビクンッと反応し、しばらくしてリオンは目当てのものを見つけた。

「あった」

　フィーネはすでに目がとろんとしており、自分がポケットから何かを取られたことに気づかない。

「……き、気が済んだか……？　もう下ろしてくれるのか……？」

　口ではそう言いつつ、もじもじと太ももを擦こすり合わせている。声にも媚こびるようなニュアンスがあった。リオンはそれを半ば無視して口の端はしをつり上げる。

「なあ、フィーネ。お前、俺が気づいていないと思っていたのか？」

「……？　なんのことだ……？」

「お前がこっそりと俺のところからこれをくすねていたことさ」

　リオンは今しがたフィーネのポケットから抜き取ったものをかざした。

　ぶよぶよした粘ねん液えきの入った小こ瓶びんである。

「メルトスライムの保存瓶だ」

　ぎょっとするフィーネ。リオンは笑みをさらに深くし、

「きちんと保管していたはずなのに一瓶足りなくてな。捜さがしてたんだ。やはりお前がくすねてたんだな？　まさかお前、こいつで俺に逆ぎやく襲しゆうしようとでも考えていたのか？」

「ち、違う！　私はそんなこと考えてないっ」

　物もの凄すごく焦あせった顔で、フィーネはアネットの方を見る。

「そのメルトスライムはシスターからもらったのだ！　『体がどうしても火ほ照てったらこっそりお使い下さいませ』と譲ゆずり受けたんだ……っ」

　無論、リオンはそんなこと知っている。というか、フィーネに渡わたしてやってくれ、とリオンがアネットに頼たのんだのだ。

　メルトスライムの快楽は癖くせになりやすい。中毒性があるわけではないが、思い出して我慢できなくなる夜もあるだろう。そう思って、アネット経由でフィーネへあげたのだ。

　そんな顚てん末まつを一いつ切さい合がつ財さい知らん顔で、リオンは背後を振り向く。

「アネット、こいつの言っていることは本当か？」

　空気の読める淫いん乱らんシスターは笑顔できっぱり言い切った。

「いいえ。まったく記き憶おくにございません♪」

「ちょお!?　き、貴様ぁぁぁぁぁっ!?」

「死し刑けい決定だな」

　親指で蓋ふたを弾はじき、「待っ──」と叫さけぶフィーネの胸へ、メルトスライムをどろりとこぼした。途端、緑色の粘液が蠢うごめき、揉もみしだかれるように双丘が揺れる。

　メルトスライムは人間の火照った肌はだを好み、性感を何倍にも高める。

「あ、あ、あ、あ、ああああああっ」

　粘液が胸の中心に到とう達たつする。途端、薄うす紅べに色いろの先端がピンッと屹きつ立りつした。

「にゃああああああああ──ッ！」

　フィーネはガクガクと痙けい攣れんする。

　だが発ほつ作さのような快楽は止まらない。フィーネは両手を拘束されたまま激しく双丘を揺らし、腰をくねらせて痙攣し続ける。

「気持ぢいいぃぃぃッ！　気持ぢぐでおがじぐなっぢゃう！　やだやだ、助げでご主人ざまぁぁぁぁっ！」

　こんなことになっている原因はリオンだというのに、フィーネが助けを求める相手もまたリオンだった。

　それは根源的な信しん頼らいの表れである。ご主人様であるリオンは破顔し、左手でフィーネの腰を抱だき寄せた。

「赦ゆるす！　好きなだけ悶もだえて痴ち態たいを晒せ！　どんなに醜みにくく恥はずかしい姿を晒しても、俺がすべて赦してやるッ！」

　快楽に溺おぼれたままフィーネが息をのむ。そして、まるで心を鷲わし摑づかみにされたように甘えきった声で、

「ば、ばかぁ……っ、もう大好きぃ──っ！」

　フィーネのタガが外れた。もはや何一つ包み隠さず、一気に昇のぼり詰つめていく。リオンは至近距きよ離りからそれを見つめ、そして、

「いい加減にしなよーっ！」

「ふぐわっ!?」

　背後からハープでごすんっと殴なぐられた。ユフィだった。リオンは後頭部を押さえて蹲うずくまる。ユフィは紙束と羽根ペンを放ほうり捨てて仁に王おう立ちになった。

「やり過ぎだよ！　あたしも最初はちょっとメモしようかなと思ってたけどいくらなんでもあんまりだって！　最低だよ、リオン！」

「いやでも今、大好きって言ってたぞ？　フィーネは」

「女の子は気持ち良くされるとそう言っちゃうの！　ミストレイアさん、最初からすごい嫌いやがってたじゃん！　なのに無理やり好き放題するなんてリオンには呆あきれ返るよ！」

　だがそこで細い手がユフィの足首を摑つかんだ。「えっ」とユフィが目を向けた先にいるのはフィーネである。リオンが手を離したので解放されたのだが、足あし腰こしがとろけて立ち上がれないようだ。

「ふ、ふふ、吟ぎん遊ゆう詩人よ。一体、誰だれが嫌がっているって……？」

「え、だってミストレイアさん、すごい抵てい抗こうしてたし……」

「ふん、これだから古い女は困る」

「ふ、古い女？」

　びきっとユフィの額に青筋が浮かんだ。

　フィーネは熱の残る体を持て余しながら不敵な笑みを作る。

「……元恋こい人びとだかなんだか知らんが、所しよ詮せんは古い女だ。私は最初から一度も嫌がってなどいない。ご主人様も本気で私を傷つけようなんて考えてない。そんなことも分からんから貴様は古い女なのだ」

「ほ、本気で嫌がってなかった……？　服破かれて手首摑まれてスライム漬づけにされたのに……？　だったら変だよ、おかしいよ！」

「はっ！　やはりその程度か。道理でご主人様に捨てられるわけだな！」

「なっ!?　す、捨てられ……っ!?」

　思いきり引きつったユフィへ、フィーネは嘲あざけるように言い放つ。

「変だろうがおかしかろうが全部丸ごと受け止める。リオン・ハイレインとはそういう男だ。貴様はその器うつわも見み抜ぬけん程度の女だったから捨てられたのだ。ふふ、私もまだまだ未熟者だが……貴様よりは女として上のようだな！　ご主人様も貴様より私の絵画を描かき変えようと思うわけだ！」

　ブチンッとユフィのなかで何かが切れた。

「リオン！」

　床に蹲っているリオンを見下ろし、

「あたしの絵画を描き変えて！」

「……いいのか？　だって嫌がってたろ？」

「いいから！　最初はあたしにするつもりだったんだよね!?　だったらあたしにしていいよ！　だからミストレイアさんじゃなくてあたしにやって！」

「よし、言げん質ちを取ったぞ」

　すくっとリオンは立ち上がった。ユフィが「へ？」と目を丸くするなか、床でネトネトのびちゃびちゃになっているフィーネをできるだけ優やさしく抱だき上げる。

「ご苦労だったな。おかげで助かったよ、フィーネ」

「……任務完かん了りようだな」

「やっぱり気づいてたか」

「……当たり前だ。私の絵画に空に関する要素などない。どう描き変えたところで飛行関連の魔ま術じゆつになどなりはしない。すぐに気づいたさ。これは私を当て馬にして吟遊詩人をその気にさせる算段だとな。まったく、ついこないだまで朴ぼく念ねん仁じんだったのに、もう女のプライドを利用する域にまで達したか。シスターの言っていた進化という言葉も笑えんな」

「……分かった上でユフィを挑ちよう発はつしてくれたんだな。悪い、嫌な役をやらせた」

「いつかも言ったろ？　汚よごれ役はすべて私が担になってやると。それに……」

　フィーネは甘えるようにリオンの胸へ頰ほおをすり寄せた。そして幸せそうに目を閉じる。

「……とっても気持ちかったから許します、ご主人様」

　リオンは苦く笑しようし、お姫ひめ様さまを扱あつかうように丁てい寧ねいにフィーネを運んだ。長なが椅い子すへ恭うやうやしくその身を横たえる。そして右手を掲かかげてすくっと立ち上がった。

「さて、始めようか。ユフィ」

　ユフィは完全に『嵌はめられた』という顔で頰を引きつらせていた。







　右手に魔術光を滾たぎらせるリオンを前にして、ユフィは心底追い詰められていた。ハープを握にぎる手がじっとりと汗あせばむ。今、頭のなかで木霊こだましていることはただ一つ。

　……あたし、何されちゃうの!?

　つい勢いであんなことを言ってしまったが、もちろん覚かく悟ごなんてできていない。

　だいたいリオンと恋人同士だったのは昔の話だ。当時だってヌードモデル以上のことはしていない。なのに今さらそれ以上の関係になるなんてよくないと思う。

　それに、無視できない事情もある。

　ユフィはまだ脱獄するわけにはいかないのだ。

　リオンたちに事情を説明することはできない。決断を先延ばしにしてここまで同行してしまったのが完全に仇あだになった。

「いくぞ？」

「えっ、ちょっと待って……っ」

　そばにきたリオンが問答無用で腕うでを一いつ閃せん。ユフィの服の上半分が弾け飛ぶ。

「きゃあっ!?」

　今さら恥ずかしがることなんてないはずなのに、やはり動どう揺ようしてしまう。

　とっさに手で隠かくしたが、胸の柔やわらかいところがたわわに波打つ。大事なハープも落っことしてしまい、右往左往していると、リオンが手を伸のばして胸の呪じゆ印いんに触ふれてきた。

　途と端たん、ぞわっと総毛立った。まるで魂たましいに直接触れられたような感覚だった。

　指と呪印の間で魔術光がビリッと輝かがやき、指先が離はなれる。

「拒きよ絶ぜつ？　いやこの感じは違ちがうな。……恐おそれか？」

　その言葉にユフィはたじろいだ。右手を通してリオンが気持ちを読み取ったのだと分かったからだ。リオンは軽く指を動かすと、「なるほど」と呟つぶやいた。そして左手のブレスレットを一ひと振ふりする。それによって解放されたのはフィーネの首輪の封ふう印いんだった。

「フィーネ、お前の力が必要だ。ゲートにいるあいつをけしかけろ」

「お望みのままに。作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔薇ばら園にて』。束そく縛ばくしろ、ヒドラ」

　フィーネが腕を振ると、薔薇のような香かおりが漂ただよった。それに反応したのは第三層で一いつ緒しよに転移してきたヒドラである。動物とも植物ともつかない無数の触しよく手しゆの塊かたまりは、今の今までゲートのそばで暇ひまそうにウヨウヨしていたのだが、薔薇の香こう気きに反応して一気に触手を伸ばしてきた。ユフィに向かって。

「ええええっ!?　ちょっ、何する気さ!?」

　無数の触手が一いつ斉せいに服のなかに入ってきた。上半身は胸の丸みをなぞるように、下半身は股またの間を這はうように、触手がどんどん巻きついてくる。

　リオンはそんなユフィの状じよう況きようを冷静に見つめ、

「耽たん美びな悲ひ恋れんモノにはつきものだろ？　騎き士しが決死の覚悟で救出に向かうも、ヒロインの姫君はすでに魔物たちの餌え食じきになっている。今は君がそのヒロインだ」

　ギクリとした。魔物たちの餌食になるという言葉より、リオンが右手でどこまで気持ちを読み取っているのかが気になった。だが探さぐりを入れるような暇は与あたえられない。

「ああァ！　あン……っ！」

　触手からじわりと熱い粘ねん液えきが染しみ出してきて、ユフィは悲鳴を上げた。トロトロの液体が胸や股へ滴したたっていく。服がびたびたになって肌に張りつき、細い体のラインを浮うき彫ぼりにしていく。同時に胸の先せん端たんや下腹部がどうしようもなく熱くなってきた。

「これっ、これって……はうンっ！　あっ、あっ、ああンっ、だめェ……っ！」

「ヒドラの粘液には催さい淫いん作用がある。ローレライの花以上に即そつ効こう性があるからどんどん高ぶっていくぞ？」

「ず、ずるいよっ、そんな……ああっ、いやァ、ヌルヌルいやァ……っ！」
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　手も足も触手に巻きつかれ、ユフィは高く掲げられてしまう。抵抗できない。粘液のせいで息が荒あらくなり、弓なりにされた体の上で胸がぷるぷると震ふるえた。先端はすでに熱く尖とがりを帯び、触手が当たる度たびに気絶しそうなほどの快感が押し寄せてくる。

「あうン、ちょ、待ってェ……っ！」

　触手が太もも辺りで蠢うごめき、股が大きく広げられていく。ユフィの体で最も秘ひめやかな部分が赤せき裸ら々らに晒さらされてしまった。ヌードデッサンの時だってここまで見せたことはない。恥ずかしさで死にそうになる。

「うぅ、リオンの変態ぃ……っ」

「ほう、そんな生意気なことを言う口にはお仕置きが必要だな？」

　リオンがパチンッと指を鳴らした。意図を汲くみ、フィーネがヒドラを操作する。

　すると触手の先端がぐぐっとこちらを向き、

「んぐうっ!?」

　口のなかへ飛び込んできた。

「んン!?　んぐう！　ふっふっ、んンンンンッ！」

　反射的に吐はき出そうとするが、触手はズンズンと喉のどの奥を責め立ててくる。

　息ができない。苦しい。だがユフィはすぐに自分の異変に気づいた。息苦しさがどんどん快感に変わってくる。腰こしが自然に動いてしまう。粘液の催淫作用だ。

　ユフィは口こう腔こうを触手に犯おかされながら激しく腰を振り始めた。涙なみだと涎よだれが止め処どなくこぼれていく。厳げん粛しゆくな大聖堂にじゅぶじゅぶと淫みだらな音が響ひびき渡わたる。

「んンン！　んぐっ！　んン！　あふぁ、ンンっ、んんンッ！」

　もはや触手が口に入ってこようとしているのか、それとも自分が飲み込もうとしているのかすら分からない。そんなユフィを眺ながめながらリオンは背後へ手を振った。薔薇の香気が舞まい、口のなかから触手がずるっと抜ぬけ落ちた。

「ごほっ！　ごほごほっ」

　酸素が頭に巡めぐり、ユフィを正気に引き戻もどす。途端、羞しゆう恥ち心しんが駆かけ巡った。

「あ、あたし一体何を……っ。違う、違うの！　今のは違うんだよ……っ！」

「違わない」

　耳元で囁ささやかれ、ユフィはビクッと震えた。リオンの氷のような瞳ひとみがすぐそばにあった。

「君は今、悦よろこんで触手をしゃぶっていた。人としての尊厳を忘れ、魔ま獣じゆう相手によがって腰を振っていたんだ」

「違うっ。違うよ、絶対違うっ。あたしはそんな淫らな子じゃない……っ！」

「じゃあ、もう一度味わってみるか？」

　リオンがすっと手を挙げると、触手の一本がぐんっと顔の前にきた。

「ひぃ!?」

　反射的に感じたのは嫌けん悪お。しかしほんの一いつ瞬しゆん、体が期待してしまった。リオンはその一瞬を見み逃のがさなかった。右手がユフィの口に突つっ込まれる。

「んぐう!?」

「今、口を開いたな？　快楽を期待して口を開いたろ？　ここか？　なあ、ここに極ごく太ぶとの触手を突っ込まれたいのか!?」

　リオンの指先が舌を摘つまみ上げた。ヒドラの粘液を味わっていた舌はそれだけで快楽を生み出してしまう。きゅうっと股をすり寄せ、ユフィは仰のけ反った。

「ごめんなひゃい！　ごめんなひゃい！　期待しちゃってごめんなひゃい！　謝るから許ひてぇ！　今ひょこ触さわられたらあたひぃ……っ！」

「感じればいい！　触手を味わった舌で好きに乱れればいいさ！」

「らめぇ！　ひょんなの絶対らめぇ！　あたひはそんな……っ」

「そんなヒロインになりたいんじゃない──か？」

「……っ!?」

　頭が真っ白になった。それは本音を暴あばき出す言葉だった。吟ぎん遊ゆう詩人であるユフィがひた隠しにしている本音をだ。口から指が抜かれ、唾だ液えきがつ……と糸を引いた。

　リオンは一転してどこか複雑そうな目を向けてきた。

「『蒼そう穹きゆう』の絵のなかで翼よく人じんは鎖くさりをつけられている。本来自由なはずの翼人は、それによって飛べる範はん囲いを制限されているんだ。これはユフィのなかの何を意味するのか……『イグリエの絵画目録』で絵え柄がらを見た時からずっと気になってた。

　君はいつも恋こいする人々を追いかけていたな。そうして君が作り出す歌はいつも美しかった。決して結ばれることのない隣りん国ごくの侯こう爵しやくと貴婦人。幼さを越こえて大人の階段を上っていく羊飼いと薪まき売り。砂さ漠ばくを横断する旅人とオアシスの踊おどり子。それらの歌を生み出すために人々を追いかける君の執しゆう念ねんはいつも常じよう軌きを逸いつしていた。さっき呪印に触れてやっと分かったよ。その執念は……君自身の渇かつ望ぼうに由来している」

「……やめて」

「ユフィ、君は……」

「やめて！」

「君は美しい恋れん愛あい譚たんを謡うたいたいんじゃない。君自身がそこに描えがかれたヒロインになりたいんだ！」

　カァと頰が熱くなった。蹂じゆう躙りんされている時とは別の恥はずかしさがこみ上げてくる。

　リオンはどこか自じ嘲ちようを含ふくんだ口調で続けた。

「翼人は鎖に捕とらわれて空を眺めている。本当は鎖を千切って空へ飛び立てるはずなのに、絶望したまま空に焦こがれているんだ。そんな翼人を見た人々は言うだろう。『あなたこそ誰だれよりも空を知る人のはずなのに』と。君も同じだ、ユフィ。君の渇望を知ったら誰もが言うだろう。『あなたこそ誰よりも恋や愛を知る人のはずなのに』と。君は数あま多たのヒロインを謡い、そのヒロインに憧あこがれ、けれど自分がそうなれないことに絶望している」

　その言葉は正しかった。

　ユフィリア・ファルセットという吟遊詩人を突き動かしている原動力。それは強きよう烈れつな渇望である。

　各地をさすらい、愛の素す晴ばらしさを高らかに謡い、そしていつか自分の番がくることを願っている。

　恥ずかしかった。自分の最も根源的な部分を暴かれたことが猛もう烈れつに恥ずかしかった。

「なんでわざわざそんなこと言うの……？　見て見ぬ振りしててくれればいいのに」

「俺も気づいたからだよ。俺の絵への執しゆう着ちやくは『愛されたことがない』って欠落からくるものだった。そのことに……気づかせてくれたんだ。彼女たちが」

　最後の一言だけ温かさがあった。それはユフィの知らない温かさだった。

「『愛されたことがない』とか言われたら、あたし、立つ瀬せがないんだけど……？」

「ああ、すまん。なんて言ったらいいか、それはな……」

「勘かん違ちがいだったんだね、あたしの」

　リオンはとっさに言葉に窮きゆうしたようだ。だが今までのやり取りで分かってしまった。

　渇望や欠落を抱かかえた者同士、恋こい人びとだと思っていたのはユフィの勘違い。

　リオンはこの監かん獄ごくで素す敵てきな女の子たちに出で逢あって欠落が埋うまり、今度はこうして──。

「ああ、そっか」

　ストンと理解できてしまった。

「なんでこんな強ごう引いんなことするのかと思ったら、リオンは描かき変えにかこつけてあたしの渇望をどうにかしようとしてるんだね。自分がそうしてもらったように」

　視線を向けると、リオンは途端にバツが悪そうに目を逸そらした。

「……やっぱり兄きよう妹だい弟子でしだとやりにくいな。思考パターンを読まれて困る」

「あはは、観念しなよ。これでも一応、恋人のつもりだった女だからね？」

　リオンは頭をかき、色々と誤ご魔ま化かそうとするように右手を掲かかげた。

「魂たましいに触ふれるぞ。君の心は俺が解放してみせる」

　魔術光を帯びた指先が近づいてきて、ユフィは小さく吐と息いきした。

　……レオナさんたちもこうやってリオンに救われてきたんだね。

　全員揃そろってベタ惚ぼれになってしまうわけだ。心の奥の奥まで踏ふみ込まれ、その上でこんなふうに手を差し伸のべられてしまったら、そりゃあ誰だって陥かん落らくしてしまう。

　このまま身も心も委ゆだねるのは最高に心地ここち好よいのだろう。

　けれど──、

「余っ計なお世話だよーっ！」

　ユフィはカッと目を見開いた。同時、無数の触手が唸うなりを上げる。ユフィを束そく縛ばくしていたところから一転、リオンに襲おそい掛かかって両手両足へ絡からみつく。

「なにっ!?」

　驚きよう愕がくするリオン。ユフィは触手を制せい御ぎよし、胸を揺ゆらしながら体を起こす。

「リオンに助けてもらわなくったって、あたしはあたしの力で素敵な恋愛譚のヒロインになってみせるんだから！　っていうか人の原動力を暴くとか同じ芸術家としてどうなのそれ!?　失礼にも程ほどがあるってモンだよ！　あたし意地でもリオンになんて敗まけないよ！」

　触手がリオンの上着をビリビリに破いていく。

「うお!?　まさかユフィが操あやつってるのか!?」

「ふっふっふ、魔力を込めて操作するのはあたしの十八番おはこなんだから！　直接触れてればこれぐらいできるんだよ！」

　触しよく手しゆの制御は五分五分だった。半分をフィーネが、もう半分をユフィが支配している。

　ユフィは自分の触手すべてをリオンの服の下へ潜もぐり込ませた。

「描き変えにはエッチな気分にならなきゃいけないんだったよね!?　だったら先にリオンをイカせてあげちゃうんだからーっ！」

「なっ!?　待て、ユフィ！　そこになんの意味がある!?」

「女の意地ってやつだよ！　いいから無様にイッちゃって！」

「マズい……っ、フィーネ！　手加減無しでぶちかませ！　ユフィを汁しるだく地じ獄ごくに突き落としてやれッ！」

　ユフィに絡みついている触手から、どばっと粘ねん液えきが溢あふれ出した。途と端たん、体が熱を帯びて痙けい攣れんする。とてつもない快感に意識が飛びそうになった。

「ああンッ！　気持ちイイ、気持ちイイよぉ！　あン……っ！」

　その快楽はあまりに凄すさまじく、思わず恥ずかしいことを口走ってしまう。

　肌はだは火ほ照てってピンクに染まり、胸の先せん端たんは蕾つぼみのように硬かたくしこりきっている。

　だが、それでも敗けるわけにはいかない。頭のなかに残った一欠けらの意地がユフィを突き動かす。

「あン！　ンンっ、気持ち良くってどうでもよくなっちゃいそう……っ！　でも、あたしはまだやれるんだ……っ！」

「それは残念だったな。もうとっくに詰つみだ」

「──っ!?」

　意識が飛びかけていて気づけなかった。いつの間にかリオンが目の前にいる。

　見れば、キリカが「あ、焦あせったわ。危ないところだったわね……っ」と剣けんを手にしてぜーぜーと肩かたで息をしている。

　彼女が触手を斬きってリオンを助けたのだ。

「す、助すけっ人となんてずるい！　反則だよ、リオンっ」

「勝負とは常に非情なものさ」

　右手が呪じゆ印いんに触れた。魂に触れられた衝しよう撃げきで制御を失い、再び触手が猛もう然ぜんと襲い掛かってくる。体の奥から突き上げるような快楽がきてもう抗あらがえない。

　ユフィは雷かみなりに打たれたようにビクビクビクッと痙攣。

「んあァァァァァァっ！　ダメぇぇぇぇぇっ！」

　触手の粘液を全身に浴びながらユフィは達した。

　同時、体から魔術光が溢れて空中に作品番号５１２番『蒼穹』を描きだす。

　その絵柄がリオンの手で少しずつ描き変えられていく──。







　しばらくして。一段落すると、リオンは６００番台の絵画を呼び出した。

　看守生活のなかで出逢った『衣服を修しゆう繕ぜんする』魔ま術じゆつの絵画である。温かみのある光が右手からこぼれ、フィーネとユフィ、そしてリオン自身の衣服を元通りにする。

　描き変えも成功し、『蒼穹』は皆みなを空へ導ける範囲型の飛行魔術になった。だが、

「あー、ユフィ？　なんだ、その……すまなかったな」

　脱だつ出しゆつの要かなめであるユフィは大聖堂の隅すみでずーんと落ち込んでいた。

「……はは、まあいいけどさ。触手をけしかけたのはあたしのためだったみたいだし、敗けた身としては魂触られたことに文句を言う権利もないし。それはいいんだけどさ、リオン。ちょっと話があってね？」

「ん、なんだ？」

「えっとね、脱だつ獄ごくのことなんだけど……あ、ちょっと待って。また落ち込んできた」

　何か話をしようとしたようだが、拭ふき残しの粘液がびちゃっと服の裾すそから落ち、またずーんっと落ち込むユフィ。

「はぁぁぁ、みんなの前でよがって悶もだえて……あたし汚よごれちゃったよ。変な性せい癖へきとかに目覚めたらどうしよう……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。地上に降りたら一いつ緒しよにヒドラを捕つかまえよう。ユフィなら訓練次し第だいで完かん璧ぺきに操れるようになるはずさ」

「そういう心配じゃないよ!?　あたしをなんだと思ってるのさ!?」

　立ち上がって叫さけぶユフィ。が、すぐにまたずーんと落ち込んでため息。

「はぁぁぁ、レオナさんたちから聞いてはいたけど、リオンがまさかこんなふうに女の子を食い散らかす最低男になってるだなんて……。まあ、あたしは処女奪うばわれなかったし、それで良しとするかな……」

「また人聞きが悪いな……。俺は女性を食い散らかしたりなんてしてないぞ？」

「はあ？　何言ってんのさ。レオナさんたちにだってやりたい放題なんでしょ？」

　ユフィはレオナたちの方を手で示しながらこちらにジト目を向ける。

　と、アネットが胸の前で両手を組んだ。

「いえ、ユフィリア様。確かに魔王様はドン引きなほどやりたい放題なのですが、わたくしたちは皆、そうした手の出され方はされておりません」

「へ？　どゆこと？　いや、まさかそれって……」

「はい、魔王様とわたくしたちの間に根本的な肉体関係はございません」

「ええー……」

　もうワケが分からないという顔をするユフィ。一方、リオンは心外だとばかりに言う。

「当たり前だろ。結けつ婚こんもしていない男女が肉体関係になるなんていかんことだ。風紀の乱れは心の乱れだぞ？」

　少女たちはもれなく全員『お前が言うな』という顔になった。そんななかアネットがふと首を傾かしげる。

「お待ち下さいませ。では魔王様はひょっとして……？」

　次にリオンが発した言葉はレオナ以外の全員を震しん撼かんさせた。

「ん？　ああ、もちろんさ。俺は童どう貞ていだ」

　その瞬しゆん間かん、首をズギャンッと向けたのはキリカとフィーネ。

「ど……っ!?　そうなの、リオン!?」

「だが吟ぎん遊ゆう詩人の体を散々見せてもらったって言ってたぞ!?」

　リオンは何言ってるんだという顔で、

「ユフィにはヌードモデルをしてもらってただけだ。それに俺が女性の体にちゃんと触さわったのはキリカの直腸検査が初めてだ」

　途端、キリカは頰を赤らめた。そして明後日あさつての方を向いてブロンドの毛先をモジモジといじり、

「ふーん。そ、そうなんだ……」

「いえ、キリカさん？　そこで嬉うれしそうな顔になるのも相当どうかしてますよ？」

　レオナが冷静にツッコんだ。ちなみにレオナだけはリオンが未経験であることを以前から知っている。リオンの恋れん愛あい観を知るために問い詰めたことがあったからだ。

　一方、その横でアネットは祈いのりのポーズのままぶるぶると手を震ふるわせている。

「魔王様は未経験、魔王様は未経験、魔王様は未経験……っ！」

　何やら高速で呟つぶやき続けている。淫いん乱らんシスターのなかの何かに火がついたようだ。

　レオナはかなり引きつつ、

「えーと、アネットさん？　落ち着いて下さいね？　なんか今にも道を踏み外しそうな目をしてますよ……？」

　その横の横ではフィーネがわなわなと震えていた。

「け、経験もないご主人様にやられ放題だった私は一体なんなのだ……っ!?」

「あー、まー、フィーネさんの場合はただのドＭだと思います」

　もう面めん倒どうくさくなってきたのか、レオナのツッコミもおざなりだった。

　そしてその横の横の横ではユフィがひどく遠い目になっている。

「あたし、男の子ってものが分からなくなってきたよ……。これから吟遊詩人としてやっていけるかな……？」

「が、頑がん張ばって下さい……っ」

　これにはさすがのレオナも同情顔になる。そんな皆の様子を見て、

「俺、おかしなこと言ってないよな……？」

　リオンはただただ首を傾げていた。







　やがて少女たちの阿あ鼻び叫きよう喚かんぶりが落ち着いてくると、リオンは懐かい中ちゆう時計を確かく認にんした。

『天空の大だい監かん獄ごく』が降下地点に到とう達たつするまであと二十分。降下手段も確保できた。あとは魔術で脱出の穴を開けるだけだ。

　右手を握にぎり、絨じゆう毯たんの敷しかれた身廊を進んでいく。向かうのは白いスピカが封ふうじられた魔ま水すい晶しようの前だ。ブルーロウの記き憶おくによれば、この祭さい壇だんの周囲が最も壁かべが薄うすい。

　魔水晶を正面に見ながら右みぎ腕うでを真下に構えた。

　別人とは分かりつつ、白い少女をスピカに見立てて呟く。

「必ずお前の支配から抜ぬけ出してやる。見ていろ、『塔とうの住人』」

　使うのは、これまで最も多用し慣れ親しんだ、作品番号１８９番『収束する妖よう光こう』。

　手のひらに光球が生まれた。

　レオナたちが固かた唾ずをのんで見守るなか、妖光を一気に解き放つ。

「いけぇ──ッ！」

　光の奔ほん流りゆうが発射された。大聖堂の床ゆかに亀き裂れつが生まれ、凄まじい勢いで抉えぐれていく。確かな感かん触しよくがあった。いける。破は壊かいできる！

「おおおおおおッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に魔力を振ふり絞しぼった。閃せん光こうが瞬またたき、爆ばく発はつが巻き起こった。そして粉ふん塵じんが晴れた先、

「……成功だ」

　足元に幅はば二メートル程ほどの縦穴ができていた。深さは三十メートル以上あり、その向こうには──まだ暗い空と雲が見えた。

　キリカたちがわっと歓かん声せいを上げて駆かけ寄ってくる。

　リオンは緊きん張ちようで強こわ張ばっていた頰ほおを撫なで、苦く笑しようを浮うかべた。

「どうにか上手うまくいったな」

　ようやくここまできた。あとはタイミングを見計らって降下地点に降りればいい。

　残りの問題は大聖堂を出た瞬間にスピカに察知されること。その一瞬を出し抜けるかどうかが本当の意味で正念場になる。

　まずはユフィに降下の準備に入ってもらおうと考え、振り返る。そして、

「……ユフィ？」

　彼女一人だけが離はなれた場所にいることに気づいた。

　吟遊詩人の少女は魔水晶の方にはきておらず、十字形の身廊の真ん中に佇たたずんでいる。

　そして独り言のように小声で言う。

「さっき話しそびれた脱獄のことなんだけどさ」

　ユフィが喋しやべっていることに気づかず、フィーネがそちらを向いて首を傾げた。

「？　早くこい、吟遊詩人。『蒼そう穹きゆう』の魔術無くして我々の脱獄は成しえないのだぞ？」

「……うん。そうなんだよね。だからこそ困っちゃうっていうかさ」

　ユフィは苦笑を浮かべて頰をかいた。

「気球が無事だったらさ、寸前であたしだけ乗らずに『ばいばい』っていうのもアリだと思ってたんだ。でももうあたしの魔術がないとみんなは脱獄できないんだよね？　……ってことは、あたしはやっぱり選ばなきゃいけない」

　不ふ穏おんな空気を感じた。リオンは表情を引き締しめ、ユフィを正面から見み据すえる。

　赤い絨毯に彩いろどられた身廊の中央にユフィ、端はしにリオンが立っている。

「選ばなきゃいけないっていうのは、どういう意味なんだ？」

「あたしが運び屋の仕事をしてるっていうのは言ったよね？　普ふ通つうの人じゃ行き来できないようなところへ物を運ぶのがあたしの仕事なんだ」

　まさか、とリオンは眉まゆを寄せる。そうだよ、というようにユフィは頷うなずき、

「それに、こうも言ったの覚えてるかな？　『あたしも仕事で板いた挟ばさみになったりしてるから。両方に思い入れがあると、どっちかを切り捨てるのって辛つらいよね』って。でも……いつかは選ばなきゃいけないんだ。先延ばしにしてたし、ひょっとしたら選ばずに済むかもって思ってたけど、やっぱりそうはいかないみたい」

　マントへ手が差し入れられた。ふわりとその端が舞まい、ユフィが何かを握り込んだのが見えた。その手を開かぬまま、ユフィはこちらをすっと見据える。

「一つだけ問いかけをしてもいいかな？」

　リオンは気づき始めていた。今、自分たちがまったく予期していなかった分ぶん岐き点に立たされているということに。

「その問いかけは……脱だつ獄ごくの仲間としてか？　それとも運び屋としてか？」

　ユフィは答えなかった。ただ黙だまって苦笑を浮かべている。その沈ちん黙もくが答えだった。

「君は……罪人として収しゆう監かんされたんじゃなく、運び屋としてこの監獄にきたのか」

　えっ、とキリカたちが目を瞬く。ユフィは「そうだよ」と頷いた。

　この『天空の大監獄』へ意図的に潜せん入にゆうする。どうすればそんなことが可能なのかはリオンにも分からない。それには意図的に『魔ま王おうの絵画』を宿す必要があるからだ。

　だが事実としてユフィは『蒼穹』を宿している。運よく絵画に見込まれる素質があったのか、それとも絵画を宿らせる方法のようなものが何かあるのか。

　だが思い返してみると、以前にヴァレリアも『わざとこの監獄に収監された』と取れるような物言いをしていた。となると、やはり何か方法があるのかもしれない。

　どちらにしろ今確実に分かっているのは『ユフィはリオンたちのように是ぜが非でも脱獄したいわけではない』ということだ。事によると『監獄に残らなければならない立場』である可能性すらある。

　一方でリオンたちはユフィがいなければ脱獄できない。彼女の言った『選ばなきゃいけない』という言葉に異様な重みが出てきた。

　ユフィはリオンに対して何を問いたいのか。その結果如何いかんによっては脱獄がここで頓とん挫ざしてしまうかもしれない。

　リオンが緊張に目を細めると、ユフィは軽くはにかんで話し始めた。

「あたしさ、絵を描かいてるリオンが好きだったんだ。あ、誤解しないでね？　勘かん違ちがいの件を蒸むし返そうとしてるわけじゃないの。そうじゃなくて、昔、あたしが好きになったのは真っ直すぐひたむきに、そして溺おぼれるように絵へのめり込むリオンだったって話。その姿はきっと歌に傾けい倒とうするあたしと同じだったから。だから訊ききたいの。──ねえ、リオン」

　まるで遠い過去から見つめてくるような眼まな差ざしで、彼女は問いかけた。




「あなたは今、なんのために絵を描いていますか？」




　彼女の視線を真っ直ぐに受け止め、リオンは直感した。この問いへの答えは上辺だけの言葉であってはならない。心の奥から自分の真実を見つけ出して答えるべき問いかけだ。

　深く息を吸い込み、ゆっくりと吐はき出す。慎しん重ちように言葉を紡つむぎ始める。

「地上にいた頃ころ、俺はずっと自分のために描いていた。師し匠しように教わった技法は一つのことを深く狭せまく追究するにはとても適していて、俺はその技法で美しさの真理を追い求めようとしていた。自分が描きたいものだけを描き続けて、でも誰だれにも認められず、ずっと嘆なげいていたよ。別にその時の自分を否定するわけじゃない。ただ……」

　自然と体が振り返った。キリカ、レオナ、アネット、フィーネ、四人の姿が瞳ひとみに映る。

「この監獄で俺は彼女たちに出で逢あった。みんなのおかげで気づけたことがたくさんある。いつの間にか、俺の世界は鮮あざやかに色づき始めていた。今までの技法じゃ描けない、尊いものがここにあるんだ」

　リオンは右手を自分の胸へ押し当てた。

「最近、キャンバスに向かってずっと考えてる。この胸のなかに息づいているものをどうしたら描けるのか。どうやったらこの美しさを……伝えられるのか」

　自分の言葉にはっとした。探さぐり探りで紡いでいた言葉のなかに答えがあった。思わず両手を見つめる。

「……そうか、俺は伝えたいんだ。衝しよう動どうだけで描いてた俺が……誰かに、多くの人に、伝えたいんだ」

　ぐっと拳こぶしを握り締めた。リオンは再びユフィの方へ振り返る。

　答えが出た。

「俺はこの監獄で見つけた美しいものを地上の人々に伝えたい！　そのために俺は絵を描いていく！」

　視線の先、ユフィがふっと肩かたの力を抜いた。

「それが今のリオンなんだね」

　その手のなかのものが放ほうり投げられた。きらきらと放物線を描えがいてきた何かをリオンは受け取る。見ると、それは──サファイアのような宝石がついたブローチだった。

「あたしね、二人の依い頼らい人から仕事を依頼されてたんだ。そのブローチは一人目からの依頼だよ。『魔王』の継けい承しよう者に渡わたしてくれって。──イングラム老から」

「師匠からだって……っ!?」

　リオンは思わずブローチを凝ぎよう視しする。だがすぐに思い返して顔を上げた。今はブローチそのものよりも、

「師匠に会ったのか！　あのクソジジイには言いたいことが山ほどあるんだ！」

「だろうね。あたしも言いたいこと山ほどあるよ。継承者がリオンなこととか『魔王』が右手の形してることとか、一つも聞かされてなかったしさ」

　ユフィは天てん井じようを見上げ、吐と息いきをはく。

「依頼が被かぶっちゃった時はどっちかを選ぶって決めてるんだ。黙って両方から利を得るような女め狐ぎつね染じみた真似まねは好きじゃないから。でもその信念も今日までだ」

　嫌いやな予感がした。このブローチをリオンに渡したということは、師匠からの依頼を完かん遂すいしたということだ。だというのに信念が今日までということは……。

「ユフィ、こっちにくるんだ！　あとのことは地上で師匠を交えて話そう」

　リオンの言葉を無視し、ユフィは再びマントのなかへ手を差し入れた。取り出されたのはハープである。

「あのね、あたしはさ」

　リオンは駆け出す。今、動かねば取り返しのつかないことになる。そんな予感がした。

　ユフィは静かにハープを構える。

「あたしは、溺れるように絵へのめり込むリオンが好きだった。満たされない想おもいに突つき動かされ、下手くそな絵を馬ば鹿かみたいに描き続けて、そうやって間違い続けるリオンが好きだった」

　ハープを奪うばうために右手を伸のばす。だがユフィはそれを見み越こしてバックステップで回かい避ひする。

「でも、あたしの知ってるリオン・ハイレインという絵描きはもう死んだ」

　勇ゆう壮そうな調べが大聖堂に木霊こだました。流れだした曲名と効果をリオンは知っている。

　千里を駆ける早馬の曲『群ぐん青じようのドルギス騎き行こう』。

　紡がれた音色は透とう過か性を持ち、距きよ離りや障害物を越こえてユフィが見据えた者の耳に必ず届く。つまりユフィは──今、誰かに連れん絡らくをしたのだ。

「あたしはリオンのヒロインにはなれないや。だから」

　吟ぎん遊ゆう詩人は申し訳なさそうに眉を寄せ、告げた。決定的な決別の言葉を。

「あたしは──リオンの敵になる」

　その瞬しゆん間かんだった。

　大聖堂の天井が轟ごう音おんと共に爆はぜた。ユフィから連絡を受けた何者かが外から攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのだ。魔ま術じゆつ炎えんの灯あかりが明めい滅めつし、砕くだけたステンドグラスがリオンたちへ降り注ぐ。

　魔術で物質化された強固な天井を破壊したもの、それは炎ほのおだった。黄金に輝かがやく炎だ。

　ステンドグラスはすべて溶とけ、緻ち密みつに組まれた飾かざり細工も消し飛んだ。天井すべてが黄金の炎に包まれている。

　右手の魔術光でステンドグラスの破は片へんを蹴け散ちらしつつ、リオンは気づく。

　これほど広こう範はん囲いかつ強大な攻撃を放つ存在、それは──神しん獣じゆうに他ほかならない。

　その予感を証明するように襲しゆう撃げき者が姿を現した。

　最初に見えたのは翼つばさ。黄金の炎でできた翼だ。次いで見えたのは同じく炎でできた巨きよ大だいな不死鳥の頭。

　そこにあの少年が立っていた。燃え上がる不死鳥の頭の一角に魔ま法ほう陣じんを敷しき、隣となりにセシルを従え、輝く左手を掲かかげている。

　贋がん作さくの魔王ハイネ・ロットアイン。彼は遥はるか高みから大聖堂を見下ろした。

「使者からの音信を受け取りました！　教皇が『追って送り込む』と言っていた『音を繰くる使者』──あなたですか!?」

　青の瞳に見つめられ、ユフィは「そうだよ」と頷いた。リオンはまさかと口を開く。

「ユフィ、君は……っ」

「うん。あたしのもう一人の依頼人はヴェルゼ教の教皇さん。リオンがヴェルゼ教と対立してるって聞いた時はびっくりしたよ。でも考えてみれば自然なことだったね。イングラム老からのブローチはせめてもの餞せん別べつだよ」

　ユフィはトンッと一足飛びで距離を取った。それはもう交わらない互たがいの距離を表していた。

「今回あたしが受けた依頼はさ、世界の命運を左右してしまうものだったんだ。右手か、左手か。あたしは今選んだよ。この一か月、レオナさんたちが冗じよう談だんでたまに言ってたよね？　一人目は妻。二人目は愛人。三人目は玩具おもちや。四人目は雌めす豚ぶた。でも五人目は──裏切り者の女狐だ。ごめんね、リオン」

「ユフィ……っ！」

　二人の間を裂さくように天から白の魔術光が飛来した。それはリオンの目の前に着ちやく弾だんし、衝しよう撃げきと爆ばく風ふうが巻き起こる。同時、セシルを神獣の頭上に残し、ハイネが飛び降りてきた。その瞳は魔ま水すい晶しようの前に開けられた大穴を見つめ、

「脱獄直前といったところですか。危なかった。使者の方、あなたのおかげで間に合いました。さあ、リオン！　終わらせましょう！」

　輝く左手が流星のように尾おを引き、近づいてくる。

「ここがあなたの終しゆう焉えんの地だ。今度こそ僕はあなたを討うつ！」

　もうユフィに構っている余よ裕ゆうはない。リオンはブローチをシャツのポケットへ放り込むと、懐かい中ちゆう時計を背後のレオナへ投げた。

「レオナ、時間を見てくれ！　残り時間は!?」

「あと十五分です！」

「クソッ、ギリギリだ……っ」

『天空の大だい監かん獄ごく』が降下地点に到とう達たつするまであと十五分。

　飛行魔術を持つユフィは敵にまわり、襲おそい掛かかってくるのは贋作の魔王。リオンは焦あせりを振ふり払はらうように妖よう光こうを天へ放った。







　四章




　リオンが放った『収束する妖光』に対して、ハイネもまた妖光を撃うってきた。二つの光はちょうど大聖堂の空中で激げき突とつし、爆発と烈れつ風ぷうが巻き起こる。

　リオンはレオナたちを庇かばうために魔術光で粉ふん塵じんを弾はじき飛ばす。その横でキリカが剣けんの柄つかに手を掛けながら戸と惑まどっている。

「ねえ、リオン！　これどういうこと!?　どういう状じよう況きよう!?」

「どうやらユフィはあっち側についたらしい……っ！」

「あっち側って……っ!?」

　フィーネがサーベルを抜ぬきながら説明を引き継ついだ。

「奴やつはヴェルゼ教からも仕事を受けていたのだろう。どんな内容かは知らんが、察するにご主人様の脱だつ獄ごくとは相反するものだったのだろうな。どちらにつくか迷った挙句、奴はヴェルゼ教側につくことを決めたというわけだ。だから呼び寄せた。あの神獣を引き連れた厄やつ介かいな看守をな」

「フィーネ、あの真上の奴はどこの監獄の神獣だ？」

　リオンが見上げる先、すでに天井は原型を留とどめておらず、神獣の炎で覆おおわれていた。巨大過ぎて全容は把は握あくできないが、炎は鳥の体のような形をしている。

「黄金の炎で覆われた体……あれは五大魔導監獄『黄金迷めい宮きゆうの監獄』を守護する、黄金の不死鳥ロード・フェニックスだ」

　フィーネ曰いわく、ロード・フェニックスの炎は悪あしきものを滅めつする力を持つという。おそらくその『悪しきもの』とは魔王のことだろう。

　さらにロード・フェニックスには黄金の炎によって空間を切り取り、迷宮を作り出す能力があるらしい。ハイネがこの場にロード・フェニックスを連れてきたのは、その能力でリオンを逃にがさないようにするためだろう。

　ハイネは『収束する妖光』同士がぶつかった後、空中で身を捻ひねってユフィの隣へ着地していた。こちらを油断なく睨にらみながら、隣のユフィへ話しかける。

「僕はヴェルゼ教の教皇代理、修道騎き士しハイネ・ロットアインです」

「吟遊詩人のユフィリア・ファルセットだよ」

「ユフィリアさん、あなたのご協力に感謝します。おかげで宿敵が脱獄する前に追いつけました」

「お礼はいいよ。あたしは左手の味方をするって決めたんだ。教皇さんからの預かり物はあとで渡わたすよ。あとは……この監獄は囚しゆう人じんをコレクションするんだよね？　あたしはロットアイン君の保護下に入れてもらえるのかな？」

「もちろんです。あなたの身の安全は僕が保障します。後で譲じよう渡との手続きをしておきましょう。リオンを斃たおした、その後に！」

　その言葉を開戦の合図にし、ハイネが突っ込んできた。

　リオンは『月天の雫しずく石いし』の大剣を出現させる。降下地点まで残り十五分。それを過ぎれば山頂に降りられず、降下の危険性が飛ひ躍やく的に高まってしまう。

　レオナが背後から早口で問う。

「リオン、一か八かこのまま穴へ飛び込みますか!?」

「駄だ目めだ！　飛行魔術がなければ意味がない。自殺行こう為いだ！」

「じゃあ、どうするの!?」

　剣を抜きながらキリカが叫さけぶ。迷っている時間はない。リオンは鋼はがねの大剣を振り上げながら答えた。

「俺の右手で『蒼そう穹きゆう』の魔力を喰くえば飛行魔術が奪える！　十分でハイネを倒たおし、ユフィを捕つかまえるんだ！」

　これが考えられる限り、最善の行動だった。

　リオンはハイネの迎げい撃げきに駆かけ出し、背後でキリカとフィーネも得物を構えた。

　時間は限られている。しかしハイネは神獣を使わず、単身で勝負するつもりのようだ。決して分の悪い勝負ではない。まだ充じゆう分ぶん挽ばん回かいできる局面だ。

　だがリオンの考えは次の瞬間、完かん膚ぷなきまでに覆くつがえされた。

　新たな追つい跡せき者の登場によって。

「はーっはっはっ！　追いついたぞ、ハイレイン！　いざ決着の時だッ！」

　突とつ如じよ、大聖堂の正面扉とびらが爆散した。神しん槍そうを振り回し、大量の粉塵のなかから飛び出してきたのは──脱獄王ヴァレリア・ガレク・ワイズシャット。

「ヴァレリア!?　このタイミングでか……っ！」

「ふふんっ、神獣の動向を追えば必ずお前に行き着くと思ったぞ！　見事にその通りとなったようだなぁ！」

　ドレスの裾すそを舞まわせ、高笑いを上げながらヴァレリアが突つっ込んでくる。

「さあさあさあ、今度こそ逃がさん！　妾わらわの槍やりの錆さびとなるがいい！」

　折しも右手と左手が今まさに激突しようというところだった。

　その間を裂くように神槍の一いち撃げきが突き込まれる。穂ほ先さきはそのまま円を描えがくように一いつ閃せん。リオンは大剣の腹でギリギリ受け止め、ハイネは予想外の乱入に虚きよを突かれたのか、星ほし屑くずの光をまともに受けて吹ふっ飛んだ。

「おおっと？　何やら羽虫を巻き込んだようだが、まあ構わん！　妾の行く先を飛んでいる方が悪い！」

「本当に無む茶ちや苦く茶ちやだな、お前は！」

　大剣がヴァレリアに通用しないことはすでに分かっている。リオンは大剣を左手に持ち替かえ、右手ですぐさま『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』の結けつ晶しようを繰り出した。瞬時に爆発が連れん鎖さする。

　だがヴァレリアもそれを読んでおり、ピアスの輝かがやきが魔法陣の盾たてを出現させた。

　爆ばく炎えんと魔法陣を間に挟はさみ、両者は神槍と右手を振り被かぶる。ヴァレリアの動きにキリカから受けた傷の影えい響きようは見られない。おそらくなんらかの魔道具で回復したのだろう。

　ヴァレリアが爆散させた正面扉からは双ふた子ごの囚人、レベッカとビアンカも姿を現していた。そちらの迎撃にはすでにキリカとフィーネが向かっている。そして、

「喰らえ、ハイレイン！」

「消し飛べ、ヴァレリア！」

　神槍と右手が激突。星屑の光と魔術光が凄すさまじい勢いで飛び散る。

　その拮きつ抗こうのなかでリオンはユフィの姿を捜さがした。どうにかしてヴァレリアを振り払い、『蒼穹』の魔力を奪うばわねばならない。

　だがリオンはふいに別の人物の様子がおかしいことに気づいた。

　ハイネだ。先ほど吹き飛ばされたハイネは大聖堂のパイプオルガンに激突し、そのままの格好で呆ぼう然ぜんとしていた。引きつった唇くちびるが何事か呟つぶやいている。

　ヴァレリアもそれに気づいたのか、神槍の力を抜かずに「む？」と目を向けた。

　贋がん作さくの少年はその視線に気づき、ピクンッと反応する。

　そして肩かたが震ふるえるほどに拳こぶしを握にぎり締しめだした。

「……ヴァレリア、ガレク……、ワイズシャット……。暴動の原因を作った脱獄王……」

　すると天てん井じようから「ハイネ君っ」と声が降ってきた。不死鳥の頭上にいるセシルだ。

「落ち着いて！　自分を見失わないで！　その罪は自分のものだって言ってたでしょ！」

　だがハイネの瞳ひとみはすでに冷静さを失っていた。

「ヴァレリア、あなたが……あなたがいたせいで……クレアは……っ」

　左手が閃せん光こうの如ごとく輝いた。まるでハイネの怒いかりを表すように。

「あなたのせいで！　クレアは死んだんだぁぁぁぁぁぁ──ッ！」

　まるで獣けもののような叫びを上げ、ハイネが一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめてきた。

　予想外の行動にリオンは「なんだ!?」と飛び退のく。一方、ヴァレリアは、

「ふはっ！　そうか、お前が例の修道騎士か！　くくっ、なるほど、先の暴動で囚人を失ったと見える！　よし、いいぞ！　掛かってこい！」

　満面の笑えみで神槍を振り上げると、大声で言った。

「お前の言う通り、あの暴動を引き起こしたのは妾だッ！　お前の囚人を死に追いやったのはこの妾よぉ！」

「謝れ！　クレアに謝れぇぇぇぇッ！」

　複数の魔術を重ねがけした左手と、星屑の光を発する槍が激突した。衝しよう撃げき波はが長なが椅い子すや柱を蹴け散ちらし、大聖堂を破は壊かいする。

　かつて魔王を討とう伐ばつした神槍グングニル・ツヴァイはリオンの右手に対して大きなアドバンテージを持っている。今でこそリオンも魔術光でガードしているが、用心しなければ穂先に触ふれるだけで右手は斬きり裂さかれてしまう。

　一方、ハイネの左手は右手に似せた物であるが、その正体はヴェルゼ教が数百年に亘わたって編み上げた魔術の集合体である。よって右手のように初見で斬り裂かれることはなく、左手と神槍の衝しよう突とつは拮抗した。

　リオンは巻き起こった爆ばく風ふうを利用して背後へ跳とび、着地と同時に「そうか」と呟く。

「ハイネにとってヴァレリアは囚人の仇かたきか……っ！」

　熾し天てんの儀ぎで戦った時、ハイネは何度も『クレア』という囚人の名を口にしていた。

　そのクレアが暴動の際に死亡していたことをリオンが知ったのは、すべてが終わった後である。暴動のきっかけは監獄の結界が破壊されたことだった。その破壊をやったのがヴァレリアだったのだろう。

　ハイネの生き真面まじ目めな性格上、復ふく讐しゆう心のようなものは必死に押し隠かくしていたに違ちがいない。しかし実際のヴァレリアを前にして抑おさえきれなくなったようだ。リオンは『よし』と胸中で頷うなずく。

「この間にユフィを捕まえる……っ！」

「はっはーっ！　何か考えているようだが、妾を前にそう簡単にいくと思うのか、ハイレイン！」

　ヴァレリアが旋せん風ぷうのような槍捌さばきで左手を弾き、ハイネへ突きを繰くり出しながら叫ぶ。

「ビアンカ、ハイレインの邪じや魔まをしろ！　詐さ欺ぎ師しと修道女を狙ねらえ！　それでハイレインは一歩も動けなくなる！　標本にされた虫も同然だ！」

「かしこまりましたわ、ヴァレリア様！」

　ビアンカが無数の黒い鎖くさりを放った。そちらで戦せん闘とう中だったキリカが阻はばもうとするが、間に合わない。リオンは「クソ……ッ！」と毒づいてレオナたちの前へ走り込んだ。

　大剣の『空間切断』で鎖を蹴散らした。だが千切れた先から新たな鎖が生えてくる。斬っても斬っても切りがない。背後に庇っているレオナが叫ぶ。

「リオン、あたしの霧きりを使えばしばらくはアネットさんと二人で逃げていられます！」

「駄目だ！　あの鎖を無差別に放たれたら目くらましは無意味だ！　分かってるだろ!?」

「でもこのままじゃ時間が……っ！」

　分かっている。だが飛来する鎖の猛もう攻こうからレオナたちを放っておくことはできない。

　フィーネからの情報によれば、この黒い鎖は作品番号２０１番『半はん獣じゆう人じんの人』である。

『半獣人の人』は一つ前の作品番号２００番『半獣人の獣』を束そく縛ばくする意を持ち、無む尽じん蔵ぞうの鎖の創出を得意としている。

　ビアンカ本人とはキリカが大聖堂の入口近くで戦っているが、嵐あらしのような鎖の乱らん舞ぶに阻まれて間合いに入れずにいる。キリカの斬ざん撃げきを警けい戒かいしたヴァレリアの策だろう。

『半獣人の人』の恐おそろしいところは、そうしてキリカと戦いながらも大聖堂の奥にまで鎖が伸のびて、リオンたちをも自動操縦で攻こう撃げきしてきていることだ。

　十数本の鎖がほぼ同時に鞭むちのように迫せまり、一瞬も気を抜ぬけない。

　しかも鎖自体に割さかれている魔力は微び々びたるものらしく、右手で喰くらっても魔術を奪える気配がほとんどない。

　リオンとキリカは手こずってしまっている。残ったフィーネが状じよう況きようを打開してくれることを期待したが、見ればあちらもかなり苦戦していた。フィーネが戦っているレベッカには『完全反射』があるため、迂う闊かつに斬ることができないのだ。しかもレベッカが振ふり回すモーニングスターに阻まれ、上手うまく間合いに入れずにいる。

　大聖堂は三つの勢力が入り乱れる乱戦の様相を呈ていし、リオンの陣じん営えいは膠こう着ちやく状態に陥おちいってしまっていた。







　一方、大聖堂の中央ではハイネの怒ど号ごうが轟とどろいていた。

　よほど感情が揺ゆれているのか、不安定な魔術を無む作さく為いに放ち、破壊の限りを尽つくしている。ヴァレリアはその攻撃を時には避よけ、時には受け流しながら哄こう笑しようを上げている。

「はっはっはっ！　慈じ悲ひと善意を是ぜとするヴェルゼ教がこれほどの怒りを見せるとはな！　面おも白しろい、実に面白いぞ！　そのクレアという囚人はお前にとって真に大事な女だったのだなぁ！」

「うるさい！　あなたがどの口でクレアを語るんだ!?」

「この口よ！　ほれ見よ、この麗うるわしいぷるぷるの唇で語っているぞ！　妾には分かるぞ、修道騎き士しよ。クレアは今、草葉の陰かげで泣いているはずだ！」

「なんだと……っ!?」

　左手の一撃を軽かろやかに躱かわし、ヴァレリアは神槍を振り回す。

「お前はきっと根は心優やさしい男なのだろう！　そのお前が業ごう火かの如き怒りに身を焼かれている！　それをクレアが哀かなしまぬはずがなかろう！　妾には分かるぞ！」

「お、お、お」

　少年の怒りが振り切れた。左手から水流と雷いかずちの魔術が同時に飛び出し、壁かべをズタズタに引き裂いていく。その暴走する左手を力任せに叩たたきつける。

「お前がクレアの何を知ってるっていうんだぁぁぁぁッ！」

　だがそんな雑な攻撃がヴァレリアに当たるはずがない。ドレスの身は舞まうように水流と雷を避け、神槍の柄えをハイネの背中に叩きつける。

「ふははっ、妾がクレアの何を知っているかだと！　ならば教えてやろう！　驚きよう愕がくの真実を！」

　意味ありげな言葉にハイネが「──っ!?」と一瞬身構えた。するとヴァレリアはすかさずぺろりと舌を出す。

「なんてな♪　なーんも知らんっ！　クレア？　誰だれだそれは？」

「ぎぎぎぎぃぃぃぃッ！　死ねぇぇぇぇぇッ！」

「ふはははははっ！　ほーれこっちだこっちだ！」

　ハイネが怒りに任せて振るう攻撃を颯さつ爽そうと避け、ヴァレリアは次々に言葉を投げかけていく。

「なーんも知らんが、人の身に起こる悲劇の種類などたかが知れている！　大方、今のお前は怒りに焼かれて信念も何も失なくしておるのだろう？　そして妾が見るに、クレアという囚しゆう人じんはその信念の真ん中にいた女だ。であれば、今のお前を見てクレアが嘆なげかぬはずがない。お前も分かっているはずだ。違うか？　ん？　違うのか？」

「うるさい！　うるさいうるさいうるさいうるさいぃぃぃぃっ！」

「いいか、修道騎士よ？　赦ゆるすことが大切だ。一時の感情に身を任せるのはさぞかし楽だろう。しかし、それで不幸になるのはお前自身だ。クレアはそんな結末を望むような女であったか？　そんなわけがない。心のなかのクレアに訊きいてみるがよい。クレアはきっと言うだろう。『あなたの信じる道を思い出して』とかそんなことを！」

　ドンッ！　と音を立て、左手が壁を貫かん通つうした。いつしか二人は大聖堂の端はしまでやってきていた。左手はヴァレリアの顔すれすれを通っている。だが脱だつ獄ごく王には危機感など微み塵じんもない。ハイネが左手を突つき出したまま俯うつむいているのを見て、次の言葉をニヤニヤと待っている。少年は肩を震わせて呟いた。

[image: ]

「分かってるんだよ、そんなことは……っ」

　ヒビだらけの床ゆかにぽたりぽたりと雫しずくが落ちた。

「お前に怒りをぶつけたってクレアは喜ばない。そんなのクレアが信じてくれた道を裏切る行こう為いだ。全部分かってるんだよ。でも、それでも……っ」

　顔を上げる。涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔で少年は叫さけぶ。

「お前を殺したいッ！　意味なんてなくても！　間違いであっても！　お前を八つ裂ざきにして殺してやりたいッ！　そんなドス黒い気持ちが止められないんだ……ッ！」

　ヴァレリアは悪あく魔まのように破顔した。

「それでいい！　とくと心に刻み込め！　それが──『憎にくしみ』というものだッ！」

　その言葉はハイネの心へ真っ直すぐに突き刺ささった。

　もとは平和を愛する少年だった。隣りん人じんを素す直なおに愛せる少年だった。

　それがこの監かん獄ごくの闇やみに触れ、少女を失い、芽生えた憎ぞう悪おを暴あばかれた。少年は壊こわれた。

「ぎぃぃぃぃぃぃぃぃッ！」

　奇き声せいを上げ、左手にあらん限りの魔力を注ぎ込んだ。拳から光が迸ほとばしり、その輝かがやきは巨きよ大だいな鎌かまのような形を成して壁を叩き壊した。周囲には紫し電でんが舞い、業火や烈れつ風ぷうが巻き起こって、次元の歪ゆがみのようなものまで生じている。理性が吹ふき飛び、絵画を無制限に重ね掛がけしているためだ。そのなかには制せい御ぎよが不安定なため、教皇から使用を禁じられていた絵画も交じっている。１００番台の『魔術封ふうじ』と『神殺し』の魔術である。その力によりハイネは今、無意識ながらヴァレリアの神しん槍そうや魔道具を完全に封じていた。

　ヴァレリアはその異変に気づいていた。だがまったく動どう揺ようしていない。暴走した魔術の集合体である巨大な鎌を冷静な眼まな差ざしで眺ながめる。

「うむ、これは良き怒いかりだ。その左手は今や神しん獣じゆうクラスの破壊力を持っていよう」

　だが、とその口角がつり上がる。

「怒りで妾わらわは超こえられぬッ！」

　高笑いを上げながら振るったのは、拳こぶし。

　神槍や魔道具ですらない。ただの純じゆん粋すいな握にぎり拳をハイネの腹に叩き込んだ。

　ゴキゴキゴキッとアバラのへし折れる音が響ひびく。ハイネの口から大量の血が溢あふれ出た。

　その血を顔面に浴びながら、ヴァレリアは嗤わらう。どこまでも嗤う。

「誠まことに良き闘とう争そうであった！　ここまで力を引き出してやった妾に深く感謝し、運良く生き残ったならばまた挑いどみにくるがいい！　どこまでも無む為いな復讐者よッ！」

　ハイネの腹へ拳をめり込ませたまま、ヴァレリアは大きく一歩を踏ふみ込む。そのままハンマーを投げるように少年の体をぶん投げた。投げる瞬しゆん間かんに拳を捩ねじり、アバラをさらに砕くだいている。ハイネは大聖堂の端から端まで吹っ飛び、再びパイプオルガンに激げき突とつした。

　ヴァレリアは神槍を一回転させ、穂ほ先さきを床に突き刺すと「うむ！」と大きく頷く。

「やはり妾こそが最強よ！」







　リオンは鎖の猛攻を防ぎつつ、ヴァレリアたちの決着を視界の端で捉とらえ、毒づいた。

「ハイネが敗まけたか。本当にやりたい放題だな、あの脱獄王は……っ」

　ハイネを言葉巧たくみに誘ゆう導どうしてユフィをおびき出す手もあったというのに、ヴァレリアのおかげで使えなくなってしまった。今現在、見える範はん囲いにユフィの姿はない。おそらく戦闘が始まったどさくさで隠れたのだ。

「レオナ！　時間は!?」

「あと十二分です！」

「く……っ！」

　ハイネが脱だつ落らくして敵が一人減ったのは僥ぎよう倖こうだが、それによって事態が好転するとは限らない。リオンは一つの懸け念ねんを抱いだいていた。ヴァレリアもその危険性については考えているはずだと思ったが、しかし──その最悪の事態はすぐに現実となった。

「ハイネ君！　目を覚まして、ハイネ君……っ！」

　ロード・フェニックスの頭上にいるセシルが必死に名を呼んでいる。

　ほぼ同時に炎ほのおの不死鳥がけたたましい嘶いななきを上げた。怒りとも歓かん喜きともつかないその声は超ちよう音おん波ぱのように大聖堂に木霊こだまする。一瞬戦いが止まり、誰もが耳を塞ふさいだ。

　思わず皆みなが見上げた先、天てん井じようを覆おおっていた炎が一点に集まっていく。それにより頭と翼つばさだけだった不死鳥が完全に形を得た。頭上のセシルが混乱した声を上げる。

「えっ!?　なに!?　何が起こってるの……っ!?」

　不死鳥の瞳ひとみはまるで真っ赤な宝石のようだった。無機質な赤の瞳が下界を見下ろす。その瞬間、リオンとヴァレリアは同時に直感した。

「マズい……っ！」

「いかん！」

　そしてリオンはキリカたちへ、ヴァレリアはレベッカたちへ叫ぶ。

「二人とも避けろッ！」

「掛かかれ、臣下たち！　半獣人の力を見み舞まう時だ！」

　まるで幼子を迎むかえる母親のように、不死鳥の翼が大きく広げられた。両りよう翼よくから熱波が放たれ、炎の羽根が降り注ぐ。

　ロード・フェニックスのフレアフェザー。ネオフェンリルのブレスに相当する、暴ぼう虐ぎやくの炎である。その実体は羽根の形をした幾いく百ひやく幾千にも及およぶ炎の塊かたまり。下界を灰かい燼じんと化す無数の炎が、大聖堂に降り注いだ。

　壁に刻まれた芸術的な意い匠しようがどろどろに溶とけていく。柱は炎に吞のまれた先から倒たおれていき、床の建材そのものが燃え上がった。大聖堂が見る間に火の海になっていく。

　まさしくリオンの懸念した光景だった。

　ハイネが倒されたせいで制御を失い、神獣が暴走したのだ。

　リオンはとっさに振ふり返ると、背後にいたレオナを抱き上げ、アネットを急せかして走りだした。

　ロード・フェニックスと同格のネオフェンリルには『収束する妖よう光こう』も効かなかった。フレアフェザーに対して魔術光での攻こう撃げきや手持ちの魔術が有効である保証はない。

　目指すのは白いスピカの封じられた魔ま水すい晶しよう。監獄の中ちゆう枢すうであるあの魔水晶ならば、神獣の攻撃を無効化するかもしれない。

　走り出してすぐ、無数のフレアフェザーが背後の床へ舞い落ちてきた。その瞬間、巨大な火柱が上がり、熱波が迫せまってくる。

「二人とも魔水晶のところまで走れ！」

　レオナを前方へ押し出して振り返る。

　とっさに使ったのは『月天の雫しずく石いし』。空間を切断することで一瞬でも熱波を遮さえぎれればと考えた。リオンは自分の正面で大たい剣けんを一回転させた。だが、

「ぐぅ……っ！」

　熱波は切断したはずの空間を越えて届いた。大剣が飴あめのように溶け、右手が燃え上がっていく。魔術の炎ではない。ましてや自然界の炎でもない。これは炎の形状をした、別の法則で存在する何かだ。

　正体不明の炎に右手を焼かれ、途と方ほうもない激痛がリオンを襲おそった。肉体だけではない。魂たましいすらも焦こがす熱だ。

「リオン、そのまま！」

　響いたのはキリカの声。無数に上がっている火柱の間を駆かけ抜ぬけ、キリカが剣を構えて滑すべり込んできた。剣けん閃せんが右手の周囲を疾しつ風ぷうのように駆け抜ける。途と端たん、黄金の炎が弾はじけ飛んだ。リオンは思わず目を見張る。

「キリカ、何をしたんだ……っ!?」

「それ、ミタマと似たようなモンよ！　ちょっと強めの『ぎゅいーんっ』で斬きれるわ！」

「何言ってるかさっぱり分からんが……おかげで助かった！　フィーネはどうした!?」

「私はここだ！　怪かい物ぶつ染じみたダッシュに付き合って死ぬとこだったぞ!?」

　フィーネも涙目で走ってきた。軍服の後ろが炎で燃えかけている。それをキリカが瞬時に斬り落とし、三人はレオナとアネットが待つ魔水晶の後ろへ駆け込んだ。

「二人とも無事か!?」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです！」

「わたくしも問題ございません！」

　やはり白いスピカの魔水晶はフレアフェザーが当たっても燃えずにいた。

　全員でその陰かげに隠かくれると、レオナが身を乗り出してくる。

「それよりリオン、腕うでは!?」

「大丈夫だ。キリカのおかげで深手は負ってない」

　以前にヴァレリアから神槍の攻撃を受けた時と同じだ。魔術光がやや弱まっているが、芯しんまではやられていない。

　見れば、大聖堂はすでに七割近くが炎えん上じようしている。程ほどなくしてこちらまで火の手が回ってくるだろう。上から降ってくるフレアフェザーを多少はやり過ごせても、床全体が燃え上がってしまえば逃にげ場はない。クソッとリオンは毒づく。

「ヴァレリアの奴やつ、ハイネを先に仕留めれば神獣が暴走することは予想できたはずだ。なのになぜハイネを再起不能にするまで追いつめた？　両手両足を折るくらいで留とどめるべきだったはずだ」

「おそらく興が乗ってしまったのだろうな」

　隣となりで息を整えながら、フィーネが眉まゆ根ねを寄せる。

「あの方には『興が乗ると他ほかのことがどうでもよくなってしまう』という悪あく癖へきがある。私も何度となく諌いさめたがついぞ直りはしなかった。ヴァレリア・ガレク・ワイズシャットという人物は比類なき最強だ。しかし悪癖が祟たたって絶望的な状じよう況きように立たされることがちょくちょくある。要はいらんところで死にかけるのだ。一度など流氷のなかを泳ぐのにハマってな……三日三晩、全ぜん裸らで寒中水泳した挙句、流行はやり病に掛かって生死の境をさ迷った。なのにあの悪癖は直らない。そういう方なのだ」

「……それは比類なきアホということじゃないか？」

「そういう方なのだ」

　沈ちん痛つうな表情をするフィーネ。その横でレオナが魔水晶の陰から顔を出し、呟つぶやく。

「でも神獣への対策は考えたようです。見て下さい」

　リオンも再び顔を出す。

　火の海になった大聖堂に黒い鎖くさりが張り巡めぐらされていた。蜘く蛛もの巣状になった鎖を駆けていくのは神官姿をした少女、レベッカである。

　炎の両翼を広げているロード・フェニックスへ、レベッカは真っ直すぐに駆けていく。

　リオンはすぐにその意図に気づいた。

「『半獣人の獣』の力で反射するつもりか！」

『完全反射』の魔術はレベッカに向けられたすべての攻撃を反射する。不死鳥の攻撃をそのまま不死鳥に返すつもりなのだ。

　赤い宝石のような瞳がレベッカを捉えた。ロード・フェニックスは大きく羽ばたき、巨大な翼をレベッカへ叩たたきつけた。フレアフェザーどころではない。ロード・フェニックスそのものに神官姿の少女は飲み込まれた。

　すると魔術光の輝かがやきが瞬またたき、黄金の翼が膨ふくれ上がった。噴ふん火か口のような爆ばく発はつが巻き起こる。『完全反射』が行われたのだ。爆発は絶え間なく連続する。レベッカが炎を受けている間、ずっと反射しているのだろう。

　いけるか、とリオンは目を見張る。だが、そこまでだった。

　どれだけ爆はぜても炎はすぐに翼の形を取り戻もどした。ロード・フェニックスの体はほとんど炎そのものだ。炎にダメージを与あたえることなどできない。

　しかしヴァレリア陣じん営えいの攻撃はそれで終わりではなかった。

　リオンの視界の端はしに星ほし屑くずの光が舞まう。見れば、ヴァレリアが神しん槍そうを手に鎖を駆け登っていく。跳ちよう躍やく。そして神槍を投とう擲てき。流星のような光を纏まとった神槍は、ロード・フェニックスの胸むな元もとへ突つき刺ささった。

　神槍グングニル・ツヴァイは神しん獣じゆうと同じく『外がい殻かくの神々』の力で造られている。ならばあるいは、とリオンも一瞬思った。だが、

「駄だ目めだ。あれは効かん」

　フィーネが複雑な表情で呟いた。

「神槍の臨界突とつ破ぱ──顕けん聖せい励れい起きの一いち撃げきは『氷ひよう壁へきの監かん獄ごく』でリブラ・ユニコーンに試ためして失敗している。神獣共に星装神器の攻撃は通らない」

　その言葉通り、神槍を受けた胸元が膨れ上がり、炎が噴ふき出してヴァレリアは弾はじき飛ばされた。ロード・フェニックスにダメージはない。

　ただ、炎が一部乱れたことでレベッカが翼のなかから解放された。二人は真っ逆さまに落ちていく。そこへ黒い鎖が巻きつき、二人を助けたのが最後に見えた。

　運が良ければ死んではいないだろう。だが黄金の不死鳥はまったくの無傷だ。

「やはりヴァレリアでも神獣は倒せないのか。しかし神槍が効かないと分かってるのになぜ仕し掛かけたんだ……？」

「リオンがいたからでしょ」

　答えたのはキリカだった。確信を帯びた騎き士しの表情で彼女は言う。

「神獣の暴走はヴァレリアのミスだもの。リオン宿敵の前で無様を晒さらしたままは誇ほこりが許さなかったのよ」

「ならきっちり退治してほしいところだったな……」

　そう呟き、リオンは魔水晶の陰からロード・フェニックスを睨にらむ。

　黄金の不死鳥は再び翼をはためかせ、炎の羽根を降らせ始めていた。身廊の絨じゆう毯たんや長なが椅い子すがさらに燃え上がっていく。ものの数分でここも火に巻かれるだろう。

　ここからの勝ち筋は一つしかない。ユフィを見つけて『蒼そう穹きゆう』を奪うばい、一刻も早く脱だつ出しゆつすることだけだ。

　しかし大聖堂はすでに端から端までロード・フェニックスの攻こう撃げき圏けんになっている。あの黄金の不死鳥をどうにかしなければ、ユフィを見つけるのは不可能である。

「レオナ、時間は？」

「……あと八分です」

　それを聞き、アネットが沈痛な表情で手を組み合わせる。

「せっかくここまできましたのに……っ」

「諦あきらめるな、シスター。まだ手はあるはずだ」

　フィーネが叱しつ咤たするが、その声にも覇は気きがなかった。フィーネは誰だれよりも神獣の恐おそろしさを知っている。リオンは必死に思考した。なんとかロード・フェニックスの目を搔かい潜くぐり、ユフィを見つける方法はないか。

「リオン」

　ふいにレオナがぽつりと呟いた。視線を向けると、少女は懐かい中ちゆう時計を握にぎり締しめてこちらを見つめていた。

　……そのどこか決意を秘ひめた瞳には見覚えがあった。

「……レオナ、何を考えている？」

「作戦を思いついたんです」

　にっこりと少女は微ほほ笑えんだ。胸が張り裂さけそうになるような笑えみだった。

「リオンが描かき変えたあたしの『霧む海かいの騙だまし絵』。目くらましで使うことが多かったですけど、本来は『霧きりのなかで敵を束そく縛ばくする』魔術です。その力なら神獣の動きを止めることができるかもしれません」

「……無理だ。『霧海の騙し絵』の『疑ぎ似じ石化』は『霧のなかで不安に怯おびえる旅人を釘くぎ付づけにする舞まい姫ひめ』がテーマだ。効果を出すには霧のなかで相手の心をかき乱さなきゃならない。あの神獣に心があるかどうかすら分からないんだぞ」

「でも試してみる価値はあります。『半獣人の獣』の『完全反射』は神獣を傷つけられませんでしたが、その魔ま術じゆつ自体はきちんと作用してました。つまりもしあの神獣を動どう揺ようさせることができれば、あたしが『疑似石化』で束縛することができるはずです」

　一応、筋は通っている。通っているがゆえにリオンは議論を打ち切ろうとした。

　だがフィーネが横から尋たずねてしまう。

「どうやってロード・フェニックスを動揺させる気だ？　そんな方法があるとも思えん」

「キリカさんの斬ざん撃げきは神獣の炎ほのおを斬りました」

「……なるほど、そういうことか」

　フィーネは思案顔で唇くちびるに手を当てる。

「私の操あやつるゴブリンやオークも死ぬ時は悲鳴を上げる。もしも神獣にも似たような本能があれば、あるいは……。飛ひ燕えんの騎士が尾おの一本でも斬ることでロード・フェニックスも動揺するかもしれん」

「──駄目だッ！」

　会話の流れを断たち切るようにリオンは叫さけんだ。皆みながぎょっとするなか、レオナの小さな肩かたを摑つかむ。

「霧を発生させた時点でロード・フェニックスに勘かん付づかれたらどうする!?　フレアフェザーを乱射されたら防ぼう御ぎよ手段なんてないんだぞ!?　それでなくとも『疑似石化』を使うにはロード・フェニックスの目の前に立たなきゃいけない。あまりに危険過ぎる！　キリカの斬撃が有効なのは剣けんの間合いだけだ。あいつを斃たおせるわけじゃない！　それでも君が安全でいられる保証があるのか!?　あるなら言ってみろ！」

　レオナは肩に置かれた手に触ふれ、苦く笑しようした。とても困ったように。

「じゃあ、他に手段はある？」

「……っ」

　やや動揺した顔でフィーネが腕を組む。

「ローズラインの言う通りだ。現状、他に有効と思える手はない。生き残るにはこの策を使うしか──」

「そういうことを言ってるんじゃないッ！」

　鬼き気き迫せまった怒ど鳴なり声にフィーネが息をのむ。アネットも手を組んだまま硬こう直ちよくした。

　リオンはもう一度小さく「そういうことじゃないんだ……っ」と呟き、レオナを見つめた。

「その笑顔は知っている。あの時と同じだ。俺たちをアークドラゴンに乗せ、自分だけ監獄に残ったあの時と同じ目だ。レオナ、君は……っ」

　リオンは肩を摑んだ手を震ふるわせ、血を吐はくように言った。

「俺にまた君を置き去りにさせる気なのか……っ」

　レオナは笑顔を崩くずさなかった。その気き丈じようさがリオンの感情をかき乱す。一度覚かく悟ごを決めたこの少女が絶対に揺ゆるがないことをリオンは誰よりも知っている。

「リオン。あたしはね、どうしてもあなたに生きてほしいんです。だって──」

　駄目だ、と心のなかで叫んだ。その言葉を聞いたら君を止められなくなる……っ。

　しかしレオナの言葉が紡つむがれるより早く、

「リオン」

　突とつ然ぜん、横から手が伸のびてきて、リオンの胸倉を摑んだ。

　キリカだ。横から割って入ったキリカがリオンの胸倉を摑んで引き寄せた。そして、

「歯を食いしばりなさい」

　冷静な言葉の直後、一いつ切さいの手加減無しで殴なぐり飛ばされた。

　リオンは魔ま水すい晶しように背中を打ちつけ、床ゆかに倒たおれる。そして、

「嘆なげくな！」

　頭上から降ってきた言葉に、はっとした。顔を上げる。

　厳しく、そして一切の迷いないキリカの瞳ひとみがリオンを見つめていた。

「悲劇に惑まどうな！　絶望に暮れるな！　そんな弱気は丸めて野の良ら犬いぬにでもくれてやりなさい！　たとえ神様を敵にしたって譲ゆずれないものがあるからキミは脱だつ獄ごくすると決めたんでしょう!?　だったら貫つらぬき通しなさい！」

　キリカがぐっと近寄り、リオンの胸へ指を押し当てる。

「誰かを犠ぎ牲せいにする手段なんて即そつ行こうで却きやつ下かよ、却下！　考えなさい。誰も犠牲にしないでここから逆転する方法を！　今すぐに！　そんな悲劇を乗り越こえるために戦ってきたキミなんだから必ず思いつくわ。だから考えるの！　キミならできる！　絶対にできる！　このわたしがそう信じてるんだから！」

「キリカ……」

　胸の炉ろに火が入ったのを感じた。力強く拳こぶしを握り締め、リオンは大声で頷うなずく。

「当然だ！　俺は君たちを守り抜ぬいて！　俺自身も生き抜いて！　そうして地上に帰ると決めてるんだ！　こんなところでその願いが消えて堪たまるものかッ！」

「よしっ！」

　キリカの頷きを得ると同時、リオンは両手をこめかみにバンッと当て、思考に入った。

　時間はない。手段も限られている。だがそれでも必ず思いつく……っ！

　リオンが集中状態に入るとキリカは踵きびすを返した。すると今度はレオナの頰ほおをぱんっと叩たたいた。

「こうしてあなたをぶつのは二度目ね、レオナちゃん」

　レオナは返事をしなかった。叩かれたまま動かず、唇を嚙かみ締めている。

　だがキリカは構わず言葉を紡ぐ。

「命を粗そ末まつにするのはやめなさい。たとえ自分の命であろうとも簡単に捨てるなんて赦ゆるされないわ。レオナちゃん、リオンは変わろうとしてる。自分もわたしたちも守れる男になろうとしてる。でもあなたが変わらなきゃリオンはきっと何度でも立ち戻ってしまうわ。……あなたたちはそれだけ根っこのところで通じ合ってるみたいだから」

「……嫉しつ妬と心でぶたれたのなら納なつ得とくがいかないです」

「自己犠牲はやめなさいって話よ。本当に未来を切り拓ひらくことができるのは、自分を信じる強い心よ」

「……っ、誰も彼もキリカさんみたいに特別な人間じゃないんです！」

　悲痛さすら込められた叫びだった。

「みんながみんな現実を打ち破る強い力を持ってるわけじゃありません！　キリカさんみたいな剣けん技ぎも強きよう靭じんな信念も、綺き麗れいな髪かみとか顔とか、あと神獣に通用するようなよく分からない力とか！　全部普ふ通つうの人は持ってないんです！　なんにも持ってないただの小こ娘むすめのあたしがリオンを生かそうと思ったら、この命を懸かけるしかないの……っ」

「たぶんだけどね」

　キリカの言葉はひどく冷静だった。

「それで助かったとしても、レオナちゃんを失ったらリオンは壊こわれちゃうわよ？」

「……っ」

　キリカは火の海となった大聖堂へ目を向ける。

「あのハイネっていう看守。あれはあり得たかもしれないリオンの姿よ。アークドラゴンの時にレオナちゃんが死んじゃってたら、きっとリオンはあんな風になってたんでしょうね。自分を見失い、憎にくしみに振ふり回され、間ま違ちがい続けて、最後は壊れてしまう」

　一いつ瞬しゆんだけ瞼まぶたを閉じ、紺こん碧ぺきの瞳は再びレオナを見つめた。

「そしてその可能性は今も無くなってない。もしもあなたが死んじゃったら、きっとリオンは本物の魔王になるわ。そうして憎しみのすべてをこの監かん獄ごく……いいえ、この世界そのものに向けるでしょうね」

「そんな……」

　レオナは否定のために口を開こうとした。だが途と中ちゆうで言い淀よどむ。

　何度か口を開きかけるが言葉が出てこない。反論の言葉が浮うかばなかった。

　口を開き、閉じる。開いて、閉じる。言い返したいが言い返せない。

　その困りようが可愛かわいらしくて、キリカはクスッと笑みを浮かべた。

　途と端たん、レオナも毒気を抜かれ、がっくりと肩を落とした。

「……正直、目に浮かびますです。魔王になって世界に八つ当たりしまくるリオンが」

「でしょう？」

　キリカは苦笑しながら肩を竦すくめた。

「そうならないように、わたしたちがしっかりしなきゃ。もちろん、まずは無事にここを乗り切ること。だから……リオン、そろそろ何か思いついたかしら？」

　キリカに呼びかけられ、リオンは思考の海から舞まい戻もどった。

「ああ、万ばん事じ抜かりない」

　魔水晶にもたれていた姿勢から立ち上がる。集中し過ぎていたせいで軽く頭がぼんやりする。キリカとレオナが怒鳴り合っていたような気がするが、会話の内容までは頭に入ってこなかった。しかし何が原因だったかは雰ふん囲い気きで分かる。

　レオナのそばまで歩み寄ると、リオンはその身を思いきり抱だき締しめた。

「リ、リオン……っ」
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「頼たのむ。俺と一いつ緒しよに生きてくれ」

「……っ」

　レオナは言葉を失なくして息をのむ。

　一方、キリカは『えっ、そこまでしろって言ってないけど!?　っていうかそれどういう意味!?』という顔で動揺しまくっている。レオナはそんなキリカに気づいて苦笑し、きゅっとリオンを抱き締め返した。

「じゃあ、あたしを生かして下さいね。うんと頑がん張ばってこのピンチを乗り切って下さい」

「ああ、やってみる」

　そうしてレオナを放すと、フィーネがやれやれという顔で訊きいてきた。

「それで、どうするつもりだ？」

「まずは手に入れなきゃいけないものがある」

　そう言うとリオンは魔ま水すい晶しようの陰かげから顔を出し、声を張り上げた。

「ヴァレリア！　神しん槍そうを貸せ！　キリカが使う！」

　数秒は待つことになるだろうと思った。だがほとんど間を置かず黒い鎖くさりが伸びてきて、リオンの足元に突つき刺ささった。その先せん端たんには腕うで輪わが引っ掛かけられている。ヴァレリアが神槍の格納に使っている腕輪だ。

　リオンが腕輪を手にして振ふり返ると、キリカがぱちくりと目を瞬またたいていた。

「わたしが神槍を使うってどういうこと？」

「言葉の通りさ。俺の策もレオナの案と同じで肝きもはキリカの攻こう撃げきだ。でもあの斬ざん撃げきは剣の届く範はん囲いでしか効果はないんだよな？」

「？　ええ。ただ斬きってるだけだから宝ほう剣けんみたいに斬撃を飛ばしたりはできないわよ」

「そこでこの神槍を使う」

　リオンはヴァレリアの腕輪を掲かかげてみせる。

「剣と違って槍やりは投とう擲てきして使うことができる。だからこの槍をぶん投げて剣の斬撃と同じことをやってくれ」

「ええっ!?」

　キリカが驚おどろいた声を上げ、同時にフィーネが「なるほど」と頷いた。

「飛燕の騎き士しと神槍の相乗攻撃か。神しん獣じゆうに星装神器は効かんが、単純に槍として使うなら当然神槍の飛ひ距きよ離りや間合いはただの槍の比ではない。上手うまく使いこなせばここからでもロード・フェニックスに届くはずだ」

「そういうことだ。剣を使おうとしてもフレアフェザーのせいで実際はほとんど近寄れない。それこそ尾おを斬るぐらいがせいぜいだろう。だが神槍を使えば遠距離から確実にダメージを与あたえられる。『霧む海かいの騙だまし絵』ほどではなくてもある程度の時間が稼かせげるはずだ」

「ム、ムリムリムリっ！　わたし、槍って得意じゃないのよっ」

　さっきの威い勢せいもどこへやらキリカは高速で首を振る。

　だがそこでレオナとアネットがそれぞれキリカの左右に立った。

「未来を切り拓くことができるのは自分を信じる強い心。ですよね？　キリカさん？」

「レオナ様を叩いてお説教したのですから、キリカ様には見本を示して頂きませんと」

　アネットが笑え顔がおでキリカの頰をにょいーんと抓つねる。アネットが静かに怒おこっていることに気づき、キリカは肩かたを落として頷いた。

「……やりまひゅ」

「よし」

　リオンは大きく頷く。

「キリカはここから神槍を投擲して、とにかくロード・フェニックスにダメージを与えてくれ」

「その後はどうするの？」

「俺がユフィを見つける」

　レオナが慎しん重ちように訊いてくる。

「どうやってですか？」

「一応、一緒に旅をした仲だからな。隠かくれそうなところの目星はついている。キリカの攻撃でロード・フェニックスの注意が逸それたら、その隙すきに『疑ぎ似じ空間転移』で一気に捜そう索さくする。十秒稼いでくれればいい。絶対に見つけてみせる」

「一応訊いとくけど、レオナちゃんの代わりにキミが死ぬ気じゃないでしょうね？」

　キリカに言われ、リオンは「いいや」と首を振った。

　そういう考え方は、アネットに叱しかってもらって卒業したつもりだ。

　視線を向けると目が合って、アネットはとても柔やわらかく微ほほ笑えみかけてくれた。

　少し照れくさくなりながら頷きを返し、リオンはキリカの方を向く。真っ直すぐに。

「是ぜが非でも生き延びるつもりさ。俺には死んでる暇ひまなんてないからな」

「ん、ならいいわ」

　ブロンドの髪を軽かろやかにかき上げ、キリカも笑む。信しん頼らいの籠こもった笑みだった。

　彼女は腕輪を受け取ると、左手にガチッと嵌はめる。

「……とは言いつつ、使えるのかしら？　星装神器って選ばれし者にしか使えないはずだし、担にない手も武器ごとに違うんだけど……って、あ。いけそう」

　手て応ごたえを感じたらしく、キリカは腕輪のクリスタル部分に触ふれる。すると星ほし屑くずの光が舞まって見事に神槍グングニル・ツヴァイが現れた。

　ヒュンヒュンッと二度三度振って「なるほどね」と呟つぶやく。

「んー、一発ぐらいならなんとかなりそう。ヴァレリアみたいに上手くは操あやつれないだろうけど、とりあえず剣のつもりで振ってぶん投げるわ」

　頼もしい言葉にリオンは「頼んだ」と頷く。

「この作戦はスピードが命だ。ユフィを見つけたら合図する。そうしたらみんな穴から飛び降りてくれ」

　先ほどリオンが開けた穴は魔水晶の正面にある。今ならまだ炎ほのおに巻かれていない。

　だがこの策にはどうしてもリスクが伴ともなう。リオンはユフィを見つけた時点──つまりまだ飛行魔術を奪うばっていない段階で合図を送る。

　その時にはもうロード・フェニックスからなんらかの攻撃があると予想されるからだ。

　つまりリオンは皆みなへ『助かる確約がないまま、高度７５００メートル超ちようから飛び降りてくれ』と言っている。

「すまない、みんな。だが俺は必ず──」

「つまり魔王様に颯さつ爽そうと抱き留めて頂けるということですわね。願ってもないことでございます」

「私もこの蒸むし風呂ぶろに飽あき飽きしていたところだ。合図が早いに越こしたことはない」

「みんな満まん場じよう一いつ致ちで異存なし、ね」

「信じてます、リオン」

　少女たちの返事には一いつ片ぺんの迷いもなかった。リオンは「……ありがとう」と呟く。

　そして、いざという時のために全員の封ふう印いんを解除。皆の首輪の外装が開いていくなか、リオンはボロボロになっていた上着を投げ捨てる。

「よし、やるぞ！　これが俺たちの脱だつ獄ごく最後の作戦だッ！」

　キリカが魔水晶の前に飛び出し、光の舞う神槍を振り被かぶった。

「いくわよ！　……ひゅん！　ひゅん！　ぎゅいーんッ！」

　大上段から斬り下ろすように神槍が投擲された。

「レオナ、時間は!?」

「あと三分です！」

「充じゆう分ぶんだ！」

　頷うなずきと同時、キリカの放った神槍がロード・フェニックスの右う翼よくに着ちやく弾だんした。

　ヴァレリアが放った時のような流星の輝かがやきはない。だが穂ほ先さきが当たった瞬しゆん間かん、水みな面もに波は紋もんが広がるように黄金の翼つばさが消し飛んだ。

　甲かん高だかい嘶いななきが上がる。そこには確かに驚きよう嘆たんの響ひびきがあった。大聖堂に降り続けていたフレアフェザーが止やむ。──今だ！

「作品番号５２４番『軍神の過あやまち』！」

　リオンの姿が魔術光と共にかき消える。ユフィがいると推測される箇か所しよは三つ。すべてギリギリ火の手の回っていない場所だ。

　まずは説教台が置かれた右の壁かべ。ここが最後にユフィを見た場所から一番近い。十字形になっている身廊を横断。リオンは姿を現すと同時に説教台を蹴けり飛ばした。

　──いない！

　すぐさま空間転移。次は十字路を基点にして左後方の一帯。ここには瓦が礫れきと化したパイプオルガンがある。敗北したハイネが突っ込んでいった場所だ。

　制せい御ぎよ権を持っていたハイネの周囲ならば神獣の攻撃も及およばない可能性がある。ユフィも当然同じことを考えるはずだ。だが、

　──ここも違う！

　右手で瓦礫を蹴け散ちらすと、ハイネが倒たおれているだけだった。

「クソッ、お前が敗まけなければこんなことにはならなかったんだぞ!?」

　八つ当たりだと分かりつつ、思わず胸むな倉ぐらを摑つかんでしまう。

　少年の瞼まぶたは完全に閉じられており、口元からは血が滴したたっている。揺ゆさぶった拍ひよう子しにピクリと反応があったが、それだけだ。

　ふいに周囲の温度が上がった気がして見上げると、ロード・フェニックスの翼が徐じよ々じよに戻もどり始めていた。キリカの攻撃も回復不能なダメージまでは与えられなかったようだ。

　赤い宝石のような瞳ひとみは……間ま違ちがいなくリオンを見み据すえている。これ以上ハイネに構っている暇はない。

　三度目の空間転移。身廊横の側廊。ここに扉とびらが一つついていた。地上の大聖堂と造りが同じなら礼拝堂か何かがあるはずだ。戦いの場から距きよ離りを置くにはもってこいの場所である。候補はこれで最後だ。

「ユフィ、出てこい！」

　魔術光で扉どころか壁ごとぶち壊こわした。なかはやはり礼拝堂だった。そして、

　──いた……っ！

　小さな祭さい壇だんの前にハープを手にしたユフィがいた。目を見開いてこちらを見ている。

　リオンはとっさに魔術光を明めい滅めつさせてレオナたちへ合図を送ろうとし、

　──いや待て。違う！

　寸前で違い和わ感かんが駆かけ抜ぬけ、合図を止めた。根こん拠きよはない。だが確かな違和感がある。

　確かめる手段を瞬時に考え、迷わず実行した。左手の指を自分の耳へ突っ込む。ぐちゅという背筋が凍こおりそうな音を立て、鼓こ膜まくが破れた。

　途と端たん、目の前のユフィが苦笑いを浮うかべて──揺らいだ。

「幻げん視しの曲か……っ！」

　周囲には柱の倒とう壊かいや火花の雑音が溢あふれている。それに紛まぎれさせて幻げん覚かく作用を起こす曲を奏かなでていたのだ。

　リオンは魔ま術じゆつ光を放って幻まぼろしを消し飛ばす。するとユフィの幻がいた場所に魔ま法ほう陣じんが輝き、魔ま性せい植物の鋭するどいトゲが生えてきた。魔性植物を使ったトラップだ。ユフィだと思って近づいていれば餌え食じきになっていたかもしれない。完全に敵としての罠わなだった。

「そうか……お前の覚かく悟ごはよく分かったよ、ユフィ」

「リオン、危ない！　上よ！」

　残った右耳にキリカの声が響いて、はっと見上げる。無数の羽根が降ってきていた。フレアフェザーだ。ロード・フェニックスが翼を取り戻したのだ。

「クソ……っ！」

　とっさに背後へ空間転移した。だが炎の羽根はまるで壁のように迫せまってきている。完全な面の攻こう撃げきだった。避よけきれない。

　だがそこで黒い鎖くさりが目の前を駆け抜けた。現れたのは豪ごう奢しやなドレスの背中。

　ヴァレリアだ。

　ピアスが輝き、魔法陣がフレアフェザーを受け止める。

「ふふんっ！　妾わらわのピアスは１００番台の攻撃も受け止める！　神しん獣じゆう相手でもほんのちょっぴりならばなんとかならんこともない！」

「ヴァレリア！　礼は言わないぞ!?」

「構わん！　妾も脱獄前に死ぬわけにはいかんからな！　それにさすがにほんのちょっぴり悪あく癖へきを出し過ぎたと思っていないこともない！」

　魔法陣に亀き裂れつが入った。やはりフレアフェザーを受け止めきれないのだ。

　遥はるか上空から攻撃を放つ不死鳥の姿がリオンの瞳に映る。その瞬間、ふいに気づいた。ユフィの居所がどこか分かった。

　だがその直後、視界の端はしで白い光が瞬またたいた。贋がん作さくの光である。

「リオンッ！　ヴァレリアぁぁぁぁぁッ！」

　ハイネが目覚めていた。額からは血が流れ、イエローブロンドの髪かみは灰だらけ、関節もところどころおかしな方向に曲がっている。

　それでもハイネ・ロットアインは立ち上がっていた。

「二人まとめて死んでしまえぇぇぇぇッ！」

　左手から贋作の『収束する妖よう光こう』が放たれた。防ぼう御ぎよが間に合わず、ヴァレリア共々横から直ちよく撃げきを喰らってしまう。ピアスの防御が消え、フレアフェザーが全身に降り注いだ。

「──ぁッ！」

　喉のどの奥から声にならない悲鳴が迸ほとばしった。

　炎の羽根が嵐あらしのように乱れ飛び、触れた先から体が燃え上がる。存在ごと燃やし尽つくされるような激痛が脳のう髄ずいを貫つらぬいた。

　炎で黄金に染まった視界の端、ハイネが今にも崩くずれそうな笑えみを浮かべている。

「あははははッ！　もういい！　もう『憎にくしみ』でいいさ！　お前たちを斃たおせるのなら僕を動かすのは『憎しみ』でいい！　どうだリオン、僕は汚よごれたぞ!?　もう綺き麗れいな絵は描かけないぞ！　これでお前に勝てるんだろう!?　さあ、二人まとめて今この場で灰になれぇぇぇぇッ！」

　その声はもはやリオンに届いてはいなかった。生きたまま焼かれる激痛が感覚のほとんどを支配していた。

　すぐ横のヴァレリアにも業ごう火かから脱だつ出しゆつできそうな気配は感じられない。以前に『星装神器に次ぐ加護を持っている』と言っていたドレスがどんどん黒く炭化していっている。

　……まさかこのままヴァレリアと心中することになるのか？

　そんな思考が脳のう裏りを過よぎる。『悪あしきものを滅めつする力を持つ』と謳うたわれた通り、黄金の炎は『魔王』の身体強化など物ともせず、リオンの命を蝕むしばんでいく。

　抗あらがいようのない死が近づいてくるのを感じた。確かな絶望が押し寄せてくる。だが、

「死ねない……っ！」

　燃え盛る業火のなかで、リオンは右手を伸のばした。

　ここで死んだら誰だれが彼女たちを守る？

　誰がキリカと並ぶ？

　誰がレオナと生きる？

　誰がアネットに報むくいる？

　誰がフィーネを支える？

　答えはとうに出ているはずだ。だから強く強く拳こぶしを握にぎる。

　──誰がじゃない！　俺がやるんだよッ！

「弱気なんて丸めて野の良ら犬いぬにでも食わせてしまえ……っ！　俺の女たちを守るのは、この俺だァ──ッ！」

　爆ばく風ふうが吹ふき荒あれた。全身から魔術光が迸り、看守の制服が黒の装束に変わっていく。

　袖そで口ぐちに呪じゆ法ほう系のチェーンが伸び、襟えりや肩かたに魔術文字の刺し繡しゆうが現れる。そして夜よ闇やみのようなマントがたなびいた。

　かつてのヴェルゼストを彷ほう彿ふつとさせる、魔王の黒装束姿。熾し天てんの儀ぎの時と同じ、力を完全解放した姿だ。

　ゴオッと右手から闇の魔術光が溢れ出す。それは烈れつ火かの如ごとく広がっていき、全身に絡からみついた炎ほのおの羽根を押し返していく。リオンと、そして隣となりにいるヴァレリアの周囲から羽根が取り除かれた。

　その瞬間、全身火傷やけど塗まみれで沈ちん黙もくしていたヴァレリアの両目がカッと開いた。

「はっはーっ！　よくぞ羽根を退けた！　こうなれば妾も良いところを見せぬわけにはいくまい！　さあ見よ、『事象の地平線』の顕けん現げんを──作品番号１００番『暗黒神話』！」

　クラヴァットが消し飛び、首輪の外装が外れる。

　そして世界から一瞬にして色が失われた。

　モノクロになった世界で炎の羽根が粉こな微み塵じんに消し飛ばされていく。

　何が起きているのか、リオンには知覚できなかった。だが右手が本能で伝えてくる。今ヴァレリアが放っているこの力こそ、魔王の誇ほこった最強の魔術の一角であると。

「ハイレイン！　妾の魔術はロード・フェニックスとの相あい性しようが最悪でな！　拮きつ抗こうできるのはこの一いつ瞬しゆんだけだ！　一手、あと一手が足りん！　その右手で逆転の一手を摑み取れ！」

　響いた声はまるで老女のようにしわがれていた。ヴァレリアの限界が近いのが分かる。

　リオンも理解していた。右手の力を完全解放し、魔王の姿を顕現したことで、今や全身に魔力が漲みなぎっている。だがそれでも足りない。フレアフェザーを押し退のけることはできても、ロード・フェニックス本体がきたら間違いなく押し潰つぶされる。

　だからあと一手が必要だった。魔王が死力を尽くし、脱だつ獄ごく王が奥の手を晒さらし、それでも足りないこの状じよう況きようを覆くつがえす最後の一手が。

　しかし先にヴァレリアの『暗黒神話』の効果が切れた。世界が色を取り戻し、ロード・フェニックス自身が大きく羽ばたいてこちらへ向かってこようとする。その時、

「リオーンッ！」

　声が響いた。炎の羽根が舞まい散る身廊をキリカが駆けてくる。

　もう手元に神しん槍そうはない。今すぐ魔ま水すい晶しようのもとへ戻らねば、リオンたちの巻き添ぞえになってしまう。それでも紺こん碧ぺきの瞳に迷いはなかった。

　なぜなら彼女は信じている。リオンなら絶対なんとかする、と。

　その信しん頼らいが力を与あたえた。

「キリカ──ッ！」

　彼女へ伸ばした右手から魔術光が迸った。

　絶対に守るという鋼はがねの意志が右手の限界を塗ぬり替かえていく。

　闇色の魔術光が広がり、まるで大海を割るようにすべてのフレアフェザーを消し飛ばした。上空のロード・フェニックスすら驚きよう愕がくしたように一瞬動きを止める。

　炎の消えた身廊を駆け抜け、キリカがこちらへ手を伸ばした。

　お互たがいの手が近づくなか、リオンは全身の魔力を身体強化の要領で脳へ回した。思考自体に魔力が宿り、知覚が人間の領域から一歩を踏ふみ出す。

　それはスピカの演算と似て非なる同等の領域。ばら撒まかれたピースをもとに、重ねる思考が求める未来へ辿たどり着く。

　魔王の右手。師し匠しよう。最後の一手。ユフィ。ブローチ。宝石のついたブローチ。目の前のキリカ。ブローチとキリカ。宝ほう剣けん。

　──繫つながった。

　手にしたのは、理り屈くつでは説明できない確信。

　リオンはそこへ論理の階段を築き、事象を理解可能なものに置き換かえる。

　つまりは。

　……俺はあのブローチを、いやブローチについていた宝石を過去に見ている。キリカの手のなかで！

「キリカ！　受け取れ！」

　お互いの手が触ふれ合った瞬しゆん間かん、それをキリカの手のなかへ出現させた。

　ユフィから渡わたされた、サファイアのような宝石のブローチ。黒装束姿になったことで右手へ格納していたものを再び取り出したのだ。

　キリカが両目を見開く。手のなかを見たわけではない。触れただけで気づいたのだ。

「これって……わたしの宝剣のクリスタルよ!?」

　なぜ師匠がこんなものを持っていたのかは分からない。

　だが今このブローチ──否いな、ブローチに嵌はめ込まれたクリスタルが正しい担にない手のもとへ返ることで、逆転の一手となる。魔力を帯びた思考のなかでリオンはその確信を手に入れていた。だが、

「お前たちが何をしようが関係ないッ！　僕の左手がすべてを無に帰してやるッ！」

　ハイネの左手にフレアフェザーが集つどっていた。炎の竜たつ巻まきのようになった左手をハイネは大剣の如く振ふり下ろす。

「これで終わりだッ！　今すぐ僕の前から消え失うせろォッ！」

　同時、ロード・フェニックスもついにその巨きよ体たいで突とつ撃げきしてくる。

　リオンはとっさにキリカの手を引っ張り、マントでくるむように抱だき締しめる。腕うでのなかでクリスタルがブローチから外される音がした。

　直後、天と地の両方から放たれた炎が大聖堂を焼き尽くした──。







　床ゆかは消し炭になって捲めくれ上がり、柱は溶とけて倒とう壊かいした。長なが椅い子すや絨じゆう毯たんに至ってはすでに跡あと形かたもない。ロード・フェニックスが再び舞い上がると、かつて大聖堂だった場所は廃はい墟きよと化していた。残っているのは白いスピカの魔水晶と、いくつかの残ざん骸がい、そして揺ゆらめく黄金の炎だけだ。

　そのなかでハイネはひとり哄こう笑しようを上げていた。

「勝った！　やっと勝った！　ヴァレリアもリオンも死んだ！　死んだぞ！　もう僕の心を乱すものは何もないんだぁっ！」

　その声をかき消すようにヒュンッと風を斬きる音が響ひびいた。ビクッと震ふるえ、ハイネの哄笑が止まる。

「なんだ？」

　音は加速度的に増えていく。そしてハイネの眼前で信じられないことが起こった。

　風斬り音が響く度たび、黄金の炎が千切れ飛んでいくのだ。

　今、大聖堂に揺らめいているのはロード・フェニックスが降臨した時の炎である。神槍の一いち撃げきで翼つばさを散らされた時や右手に消されたフレアフェザーとはものが違ちがう。だというのに、

「あり得ない……っ！　世界最強の一角であるロード・フェニックスの黄金の炎が斬られるなんてあり得ない！　一体なんなんだ!?」

　叫さけび声が響くと同時、大聖堂で揺らめいていた黄金の炎が一いつ斉せいに斬り裂さかれた。

　閃せん光こうのようなその斬ざん撃げきの中心に立っていたのは──一人の騎き士し。

「なんだとはご挨あい拶さつね。でも面と向かって尋たずねられるのも久しぶりだわ」

　ほのかな陽炎かげろうのなか、ブロンドの髪が美しくなびいている。

　両手には二段構えの強固な手てつ甲こう。身を守るのは白銀に彩いろどられた胸当て。握られた剣は宝石のように透すき通っている。

　閃光の余よ韻いんがきらきらと輝かがやくなか、彼女は剣を構え、堂々と名乗りを上げた。

「わたしは宝剣アスカロン・ジータを駆かる飛ひ燕えんの騎士──」

　弧こを描えがくように宝剣が一いつ閃せん。衝しよう撃げき波はによって陽炎が一気に霧む散さんし、強い意志を湛たたえた紺碧の瞳ひとみが露あらわになる。

「アルヴィレウス王国・王立近この衛え騎士団・第四隊騎士長キリカ・スワロウテイルよ！」

　吹き荒すさぶ烈れつ風ぷうにハイネはたたらを踏んだ。

「宝剣!?　その力でロード・フェニックスの炎を斬ったっていうのか……っ!?」

「いいや星装神器の力は神しん獣じゆうには効果を及およぼさないらしいぞ？　その推測は見当違いだ」

　そう言って口の端はしをつり上げたのは──キリカの後ろにいるリオンだ。黒装束姿で悠ゆう然ぜんとマントをなびかせている。

「リオン!?　なんで生きてる!?」

　ハイネの驚愕にリオンはさらに笑えみを深くした。

「敵にわざわざ手の内を教える馬ば鹿かがいるか？　せいぜい悩なやんで苦しむんだな」

　すると、二人の背後で膝ひざをついているヴァレリアが笑いをかみ殺した。

「くっくっくっ、いけしゃあしゃあとよく言う。お前自身も分かってはおらんだろうに。飛燕の騎士の斬撃がなぜ神獣にまで有効なのかはな」

　リオンはその呟つぶやきを黙もく殺さつした。

　ユフィが持ち込んだ師匠からのブローチ。その宝石部分はキリカの宝剣のクリスタルだった。ヴァレリアが腕うで輪わのクリスタルから神槍を出すように、そのクリスタルもまたキリカが手にすることで宝剣を出現させた。
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　宝剣は光の斬撃を飛ばすことができる。その光で斬撃を拡張し、キリカは迫せまりくるロード・フェニックスの炎とハイネの攻こう撃げきすべてを斬り裂いた。

　師匠がどういう経けい緯いで宝剣を手に入れ、なぜこうして監かん獄ごくに送り込んできたのかは分からない。だが選ばれし者の剣は今、こうして正しい担い手のもとに返った。宝剣の力によってキリカの姿もかつての騎士姿となっている。

「さあ、ハイネ」

　リオンは右手を掲かかげ、強く拳こぶしを握にぎり込んだ。キリカもふわりと髪かみを舞まわせ、切っ先をハイネへ突つきつける。

　宝剣アスカロン・ジータを構えた騎士姿のキリカ。

　漆しつ黒こくのマントをなびかせる魔王姿のリオン。

　星ほし屑くずの光が鮮あざやかに舞うなか、二人は背中合わせで立ち、威い風ふう堂どう々どうと告げた。

「覚かく悟ごしなさいね？」

「今度は俺たちが攻せめる番だ」

　ハイネは両りよう肩かたを震わせ、左手を振り上げた。

「ふざけるな！　あなたは……どれだけ僕の前に立ち塞ふさがれば気が済むんだ!?」

　左手が閃光の如く輝いた。それに呼応するように黄金の不死鳥が嘶いななきを上げる。左手には何枚もの絵画が重ね掛がけされていく。上空ではロード・フェニックス自身が翼をはためかせ、再び下界へと向かってくる。

「キリカ、ロード・フェニックスを斃たおすぞ！　遠えん慮りよはいらない。全力でぶちかませッ！」

「そうこなくっちゃ！　いくわよ。飛燕の騎士キリカ・スワロウテイルが命じる！　宝剣アスカロン・ジータ完全解放、顕けん聖せい励れい起き！」

　透き通る刀身のなかに星が生まれた。小さな星々の煌きらめきは結合し、反応し、連れん鎖さし、煌めく流星へと生まれ変わる。

　ロード・フェニックスはもはや目の前だ。その身は恒こう星せいのような業ごう火かとなり、二人の視界すべてが炎ほのおの黄金に彩られる。

　だがキリカは不敵に笑み、颯さつ爽そうと斬撃を撃うち放った。

　神獣が纏まとう黄金の炎と、宝剣から放たれた流星の斬撃。目も眩くらむような光と光が激げき突とつした。

　だがそこに拮抗の瞬間は訪おとずれなかった。不得意な槍の投とう擲てきとは違う。剣が届きさえすれば、キリカは神々の力すら斬り裂くのだ。

　流星が炎を圧あつ倒とうし、不死鳥の纏う羽根が消し飛んでいく。

「馬鹿な……っ!?」

　ハイネが悲鳴を上げる。制せい御ぎよする神獣と同期しているらしく、その左手が斬り裂かれていく。

　流星の斬撃は羽根を飛ばすだけに留とどまらず、ロード・フェニックスの右う翼よくから左胴どう体たいまでの炎を真っ二つに斬り裂いた。炎はもはや猛たけることはなく、翼は元に戻もどらない。

　同時、リオンもまた空間転移で距きよ離りを詰つめていた。床を叩たたき割って一歩を踏み込み、驚愕しているハイネの顔面へ拳を叩き込む。

「沈しずめ！　贋がん作さくの魔ま王おうッ！」

「があ……っ!?」

　衝撃波と共にハイネの身が後方へ吹ふっ飛んだ。だがまだ終わっていない。

　不死鳥は蘇よみがえるからこそ不死鳥なのだ。炎を斬り裂くだけでは足りない。どこかにその命を繫ぐ核かくのようなものがあるはずだ。

「ヴァレリア！　どこだ!?」

「心臓だ！　妾わらわに神しん槍そうを持てぃ！」

　多くの言葉は必要なかった。最小限のやり取りで意思疎そ通つうし、リオンはロード・フェニックスの真下へ空間転移する。神槍は粉々になったパイプオルガンの残骸に突き刺ささっていた。それを左手で抜ぬき、ヴァレリアへ投げる。

「使え！」

「ふむ！　やはりこの槍やりは妾が使ってこそよ！　どれ、炎の鎧よろいが剝はげ落ちた今ならば、届くというものだ！」

　神槍が流星のように輝き、天へと投擲された。キリカの斬撃によって炎が消え、今まで隠かくれていた不死鳥の肉体が露わになっている。神槍はその胴体を縦に斬り裂いた。

　すると心臓に当たる部分に八面体の結けつ晶しようが現れた。

「あれだ、ハイレイン！　トドメはくれてやる！　叩き込め！」

　リオンは漆黒のマントを翻ひるがえし、右手を振り上げた。その拳にはすでに極限まで魔力を集中させている。

　今ならば描えがける気がした。

　師し匠しようの技法から一歩進んだ、自分の技法で。

　魔王ヴェルゼストの絵画から一歩進んだ、魔王ハイレインの絵画を。

「いつか地上の人々にこの美しさを伝えるために──」

　リオンの目はキリカを見つめている。星屑の光と火の粉が舞まうなか、宝石のような剣を携たずさえて立つ、美しい彼女のことを見つめていた。そして右手は描く。

『月から零こぼれ落ちた雫しずく』の絵画──作品番号２２２番『月天の雫石』。

『塔とうの上に燦さん然ぜんと輝く妖よう光こう』の絵画──作品番号１８９番『収束する妖光』。

『水みな面もを覆おおっていく無数の睡すい蓮れん』の絵画──作品番号４０４番『薄うす紅べにでない睡蓮』。

　三枚の絵画は今までとは違い、温かみに満ちていた。そこに宿っている三種の魔術が一つになる。ハイネが得意とするような重ね合わせではなく、完全な調和として。

「おおおおおッ！」

　右手から大たい剣けんの柄つかが出現した。そこから妖光が放たれる。長く長く伸のびた妖光は結晶化し、刀身となった。そうして顕けん現げんしたのは天を衝つくほどの巨きよ大だいな剣である。

　倒たおれているハイネが左手を押さえながら目を見開いた。

「なんだあれは!?　あんな絵画の使い方、僕たちは知らないぞ……っ!?」

　流星の斬撃にも比ひ肩けんする大剣を掲げ、リオンは叫んだ。

「世界最強の一角、黄金の不死鳥ロード・フェニックス！　お前の最強の名は、今この右手が地に堕おとす！」

　天を衝く大剣が振ふり下ろされる。刀身が轟ごう音おんを上げて八面体の結晶に喰くい込んだ。

　その瞬しゆん間かん、リオンは結晶化している刀身を爆ばく発はつさせた。鍔つば元もとから切っ先まですべての結晶が連鎖して爆発し、怒ど涛とうの勢いで八面体の結晶を破壊する。見る間に亀き裂れつが走り、不死鳥の核を成していた八面体は紅ぐ蓮れんの炎を上げて砕くだけ散った。

　ロード・フェニックスを形成していた炎が吹き飛んだ。炎の残ざん滓しが火の粉となって舞い散っていく。ここに──最強の神獣は敗北した。

　リオンはマントを翻し、大剣の柄を魔術光に還かえした。

　その堂々たる背中にキリカは満足げに頷うなずき、ヴァレリアも「ふむ」と愉ゆ快かいそうに口の端をつり上げる。

「今の一刀、宝剣の一撃にも匹ひつ敵てきする。ついに旧魔王の魔術を一歩超こえたか。妾の助言通り最後の一手を摑つかんだな、ハイレイン」

　リオンは今の感かん触しよくを確かめるように、自分の右手を見つめる。魔術光の残滓が祝福のように舞っていた。







　そして。

　リオンは振り返ると、最後までわずかに残っていたロード・フェニックスの頭部の炎を見上げ、声を張り上げた。視線の先に右手を構え、

「ユフィ！　そこに隠れているのは分かっている。観念して降りてこい！」

　途と端たん、キリカが「えっ」と同じく宙を見上げる。

「ユフィリアがどこにいるか、分かったのっ？」

「戦ってる最中に気づいた。ユフィがいるのは、ロード・フェニックスの頭の上だ」

　空中の残火を睨にらみ、右手にじわりと魔術光を滲にじませる。

「まだ逃とう亡ぼうするつもりならこのまま撃ち墜おとすぞ！」

「──わ、分かった！　分かったよ。参ったなぁ。まさか神獣が敗まけるなんてさ」

　最後まで残っていた炎が消え、翼つばさのように魔術光を纏まとったユフィが姿を現した。

　その首元では封ふう印いんどころか首輪そのものが外れていた。

　リオンは「やっぱりか……」と呟く。

　ロード・フェニックスの暴走しているこの大聖堂で最も安全な場所はどこか。

　それは当のロード・フェニックスの頭上に他ほかならない。

　無論、本来ならばそんなところに昇のぼる術すべはない。だがユフィには『蒼そう穹きゆう』の飛行魔術がある。もしもユフィの『魔王の絵画』がなんらかの特とく殊しゆな方法で宿ったものであるなら、自分で封印を解く手段があっても不思議ではない。

　不死鳥の頭上にはすでにハイネの囚しゆう人じんであるセシルが陣じん取どっていた。昇ることさえできればその安全性は保証されていたのだ。

　羽ばたくように魔術光を揺ゆらしながらユフィが降りてくる。

「参ったなぁ。あのブローチ、てっきり右手を強化する何かだと思ってたんだけど……。どうせ右手じゃ神獣には敵かなわないだろうから、せめて逃げる程度はできるようにと思って渡わたしてあげたのに、まさかスワロウテイルさんの宝剣だったなんて。いやでも結局神獣を斃したのはリオンの右手か。ひょっとして全部イングラム老の目もく論ろ見み通りってことかな……。この分だと、あたしが裏切ることも予想してたのかも」

　ユフィの腕うでにはセシルが抱だかれていた。どうやら気を失っているらしい。その姿を目にした途端、冷水を浴びせられたようにハイネの表情が正気に戻った。

「セシルさん……っ！」

　裂さけた左手を押さえながら覚おぼ束つかない足取りで駆かけ寄る。そんなハイネへセシルを引き渡すと、ユフィは『蒼穹』の魔術を解除した。

「大だい丈じよう夫ぶ、命に別状はないよ。あそこ、魔ま法ほう陣じんがあってもすっごい熱かったし、やたら揺れるし、辛つらくて気を失ったんだね。ロットアイン君、この人がロード・フェニックスの頭の上にいること途と中ちゆうから忘れてたでしょ？　この人がこうして失神してるのは君のせいだよ？」

　ハイネははっとした顔でセシルを抱き締しめ、喉のどを震ふるわせた。

「一番守らなきゃいけない人だったのに……っ、憎にくしみに駆られて、僕は……っ」

　慟どう哭こくするハイネの姿をユフィはどこか愉ゆ悦えつを含ふくんだ目で見つめていた。リオンはその胸むな倉ぐらを摑んで床ゆかへ引き倒す。ユフィは動じなかった。倒されたまま目を細める。

「過激だね。どうするつもり？」

「お前から『蒼穹』を奪うばい、脱だつ獄ごくする。ロード・フェニックスを斃したのはお前を捕つかまえるためだ」

「あはは、お前呼ばわりって傷つくなぁ……もうちょっと言い方ない？」

「悪いが敵に情けは掛かけない主義だ。手加減はしないから諦あきらめろ」

　ゴキッと手首を鳴らし、右手を振り被かぶった。その姿勢でリオンはぽつりと呟つぶやく。

「……一つだけ答えろ」

「何かな？」

「ブルーロウとリリィのことはどう思ってた？」

　ユフィの表情が一瞬痛ましさを含んだものになった。

「……二人には心から感謝してる。あたしも『天空の大だい監かん獄ごく』がここまで陰いん惨さんな場所だとは思ってなくてさ。ブルーロウさんが最初の看守になってくれてなかったら、あたしも大変なことになってたと思う。リリィさんもね、囚人の立場にショックを受けてたあたしにすごく親身になってくれた。二人はあたしの恩人だよ」

「……そうか」

　ブルーロウとリリィは最さい期ごまでユフィの身を案じていた。ユフィが生きつ粋すいの囚人でなかったのだとしても、二人を利用していたわけではないのならまだ救いがある。

「あたしからも一ついい？　確かさ、『塔の住人』が大聖堂の出来事を予知できないのは、大聖堂全体が魔術で造られたものだからだったよね？　でもご覧よ。この有様を」

　ユフィは床へ押しつけられた姿勢で手を広げた。示すのはステンドグラスが溶よう解かいし、柱や床は砕け、パイプオルガンも原型を失なくした、大聖堂の惨さん状じようだ。

「──これってもうその前提崩くずれてない？」

　そんな言葉が紡つむがれた瞬間だった。空中に星ほし屑くずのような光が瞬またたいた。

　現れたのは長い銀色の髪かみを翻し、腰こしに二本の長ちよう剣けんを下げ、首から古い懐かい中ちゆう時計を掛けた美しい少女──『塔の住人』スピカである。

「はいはーい♪　遠回しに呼ばれたみたいだからきてみたよ？　そういう思わせぶりな呼ばれ方するの、コレは大好きなんだよね♪」

　ほぼ即そく座ざにキリカが斬きり掛かった。宝剣の透すき通った軌き跡せきが宙を薙なぐ。

　常人には視し認にんすらできない一いち撃げきだった。だが、

「おっと？」

　スピカは空中で軽くあごを引いてそれを回かい避ひした。キリカが「──っ」と目を細める。

　動どう揺ようはしていない。キリカはすでに次の攻こう撃げきに移っている。剣を振り抜いた勢いを殺さず、舞うように一回転し、もう一撃。

「よっと。惜おしい惜しい」

　火花が散った。いつの間にかスピカの手に両りよう手て斧おのが現れ、キリカの斬ざん撃げきを防ぼう御ぎよしていた。ただの斧ではない。宝剣と同じく、刃はが宝石のように透き通っている。

「これはハンドレッド・パラシュって言うんだ。地上では御み霊たま斧おのって呼ばれてたかな？　君が今使ってるアスカロン・ジータは勇者の装備で、このハンドレッド・パラシュは盗とう賊ぞくが使ってた武器さ」

　宝石のような刃と刃がぶつかり合ったまま、キリカはあえて競せり合いを続けた。リオンがスピカの死角から攻撃を仕し掛かけていたからだ。スピカの真下から突つき上げるように魔力の錐きりが放たれる。完全な死角なので見えるはずがない。だが『塔の住人』は「ほっ」とひどく軽い調子で一回転。すれすれで魔力の錐を回避する。

「コレには戦術ルーチンも組み込まれているからね。これぐらいの攻防は演算すら必要ないよ？　じゃあ、お返しだ」

　銀ぎん髪ぱつを舞まわせ、空中で回転しながらパチンッと指が鳴らされた。

　当然、キリカもリオンも次の攻撃態勢に入りつつ、最大限の警けい戒かいをしていた。

　だがその攻撃は二人のまったく予期しないところからきた。

　突とつ如じよ、キリカの宝剣から光の斬撃が伸び、リオンの胸を貫つらぬいたのだ。

「──っ!?　な、に……？」

「うそ……」

　何が起こったか分からなかった。愕がく然ぜんとしている二人の間でスピカがニヤニヤと笑う。

「星装神器はもともとコレが作った決戦兵器なんだよ？　遠えん隔かく操作ぐらい当然のようにできるって」

　リオンの口から大量の血が溢あふれた。「リオンッ！」と悲鳴を上げ、キリカの手から宝剣がこぼれ落ちる。身にまとっている鎧よろいが消え、囚人服に戻もどった。

　するとその瞬間を狙ねらっていたかのように神しん槍そうの石いし突づきがキリカの腹部を直ちよく撃げき。衝しよう撃げきで体が浮うき上がり、キリカは目を見開いた。

「ヴァレリア!?　なんで……っ」

「ふむ。そもそもだな？　妾わらわは今回、『塔とうの住人』との契けい約やくで動いていたのだ。お前たちと肩かたを並べて神しん獣じゆうを葬ほうむったのは成り行きに過ぎん」

　脱獄王はニヤリと口角を上げた。

「よもやたった一度の共きよう闘とうで友ゆう誼ぎが芽生えたなどと思ったわけではあるまいな？　その善人過ぎる楽観がお前の欠点だ」

「く……っ、そん……な……」

　がくんとキリカが意識を失った。神槍がひょいと返され、その身は床に転がされる。

　一方、スピカはキリカが手放した宝剣へ手招きをした。すると宝剣はひとりでに浮き上がり、リオンの胸からずるりと抜ぬけると、スピカの手のなかに収まった。

「まったくもう、地上に置いといたはずなのに急に消えたから何かと思ってたんだよ。やっぱり最果ての彼の仕し業わざだったわけだ。魔術師っていうのはこれだから面めん倒どうだよ」

　やれやれと肩を竦すくめ、スピカの視線はハイネの方へ。

「それにしても贋がん作さくの少年は頑がん張ばったね。正直、足止めしてくれればいいやとしか思ってなかったのに、まさか絵え描かきの少年に勝っちゃうなんてさ」

「僕が、リオンに勝った……？」

「うん。だって絵描きの少年はこの通り虫の息だよ？　で、君は勝者たるコレの側についてるんだ。だから君の勝ちってことじゃん。おめでとう、君は絵描きの少年に勝利したんだ」

　ハイネは斬り裂かれた自分の左手、そして腕のなかで気を失っているセシルを見つめ、何度も首を振ふる。

「……違ちがう。僕が欲しかったのはこんな勝ちじゃない。僕がクレアに誓ちかったのはこんな勝利じゃないんだ……っ」

　ハイネはセシルを抱き締めて咽むせび泣いた。スピカは興味なさげに首を竦める。

　と、ヴァレリアが不ふ機き嫌げんそうに神槍を肩に担かついだ。

「『塔の住人』よ。契約は完かん了りようした。白の観測者は妾がもらうぞ？　そのためにお前の茶番に付き合ってやったのだ」

「もー、よく言うよ。ここぞとばかりに好き勝手やったくせに。まあいいさ。約束だからね。あれは人間にどうこうできるものじゃないから無む駄だな努力に終わるだろうけど、好きにするといい」

「ついでにもう一つ説明せよ。神獣の炎すら両断したこの飛ひ燕えんの騎き士しは何者だ？　あの斬撃は魔術の力ではなく、お前たちの力でもなかった。不可解極きわまる」

「あー、彼女ね。彼女は特異点だよ。コレも最初はただのアスカロンシリーズの適合者だと思ってたんだけどさ」

　スピカは床のキリカを見下ろし、空中で腕を組む。

「魔王の聖せい痕こんみたいに意図して作られたものじゃなく、自然発生的な本物の特異点だね。百年に一人ぐらいの割合で唐とう突とつに現れるんだよ。あっちの世界では勇者がまさにそうだった。まぁなんていうか、こっちの世界で勇者となるべき人間って感じかな？　いや実際、コレは彼女が一番の懸け念ねんだったんだ。だって勇者たる者が魔王の側にいるんだもん。笑えない笑えない。いつの間にかひょっこりアスカロン・ジータも取り戻してるし」

　スピカは宝ほう剣けんをキリカから遠ざけるように持ち替かえる。そして視線は魔ま水すい晶しようの方へ。

「ま、おかげでコレもついに大聖堂に侵しん入にゆうできたよ。あの白い奴やつもきっと悔くやしがってるだろうさ。礼を言うよ、絵描きの少年」

　視線を向けられたリオンは血ち溜だまりのなかで膝ひざをついていた。宝剣の傷は胸のちょうど真ん中を斬り裂いており、止め処どなく血が溢れ出していた。

　血の気を失くした顔を上げ、スピカを睨にらむ。

「……どこからだ？」

「うん？」

「どこから、俺はミスをしていた……？」

「そうだねえ。どっちかって言うと、むしろかなり良いところまでいってたよ？」

　スピカはにんまりと頰ほおを上げ、

「まずはこの大聖堂を脱獄の要かなめにしたのが良かったね。君は『ここには演算が及およばないから』って理由で選んだみたいだけど、どっこいそれどころじゃなくコレは大聖堂に近づくことさえできなかったんだ。正直、あのまま穴から脱だつ出しゆつされたら追い切れなかったと思うよ。──ああ、そうだ。白い奴の拘こう束そく水すい晶しようの裏、あそこに君の女の子たちもいるよね。もう寝ねてもらったから助けとかは期待しない方がいいよ？」

「──っ!?　レオナたちに何をした!?」

「だから寝てもらっただけだって。今は一枚でも多く『魔王の絵画』を集めたいからね」

　ふわふわと浮きながらスピカは銀色の髪をかき上げる。

「なんの話だっけ？　そうそう、ミスの話。でもミスらしいミスはなかったなぁ。実際、君はかなり優ゆう秀しゆうな部類だよ？　まあ強しいて言うなら君の推察通り、コレは演算によって君たちの頭のなかを予知できる。ってことは誰だれをどう配置すればどう状じよう況きようが動くかってことはだいたい予測できるわけだ。君は脱獄間際の一瞬に的を絞しぼっていたみたいだけれど、逆にコレは確実に詰つませる状況を何千手も前からシミュレートしてたわけなんだよ。戦術ではなく戦略ってことだね。魔術行使中の演算はできないけど、人の普ふ段だんの行動パターンは熟知してる。それがコレの勝因だ。

　あと君は脱獄間際のコレ対策に『予知していても避さけられない類たぐいの罠わな』をいくつも用意してたみたいだね。どれも秀しゆう逸いつな出来だったよ。使われてたらさっきも言ったように逃にげられてたと思う。でもコレは贋作の少年や神槍の少女を動かして、その罠を使われる前に君を止められる状況を作ったんだ。神様を舐なめちゃいけないよ？」

「まだだ、まだ終わったわけじゃない……っ！」

　リオンは歯を食いしばり、血溜まりのなかから足を上げた。

　敵は四人。スピカ、ヴァレリア、ハイネ、ユフィ。この四人をほんの一瞬でもどうにかできれば希望は繫つながる。『蒼そう穹きゆう』を奪うことさえできれば、スピカを出し抜いて脱出することができるはずなのだ。

「だーかーらー、もう終わってるんだってば。気づいてないのかい？」

　スピカがパチンッと指を鳴らした。すると四方に夥おびただしい星屑の光が舞まった。

　そうして現れたのは四体の巨きよ大だいな獣けものたち。

　左側の壁かべをジュウッと溶解させて顔を出したのは、巨きよ人じんの形をした怪かい魚ぎよ。

　右側のパイプオルガンを踏ふみ潰つぶして現れたのは、氷山のような角を持った一いつ角かく獣じゆう。

　背後の壁から肉の塊かたまりがぐねぐねと寄り集まってできたのは、腐ふ敗はいしたオーガ。

　そして正面扉とびらからゆったりと銀の鬣たてがみをなびかせてやってきたのは、誇ほこり高き巨狼。

　地上の五大魔導監かん獄ごくを司つかさどる神獣たちである。

　スピカは高く浮かび上がり、神獣たちの中央で両手を広げた。
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「タイプ・フェニックスのガーディアンを斃たおすのに三人掛がかりでようやくだったよね？　でも今や戦うのは瀕ひん死しの君一人。取り囲むのは四体のガーディアン。もちろんコレも直々に相手になるし、神槍の少女も、奏曲の少女も、贋作の少年もいる。さあ、たった一人で君に何ができるかな？　これは絶望的な包ほう囲い網もうだよ？」

「上等だよ……っ」

　リオンは血溜まりのなかから立ち上がる。残されたすべての力を右手に集め、

「こんな程度の苦境で俺が諦あきらめると思うな……ッ！」

「そうかい。じゃあ好きにするといい」

　呆あきれ半分、感心半分というようにスピカが苦く笑しようし──最後の戦いが始まった。

　だがそこには一欠けらの希望も介かい在ざいする余地はなく、リオンは程ほどなくして完かん膚ぷなきまでに敗北した。黒装束が消え、ボロボロの制服姿に戻って倒たおれていくリオンを見下ろし、スピカは笑った。残念だったね、と。

　そして最後にすべてを締しめくくるようにこう言った。

「お疲つかれ様。──君の脱だつ獄ごくは失敗だ」







　エピローグ




　地下第二層の懲ちよう罰ばつ房ぼう。本来は囚しゆう人じんを性的に加か虐ぎやくすることに特化した房である。

　だがそんな懲罰房の一つは今、大罪人の監かん禁きん場所として使われていた。

　房内はじっとりと苔こけむしており、三角木馬や人吊つり機、強制的に股またを開かせる晒さらし台などが並んでいる。

　監禁されているのは、まず少女たちが四人──キリカ、レオナ、アネット、フィーネである。彼女たちはそれぞれ足に鎖くさり付きの鉄球をつけられ、悲痛な表情で俯うつむいている。

　次に主犯格の少年──リオン。彼は鉄の金具で壁へ磔はりつけにされている。満まん身しん創そう痍いの状態でピクリとも動かない。破れたシャツの下にはおざなりに包帯が巻かれている。だがその治ち療りようは充じゆう分ぶんというには程遠く、赤黒い血が染しみ出していた。

　また右手には直接釘くぎが打ちつけられている。スピカが用意した魔王封ふうじの釘だ。

　リオンたちは脱獄に失敗し、臨時に設置されたこの特別懲罰房へ監禁された。

　部屋の中央には、この房を任された看守が立っている。

　リオンのことを標本の昆こん虫ちゆうを見るような目で眺ながめ、看守はせせら笑う。

「まさかこんなことになるとはよ。人生ってのは分からねえもんだよ。なぁ、リオン？」

　名を呼ばれ、リオンはようやくわずかに顔を上げた。

「……まったくだ。まさかこの房の担当者がお前になるとはな……マティーリ」

　長ちよう髪はつを振り乱し、看守──マティーリは腹を抱かかえて笑い声を上げた。

　監獄からこの特別懲罰房を任されたのは、リオンの同どう僚りようであるマティーリだった。

「運命を感じるよなぁ！　署長の一いつ斉せい通信を聞いた時は耳を疑ったぜ！　変わりモンだとは思ってたけどよ、まさかこの監獄から脱獄しようなんて考えるとはな。んなことできるわけねえだろっての！　あひゃひゃひゃ！　ばーかばーか！」

「……少し見ない間にずいぶん喚わめき声が甲かん高だかくなったな。三級に落ちて先せん輩ぱい看守たちから躾しつけられたか？」

　リオンの軽口に対して、マティーリはヒューと口笛を吹ふいた。

　マティーリはもともと二級看守だったが、リオンが熾し天てんの儀ぎでブレスレットを奪うばったため、手持ちの囚人を失って三級に降格となっていた。

　だがまるで親しい友人のようにマティーリの肘ひじがリオンの肩かたに乗せられる。

「なあ、リオン。俺とお前はこれまで極めて良好な関係を保ってきた。俺たちは歳としも近いし、監獄に連れてこられた時期も近い。俺たちは誰が見ても仲の良い同僚だった。だからさ、特別に教えてやるよ」

「……何を教えてくれるって言うんだ？　オカマの掘ほり方なら勘かん弁べんしてくれよ？」

「もっとお勉強になることさ。どうやらお前はいまだに俺と対等のつもりらしいけどよ、そいつはまったく見当が違ちがうのさ。お前はもう二級看守のリオン・ハイレインじゃねえ。いいか？　お前は脱獄犯の大罪人──」

　節くれ立った指が高く掲かかげられた。そして、




「──囚人６６６番なんだよッ！」




　容よう赦しやなく指が胸の傷へ突つっ込まれた。潰れた果実のように肉が抉えぐれる。

　やめてっ、とレオナが叫さけびかけ、アネットが母親のように抱だき締めてそれを止めた。

　キリカも飛び出しかけたが、フィーネがとっさに腕うでを摑つかんでなんとか止める。

　マティーリの笑い声だけが響ひびき渡わたった。

「あひゃひゃひゃ！　どうだ、痛いてえか!?　痛えだろ!?　お前にバッキバキにされた指だからさぞかし傷を抉るだろうなぁ！」

　リオンの頰にぶわっと脂あぶら汗あせが浮うかんだ。それでも無表情を貫つらぬいた。

　マティーリはぐちゅぐちゅと指をかき混ぜながら、顔を寄せてくる。

「ずいぶん派手な脱獄劇をやったらしいじゃねえの。お前自身があれこれ魔ま術じゆつを使ったんだって？　聞いたぜ。監獄が保管してたロストナンバーを盗ぬすんだらしいな。それでめでたく囚人６６６番だ。監獄史上初の男の囚人だってよ。嬉うれしいか？　嬉しいよな？　ほら嬉しいって言えよ！」

　さらに指がめり込み、リオンは奥歯が砕くだけそうなほど歯を食いしばる。

　どうやら監獄は『保管されていた作品番号６６６番をリオンが脱獄のために盗んだ』と発表したらしい。確かに看守たちへの説明としてはその辺りが無難だろう。

「……すまなかったな、マティーリ。次があったらお前も必ず誘さそうよ。ちょうど肉の壁が一つ欲しかったんだ」

「口が減らねえな。ま、そんな気はしてたぜー。いくら痛めつけてもお前は我が慢まんしちゃうだろうなってよ。けどな、仲良しさんだった俺には分かってんだよ。そんなお前の顔色がどうしたら変わるかってことがなぁ」

　ずるり、と指が引き抜ぬかれた。真っ赤になった指が尺取虫のように蠢うごめいた。

「さーて平然としてられっかな？　目の前で──自分の女たちが犯おかされてもよ？」

　その瞬しゆん間かん、リオンは無表情から鬼おにの形相に変わった。

「彼女たちに指一本触ふれてみろッ！　貴様の喉のどを喰くい千切ってぶち殺してやるぞォ！」

　本当にマティーリの喉へ歯を突き立てようとした。だが寸前でマティーリが身を躱かわし、あと数センチが届かない。

「あひゃひゃひゃ！　その顔！　その顔が見たかったんだよ！」

　マティーリは心底愉たのしそうに手を叩たたいた。

「安心しろよ、親友。今日は手を出したりしねえから。今日はだけどな？」

　にまぁと邪じや悪あくな笑えみが広がった。ギラギラしたケダモノの目がレオナ、アネット、キリカ、フィーネの体を舐めるように品定めしていく。

「明日あしたから女どもを毎日一人ずつ犯してやる。お前の目の前でゲロ吐はいて気絶して白目剝むくまで徹てつ底てい的にな。大事な大事な女たちを目の前で壊こわされて、お前はいつまで正気を保ってられっかな？」

「マティーリ、貴様ぁ……ッ！」

「俺は優やさしいからよ？　順番はお前に選ばせてやる。まずは明日、このなかから誰を俺に差し出すか決めとけ。明日、俺がきた時に自分の口で『どうかこの女を犯して下さい、マティーリ様』って言うんだぜ？　言わなきゃ問答無用で全員犯すからな！　一晩悩なやみに悩んでどんな顔で女を差し出すんだろうなぁ、お前は！　あひゃひゃひゃ！」

　完全にネジの外れた笑い声を上げ、マティーリは出ていった。

　絶望が木霊こだまするような音で、懲罰房の錠じようがガコンッと落ちた。







　マティーリが去っても誰だれ一人口を開けなかった。そんななか、やがて震ふるえながら顔を上げたのはアネットだった。腕のなかのレオナをぎゅっと抱き締め、

「わたくしが貢みつぎ物ものになります」

　ギクリとした表情でリオンが叫ぶ。

「駄だ目めだ！　何を言っているんだ、アネット……っ」

「いえ、魔王様。これはわたくしのお役目です」

　ゆっくりとレオナから手を離はなし、アネットは磔のリオンの前に立つ。

「わたくしは署長のおかげで経験豊富でございますから。明日だけとは言わず、明後日あさつても明々しあ後日さつてもあの看守がわたくしだけに熱中するよう仕向けてみせます」

「馬ば鹿かを言うな！　俺はそんなふうに君を犠ぎ牲せいにするような真似まねさせない……っ！」

「でも、他ほかに手もございませんから」

「あるわよ。わたしが隙すきをついてあの看守をとっちめてやるわ」

　キリカが怒いかりも露あらわに言った。だがすぐにフィーネが否を唱える。

「剣けんのない貴様に何ができる？　返り討うちにされて犯されるのがオチだぞ!?」

「だ、だからって黙だまっていられるわけないじゃない！」

「ですからわたくしが──」

「だから駄目だ！　俺はアネットにそんなこと絶対させない！」

　焦あせりと恐きよう怖ふが皆みなの心を支配していた。そのなかで唯ゆい一いつ黙だまっていたレオナが「あの、みんな……」と呟つぶやく。しかし誰の耳にも入らない。レオナは大きく息を吸い、もう一度、

「みんな、落ち着いて下さいっ」

　そう叫んだ時だった。

　まったくなんの脈略もなく、キリカがそれ以上の声量で悲鳴を上げた。

「熱っ、あっつぅーっ!?」

　何事かと全員の視線が集まる。見れば、キリカの腰こし辺りがぼんやりと赤熱していた。囚人服の下に何か入れていたらしく、キリカは慌あわててその原因を取り出した。

「……っ！」

　途と端たん、リオンは目を見開く。師し匠しようのブローチだった。宝剣のクリスタルは監かん獄ごくに没ぼつ収しゆうされてしまったが、キリカは土台部分だけをまだ持っていたようだ。

　その土台部分の、ちょうどクリスタルが嵌はまっていた窪くぼみのところに魔術文字が浮き出ていた。

「リオン、なにこれ……っ」

「通信用の魔術文字だ……っ」

　地上の魔術で最も多いのは、道具に魔術を仕込んだ魔道具である。その最も一いつ般ぱん的な製造法は、魔術を込めた文字列を刻印することだ。

　今、ブローチに浮き出ているのは遠方からの念話を可能にする魔術文字である。

　その記述の最後には魔術を仕込んだ者の名も刻まれていた。

　絵画に記すサインと同じ筆ひつ跡せきで記されたその名は、イングラム・デェイウォーカー。

「師匠のサインだ」

　リオンの言葉を受け、ブローチを手にしているキリカが目を瞬またたく。

「えっと……つまりどういうこと？」

「師匠がブローチを通じて俺たちに通信をしてきてるってことだ！」

「ええっ!?　リオンの師匠って確かもともと魔王の右手を持ってた人よね!?」

「そうだ！　すべての元げん凶きようのクソジジイだ！」

　魔術文字が円を描えがいて回り始めた。念話の回線が開いたのだ。

　その瞬間、リオンはあらん限りの声で怒ど鳴なった。

「こンのクソジジイ！　今すぐ全部説明しろッ！　一から十まで全部だ、今すぐだ！　ちょっとでも勿もつ体たいぶってみろ!?　頭皮を剝はがして白しら髪がを軒のき並なみ引っこ抜くぞォッ！」

　キーンッと耳が痛くなるほどの大声である。その声の余よ韻いんが消えるまで念話の向こうの相手は沈ちん黙もくしていた。だがやがてため息交じりの声が響く。

「『……なるほど。お弟子でしさんが開口一番怒鳴ってくると踏ふんで、イングラム殿どのは私に通信をさせたというわけですか……まったく迷めい惑わく極きわまりない』」

　それは女の声だった。しかもリオンには聞き覚えのない声だ。

　誰だ？　と思っているとキリカが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「今の声……もしかしてシェリー？」

　それは地上でキリカの副官をしていた女騎き士しの名だ。リオンが眉まゆを寄せると、なんとブローチから肯こう定ていの声が響いた。

「『ああ、その声はスワロウテイル騎士長。お元気そうで何よりです。そして最初の怒鳴り声はイングラム殿のお弟子さん──右手の現継けい承しよう者であるリオン・ハイレイン殿で間ま違ちがいございませんね？』」

「確かに俺はリオン・ハイレインだが……一体どういうことだ？　あんたはキリカの……いや、それよりあんたは俺の師匠のことを知ってるのか？」

　問いに対し、念話の相手は淀よどみなく答えた。

「『イングラム殿は今、私の背後でほくそ笑んでいます。あなた方のために集結した、各国の騎士団と共にね』」

「各国の騎士団だって？」

　もう言っている意味が分からない。だが相手は一方的に告げていく。

「『ハイレイン殿、そして騎士長。よく聞いて下さい。我々は──革命軍です』」

　もはや啞あ然ぜんとしている二人を気にせず、言葉は続く。

「『目的は神を墜おとすこと。ハイレイン殿、我々はあなたを御み旗はたとしてグランデ山脈の大平原に集結しています。目覚めし魔王よ。我々、革命軍は──』」

　そして驚おどろくべき言葉が告げられた。

「『あなたの脱だつ獄ごくをお助けします』」







　地上。グランデ山脈麓ふもとの大平原。

　今、この地には世界各国から集結した大軍勢が陣じんを展開していた。

　大空の下、広大な平原に金や銀、青銅の甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎士たちが高らかに旗を掲かかげている。その旗に統一性はなく、東の雄ゆうたるルードビア王国や西のドルジエ海上連合軍、小国ながら屈くつ強きような軍を誇ほこるガリア王国もおり、もちろん大陸中央のアルヴィレウス王国の騎士団もいる。軍勢の多くは騎士たちであるが、なかには傭よう兵へい団や僧そう侶りよ、生きつ粋すいの魔術師たちの姿もあった。

　そんな多種多様な革命の士が入り乱れるこの軍には三人の中心人物がいる。

　その一人、シェリー・メルウッドは軍勢の最前線で、リオン・ハイレインと通信をしている。

　髪かみは短いショートカット。鎧よろい姿に剣を一ひと振ふり差している。戦せん況きよう把は握あくに特化した魔道具の眼鏡めがねを掛かけており、その瞳は理知的で鋭するどい。

　何を隠かくそう、歴史も政治的背景もバラバラな各国の戦士たちがこうして革命軍という形で成り立っているのは、すべてこのシェリーの才知と手しゆ腕わんによるものである。

「ハイレイン殿、とりあえず私からお話しできることは以上です。ではしばしお待ちを」

　念話を一いつ旦たん打ち切り、シェリーは魔術文字の刻まれた護ご符ふを折り畳たたむ。

　そして背後にいる人物を振ふり返った。

「グラディウス殿。ハイレイン殿の話によれば、あなたが目的としている脱獄王もやはりあの監獄にいるようです」

「うむ、僥ぎよう倖こうである！」

　大おお仰ぎように頷うなずいたのは、鋼はがねのような肉体を誇る武人だった。

　大おお柄がらな身に武骨な甲冑を着込み、鬣たてがみのような髪を揺ゆらして腕うでを組んでいる。

　革命軍の中心人物の二人目。ガレク王国、現国王グラディウス・ガレク・ワイズシャットである。

「余の目的はただ一つ！　不ふ肖しようの妹たちをこの手で叩き殺し、奴やつらが奪うばった神しん槍そうを取り戻もどすこと！　ふふ、とうとう見つけたぞ。今から血が騒さわぐというものだ！」

　グラディウスは肩かたを揺らして呵か呵か大笑する。彼はここまでの行軍の最中、最強の一角と謳うたわれた神しん獣じゆうアークドラゴンを魔ま道どう具ぐも使わずに生身で葬ほうむっている。そんなことができる人間はこの世で彼一人だけだろう。

　グラディウス・ガレク・ワイズシャット。彼こそは世界に名を轟とどろかせる、ガレク王国史上最強の武人王である。

　だが革命軍にはそのグラディウスすら上回る傑けつ物ぶつがいる。

　シェリーは武人王の背後に視線を向けた。

　そこには死し骸がいの山ができていた。息絶えたロード・フェニックスやネオフェンリルの群れの死骸である。つい先ほど『天空の大監獄』から飛来してきた刺し客かくたちだ。だがこれらの神獣はすべてたった一人の老人によって瞬く間に葬られた。

　グラディウスはたった一人で一体のアークドラゴンを斃たおしたが、老人は神獣の群れを丸ごと薙なぎ払はらったのだ。

　無論、革命軍は対神獣用に万ばん全ぜんの準備をしてきた。各おの々おのが持ち寄った伝説級の武具、百年単位で編み込んできた魔道具などがそうだ。シェリーの率いるアルヴィレウスの騎士たちも高等法院から奪い取った魔道兵器を装備している。

　だがそれらを使う機会はまったく与あたえられなかった。戦う機会を逃のがした戦士たちは驚きを通り越こし、もはや呆あきれ返った顔で死骸の山を見上げている。

　その頂には老人がどっかりと腰を下ろしていた。

　流りゆう麗れいな白髪は背中まで伸のび、魔術文字の刻まれたローブの下には老人とは思えない筋骨隆りゆう々りゆうの肉体がある。体格ではグラディウスが上回っているが筋肉の量はおそらく比ひ肩けんするだろう。

　彼の右手の甲こうには火傷やけどのような跡あとがある。怪け我がの類たぐいではなく魔王の聖せい痕こんがあった跡だ。

　死骸の山の頂から空を見上げ、老人は誰にともなく呟いた。

「かつて五人の子供たちが異世界よりやってきた」

　それは独り言のようであったが、そばにいた魔術師部隊が声を拡散させ、彼の言葉を全軍へ届ける。

「一人の少年と四人の少女だ。やがて少年は勇者となり、少女たちを率いてこの世界の魔王を打ち斃した。時が経たち、その冒ぼう険けんはやがて伝説となり、彼らは神と崇あがめられた。時代が移りゆくうち、世界の成り立ちを知る識者が神に名前をつけた。膜まく宇宙の外側からやってきたという意を込め、『外がい殻かくの神々』と。地上の人々は今も神々を敬っている。だがしかし──」

　彼が見上げる先、『天空の大監獄』が雲間から姿を現した。白髪の下、鋭い眼光が監獄を睨にらむ。

「人々は知らない。神々がこの世界にどんな呪のろいを残したのかを。その呪いによって世界の色が滲にじんでしまったことを。どれほど筆を走らせようと、もはや世界の真の姿は描けない。儂わしはそれが何より赦ゆるせない」

　監獄からの下降気流がローブを激しく揺らした。老人は挑いどむように立ち上がった。

　武人王たるグラディウスは表の世界で最強と呼ばれている。一方、この老人は表おもて舞ぶ台たいにはほとんど出ず、ゆえにその名は知られていない。だが世界の裏で生きる者たちは知っている。彼こそが人類の到とう達たつ点であると。

「時はきた！　世界に真の色を取り戻すのだ！　在るべき姿を描きだす日のために！」

　老人が天に向かって右みぎ拳こぶしを振り上げた。その瞬しゆん間かん、大地から魔術光が迸ほとばしり、死骸の山を紅ぐ蓮れんの炎ほのおが包み込む。無論、老人自身には傷一つついていない。

　業ごう火かは瞬く間に高く高く背を伸ばし、炎の先せん端たんは上空７５００メートルを飛行する『天空の大だい監かん獄ごく』にまで届いた。島の末まつ端たんが爆散し、空に白はく煙えんが舞まい上がる。

　まるで神話のような光景だった。彼と行動を共にする革命軍たちでさえ、一瞬天変地異が起きたのかと目を疑ったほどだ。

　この恐おそるべき老人こそが三人目の中心人物にして、革命軍の創立者、そして人類の到達点と謳われた者──『最果ての魔術師』イングラム・デェイウォーカーである。

　天にも届く業火のなか、イングラムは皺しわだらけの顔でニィと笑えんだ。

「これは反はん撃げきの狼煙のろしだ。待っていろ、リオンよ。この無敵の師し匠しようがお前を迎むかえにいってやろう！」


〈おわり〉









　あとがき




　こんにちはｏｒこんばんは、もしくはおはようございます。永なが菜な葉よう一いちです。

　『天てん空くう監かん獄ごくの魔ま術じゆつ画が廊ろう』４巻をお手に取って頂き、ありがとうございます。




　今回あとがきが２ページなのでさっそく恒こう例れいの概がい要よう（＆与よ太た話）に入りまして。

　この４巻はついに脱だつ獄ごく決行です。

　立ち塞ふさがるのは監獄のあらゆる戦力。看守と配下の囚しゆう人じんたち、神の手先となった贋がん作さくの魔王、そこへ地上の五大魔導監獄から召しよう喚かんされた神しん獣じゆうたちも加わり、さらには脱獄王も敵にまわって『果たして主人公たちの脱獄は成功するのか!?』というようなお話です。

　ちなみに今回最も勇気を振ふり絞しぼったのは脱獄準備のシーンでして、元恋こい人びとだと勘かん違ちがいしている吟ぎん遊ゆう詩人へ、主人公がヒドラを使ってまさかの触しよく手しゆ姦かんを──ゲフンゲフン。訂てい正せい。スライムとの二本立てでお送りします。……よーし、そろそろ訂正は諦あきらめるぞっ。

　続きまして謝辞と全力の謝罪を。

　担当様。触手は出ないと言いつつ２巻でひょっこり登場し、４巻に至ってはとうとう触手が猛もう威いを振るいまして……すみませんでしたーっ！（スライディング土下座）。

　いや別にその手の趣しゆ味みがあるわけではないんです。本当です。信じて下さい。

　八や坂さかミナト様。今回も素す敵てきなイラストの数々ありがとうございました。八坂先生に描かいて頂くイラストが本作の原動力です。とくにピンナップのカラー絵はレオナがさりげなく皆かい勤きん賞しつつ、本編では書ききれないキャラクターたちの姿を描いて頂き、いつも感謝感激の極きわみでございます。

　校正様。このあとがきを書いている時点ではまだ校正作業に入っていないのですが、今回こそは大だい丈じよう夫ぶです。間ま違ちがいなく『１００番台』と正しく書いてあると思います。それはもう絶対……いやきっと……おそらくめいびー。

　そして今そこにいるあなた様。いつもご愛読ありがとうございます。主人公たちがこうして歩みを進めていけるのは、読んで下さっているあなた様のおかげです。

　ちなみに今回とんでもないところで終わっていますが、引き続き５巻もお届けできることになりました。投げっぱなしジャーマンにはならないのでご安心を！

　それでは次回もお付き合い頂ければ幸いです。


永菜葉一
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